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１　六道の牛宣言！





「こんないい天気に、なぜオレはこんなところにいるのか」

　錦にしき織おりはポツリと呟つぶやいた。

　日曜の午前のこと。郊外の寂さびれた運動公園の草原に錦織の姿はあった。Ｔシャツに黒のトレパン、サンバイザー。真まっ白しろで機能的なシューズ。今にもランニングを始めそうな格かつ好こうである。

　呆ぼう然ぜんと空を見上げる。

　燦さん々さんと煌きらめく太陽。群ぐん青じようの空にポツポツと千ち切ぎれた雲が浮いていた。

「ハラグロ！　ブツブツ言ってないでちゃんと準備運動をしないか！」

　叱しつ責せきが飛ぶ。両りよう脚あしを開いてストレッチ中の輝夜かぐやが怖い顔をしていた。紫し苑おん高こう校こうで使われている体たい操そう服ふく姿。白いストライプの入ったブルマから伸びる長い脚が眩まぶしい。

「閣かつ下かの言う通りだよ。きっちり準備してないと後で大変なことになるよぉ。腰こしとかにくることがあるって」

　輝夜かぐやの横で、六りく道どうがニコニコ笑いながら同じように柔じゆう軟なん体たい操そうをしている。

　体が随ずい分ぶんと柔やわらかいようで、顔が足首の辺あたりにまで達していた。こちらも輝夜と同じく学校の体たい操そう服ふく姿。輝夜とは比較にならないほど短いが、ほっそりとしたバネの強そうな脚あしが可愛かわいい。

「一度ギックリ腰ごしになると、癖くせになるって言うよ」

「腰にくること前提で会話を進めんな」

「だって錦にしき織おりくん、腰、弱そうだし」

「人のウエストをそんな哀あわれむような目で見んな」

　そう答えつつも、錦織も素直にストレッチを始める。腰に不安があるのは本当だった。

　隣ではトレーニングウエア姿の米よね倉くらが、硬かたそうな体を伸ばしながら「ウンウン」と唸うなっている。ものすごく硬いらしく、ちっとも体が伸びていない。

「諸君。準備体操をしながら聞いてもらいたい」

　輝夜が腰に手を当てて三人の前に立った。

「今日、こんな場所へ集まってもらったのは他ほかでもない。そう、体力をつけるためだ」

　キラリンと目を輝かせる。

「はあ。体力ね」

　体力だけはありあまっているだろうに、と思いつつも錦織は黙だまっておいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「なぜ我われ々われにとって体力が重要か分かるか？　ハラグロ」

「さあて」

「参さん謀ぼうならちょっとでも考えろ！　少なくとも考えるフリくらいはしろ！」

　輝夜かぐやが唇くちびるを尖とがらせる。

「へいへい。ってかフリでいいのかよ。……体力なあ。やっぱあれか？　敵と戦ったり、逃げたりする時に――」

「正解は――」

「考えることを強きよう制せいしておいて、最後まで言わせないのかよ」

「健けん全ぜんなる新世界構こう築ちくは、健全なる身体によってのみ達成できるからだ」

　ビシッと青い空を指差した。

「年中部屋に引き篭こもっているような軟なん弱じやくな体では、偉い業ぎようを成し遂とげることなどできはしない。つまりはそういうことだ」

「はあ。なるほどな」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。

「つまり今、閣かつ下かはちょっと運動したい気持ちになっている、ということだな」

「秋ですしね」

「食欲の秋だもんね」

　ポーズを決めたままの輝夜の周りで、錦織たちは各おの々おの、適当に相あい槌づちを打つ。若じやつ干かん一名ピントがずれている。

「運動することについては同意だけどな。で、体力作りってなにすんだ？　ランニングでもするのか？」

「ランニングだと？　ハンッ！」

　輝夜はバカにするように鼻を鳴らした。

「ボクサーの減げん量りようは縄なわ跳とびからと、決まっているだろう？」

「いつからオレたちボクサーになったんだ？　それに減量するわけじゃないよな？」

　錦織のツッコミを無視して、輝夜は持ってきていたスポーツバッグのチャックを開いた。中から縄跳びが沢たく山さん出てくる。ビニール製の蛍けい光こう色しよくの縄跳びだ。色もピンク、黄色と派手な色が揃そろっている。

「わ――、なんだか懐なつかしい感じの縄跳びだね」

「こんなの小学生の時以来ですね」

「なんでこんなに沢山、持ってきたんだよ。四人しかいないのに」

　六りく道どう、米よね倉くらが嬉うれしそうに縄跳びを選ぶ横で、錦織は冷めた目をしていた。

「知らないのか？　結び合わせたら色んな遊び方ができるんだぞ。――綱つな引ひきとか」

「綱引きかよ！　ふつーは大おお波なみ小こ波なみとかだろ。ってか、なにが楽しくて四人で綱引きしないといけないんだよ」

「あれれ――。なに錦にしき織おりくん、縄なわ跳とびに過か剰じように反応してんのかなー？　もしかして、完かん全ぜん無む欠けつの優等生の錦織くんが、縄跳びだけは苦手とか？」

　六りく道どうが手を口に当てて「ホホホ」と笑いながら、目をイヤらしく細めた。

「ふっ」

　錦織は鼻で笑う。縄跳びを手にして立ちあがると、二重跳び、三重跳び、交差三重跳び、後ろ四重跳びを続けざまにやってみせた。

「お――――」

「オレにかかれば縄跳びなんて子供だましの遊ゆう戯ぎに過ぎない」

　拍はく手しゆする六道や米よね倉くらに、錦織は前髪を掻かきあげて見せる。

「六道だって縄跳びは結構、得意なんだよ」

「私は小学生の時は交差跳びくらいしかできませんでしたけど、今ならもうちょっとできたら、いいなあ」

　六道や米倉も自分の縄跳びを決めて手に取る。

　六道はすぐに三重跳びを始めた。自分で得意と言うだけあって、縄の動きが整せい然ぜんとしていて綺き麗れいだ。

「さすがサイクロン。大したものだな」

　輝夜かぐやが感心するように頷うなずくと、自みずからも跳びはじめる。二重跳びとか三重跳びとか派手な跳び方はしないが、ボクサーのような禁欲的でリズミカルな動きを見せた。一方、米倉は高校生になってもあまり縄跳び能力は高まらなかったらしくスタンダードな前跳びをゆったりと跳んでいた。

「見て見て、錦織くん！　スーパー高等技術いくよ―――」

　子供のようにはしゃいだ声を上げた六道が、『ハヤブサ』を華か麗れいに決めた時――、

　錦織が突然、カッと目を見開いた。

「まさか！」

　驚おどろきの声を上げながら、縄跳びをしている六道と輝夜、米倉を見比べる。

　確信した。

「こ、これは……」

　偶然にも知ってはいけない真実（世界の行く末など）を知ってしまった賢者のように、愕がく然ぜんとして頭を抱えた。

「なになに？　どしたの？？」

　六道が縄跳びを回し続けながら、錦織に近づいてくる。

「言えない。とても本人には、言えない」

　錦織は大おお袈げ裟さに両手で口を押さえた。

「ええ―――。これだけ前フリしといて、言わないのはなしだよ」

「六りく道どう。世の中には知らなくてもいいことだってあるんだ……」

「言わないと、このまま縄で錦にしき織おりくんをペチペチ攻撃するから！」

　縄なわ跳とびの回転を速めながら、六道は錦織へ接近しようとする。

「やめい。尻しりとかに当たったらマジでヒリヒリすんだぞ」

「それがイヤなら吐けばいいじゃん。ほらほら――」

「分かった、分かったから」

　錦織はパタパタと手を振った。

「言う、言うから。でも、キレたりすんなよ」

「キレたりするわけないじゃん。内容次し第だいだけど」

「どっちだよ」

「で、なんなの？　何に気がついてしまったの」

「いや、そのさ」

　錦織は六道の胸元を見つめていた。

「……揺れないにもほどがある」

「ふにゃ？」

　六道は縄跳びを続けながら、きょとんと自分の胸元を見る。「むむむ」と、眉まゆをひそめ、すぐ横で縄跳びをしている米よね倉くらの方に目を向ける。

　ゆっさゆっさ、ゆっさゆっさ――。

　米倉のジャンプの動きに追つい随ずいできていないように、トレーニングウエアの上着の中で、大きな何かが揺れていた。

　さらに六道は、輝夜かぐやへ視線を向ける。

　ふわふわふわわ――ん。

　米倉ほどではないが、やはり何かが揺れている。

　六道はもう一度、自みずからの胸元を見た。

　ピタリ――。

　ソリッド。体たい操そう服ふくが体に完全に張りついて、六道の上下運動に完かん璧ぺきに追随していた。

「あは、あははは」

　六道が引ひき攣つった笑みを浮かべて縄跳びを止やめる。その姿を、錦織は深刻そうな表情を浮かべて見守る。

「なっ。オレが衝撃を受けた理由が分かっただろ？」

「ま、まさか、自分だけ、こんなに違うなんて。こんなにも揺れていないなんて」

「まさかって。おまっ、今まで現状を認識していなかったのか？」

「うすうす気がついてはいたけど、ここまで全然だなんて。もう少しは動いているんじゃないかって、勝手に思ってた」

「そうやって現実を直ちよく視しせずに今まで生きてきたんだな」

「カッチ――ン！　うわっ、なんか今の酷ひどい！」

　六りく道どうがいきなり大きな声を上げて、頭に人差し指で角つのを作って見せた。

「今いま更さら、怒んなよ！」

　後ずさる錦にしき織おり。

「なんだ、サイクロン。どうかしたのか？」

「かなめ、どうかしましたか？」

　輝夜かぐやと米よね倉くらも縄なわ跳とびを止やめて集まってくる。

「閣かつ下か、あいふぉん、錦織くんが酷いんだよ。六道は縄跳びで胸が揺れないから人にあらずって！」

「いや、言ってない。そんなこと一言も言ってない！」

　錦織は顔の前でパタパタと手を振った。

「なんだと？　ハラグロよ。たとえそれが事実だとしても、言ってよいことと悪いことがあるぞ」

「錦織くん、それはあんまりです。かなめが可哀かわい相そうです」

　輝夜と米倉が少し冷たい視線を錦織へ向ける。

「いや、だから言ってないって。オレは客観的事実を極きわめて冷静に六道へ告げただけで、揶や揄ゆしたりはしていない！」

「でも、揺れた方がいいと思ってるんでしょう？」

　六道がいじけたような顔をしてみせた。

「いや、それは」

「六道、知ってるよ。錦織くんはクールな顔をして、実はおっぱい大好きのおっぱい星人だってことは」

「いや、そこまで大好きってわけでは」

「じゃあ、嫌いなの？」

「……」

　鋭い追及に錦織は口ごもる。

　その煮え切らない態度が不満なように六道は唇くちびるを結ぶ。突然、何か決心したように目を光らせると、輝夜の方を向く。

「閣下！　六道、決めました！」

　力強く叫んだ。

「なんだ？　なにを決めた？」

　六道はビシッと青空を指差して宣言する。

「六りく道どう、牛になります！　牛になって錦にしき織おりくんを見返します！」



　　　☆



「初めに言っておくが――、私はサイクロンが牛になる必要性はないと思っている」

　輝夜かぐやが間ま延のびした声を出していた。

　公園での運動を早そう々そうに切り上げ、四人は紫し苑おん高こう校こうの秘密基地に集まっていた。全員、公園のシャワー室でトレーニングウエアから涼しげな普ふ段だん着に着替え済み。

　輝夜はパイプ椅い子すの上に胡座あぐらをかいて、アイスクリームをくわえていた。汗あせをかいた後なので、表情がいい感じにまったりだ。

「ええ――。なんで、なんで、なんでー？」

　一方、六道はまだ元気がありあまっているらしく、挙きよ手しゆしたまま「なんで」を連発した。

「なぜなら、牛ならセクシー一人で十分だからだ。我わが配はい下かにこれ以上、牛が増えても戦力的なバランスに欠く」

「私、そんなに牛じゃありません！」

　米よね倉くらがブンブンと首を振る。首と一緒に胸がほんの少しプルンプルンと揺れた。それに六道がめざとく気がつき、羨せん望ぼうの表情を浮かべる。

「でも、六道、一度でいいから揺れたいのです。ゆっさゆっさと上下運動させたいのです」

「揺れるだけでなく、ゆっさゆっさかあ。目標が高いなあ」

　錦織はこっそり呟つぶやいた。

「でも、かなめ。あんまり大きくてもいいことばかりではないものですよ」

　米倉は静かに言う。

「そうかなあ。胸が大きくて困ることなんてある？」

「例えば直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で自分の足元を見ようとしても、胸が邪じや魔まで見えなかったり」

「胸が邪魔！」

「形が崩くずれるのがいやだから、結構、硬かたい下着をつけないといけなくて、胸が苦しいこともありますし」

「形が崩れる！」

「体を大きく動かすと、揺れる胸に体側が引っ張られるような感じがしますし」

「胸に体が引っ張られる！」

　六道は一々、復ふく唱しようしながら、唇くちびるを尖とがらせる。

「とまあ、こんな感じで、不便なことの方が多かったりします」

「そんなことないよ。今のは単なる自慢だよー。六道、一度でいいから胸が邪魔とか言ってみたいよー！」

「いやそんなつもりは……」

　ブ――ブ――と声を上げる六りく道どうに、米よね倉くらは困惑の表情を浮かべる。

「とにかく六道は牛ちゃんになりたいのです！　どどーんと大きく育てたいのです」

　胸からミサイルを発射するような仕草をしてみせた。

　輝夜かぐやがウムと頷うなずいた。

「そこまでサイクロンが言うのなら仕方あるまい。よかろう。牛になることを認めよう。好きなだけ牛になるがいい。戦力バランスはなんとか他ほかでとるようにしよう」

「ありがとう、閣かつ下か！」

　六道が輝夜の首に腕うでを絡めて抱きついた。錦にしき織おりは二人を眺めながら、輝夜の言う戦力バランスとは何か、考えていた。

「しかし、それを認めるとして、手段は？　体形というものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうこうなるものではない。サイクロン、どうやって牛になる気だ？」

「フフフ。閣下、その辺は既すでに考えてあります」

　キランと目を光らせると、米倉を指差した。

「牛になる方法。それは、ここにおわす、あいふぉんに指し南なんしてもらおうと思っています」

「えっ？」

　急に振られて米倉は目をパチクリとさせた。

「いやその。どうして私が？　指南って言われても何をすればいいのか」

「大丈夫。だってあいふぉんは、おっぱいの神様だから！」

「おっぱいの神様！」

　眉み間けんを撃ち抜かれたように、クラッと米倉の顔が揺れた。

「なるほど。セクシーがセクシーなのは、神様だったからか」

　輝夜が一人で納なつ得とくしたように頷いている。

「わ、私、そんなに神様じゃありません！」

　米倉は顔を真まっ赤かにして、困ったような表情をする。

（そんなに神様じゃないってどういう意味だ？）

　話題の方向性上、口を挟はさむわけにもいかず錦織は胸の中で呟つぶやいた。

「神様じゃないにしても、大きいのは間違いないんだから。六道から見たら、天と地とだよ！　天地人だよ！」

「そんなに大きくありません！　それに天地人、関係ありません！」

「大きいとか小さいとか、そういう定てい性せい的てきな議ぎ論ろんではなく、定量的な数字を比較した方がよいのではないか？」

　輝夜が真剣な顔で腕を組む。

「定量的な数字って？」

「つまりカップだ」

「あ――、なるほど。そういえば、六りく道どう、あいふぉんとこれだけラブなのに、そんな話、したことなかったね。ラブなのにブラの話をしていない、これいかに？」

「知りません」

「お互い、知らず知らずのうちにその話題を避さけていたというか。友情にひびが入ったらいけないから……」

「避けてません」

「で、実際のところどのくらいのカップだと、そんなことになるのだ？」

　六道と輝夜かぐやが米よね倉くらを取り囲む。

　椅い子すに座ったままの錦にしき織おりに向かって、六道が追い払うように手を振る。

「シッシッ！　錦織くんは来ちゃダメだよ。女の子限定なんだから！」

「行かねえよ」

　円えん陣じんを組んで、女の子たちがヒソヒソと話し始める。

「ええ――――。そんなことになってるの!?」

「さすがセクシー。自じ他た共に認めるセクシーだけのことはある」

「認めたことありません！」

　コソコソ話をする女の子たちをボーッと見守りながら、錦織は「なんなんだろう、この状況」と思いつつも、米倉が何カップなのかには興味があった

「あいふぉんのカップを聞いて、六道、決心できました。お願いします。六道を弟で子しにしてください」

　円陣を止やめると、六道は米倉の手を取った。米倉は困ったように頬ほおをヒクヒクとさせる。

「え――っと、弟子って具体的に何を？」

「しばらくあいふぉんの家に住んで、あいふぉんの生活をトレースします！」

「トレース!!」

　米倉はまた衝撃を受けたように、頭をぐらつかせた。

「あいふぉんと全く同じものを食べて、あいふぉんと同じ行動をして、あいふぉんと同じ時間に寝て、まったく同じ行動をとります！　そしたら、きっとあいふぉんの体形に近づけるに違いない！」

「そ、そんなんで本当にそう巧うまくいくとは思えないんですが。私の食生活、そんな特徴ないですし。ごく普通に食べているだけなんですけど」

「そんなことないって。きっと何か特徴があるんだと思うよ」

「そうでしょうか」

「それを六道が真ま似ねできたら神様にはなれないかもしれないけど、天使くらいにはなれると思う」

「おっぱいの天使……」

　錦にしき織おりはボソッと口の中で呟つぶやいた。

「よしガンバレ、サイクロン。私も陰ながら応おう援えんする」

「うん、ありがとう閣かつ下か。効果があった時は、閣下もしたらいいよ。もともと高いポテンシャルを持ってるから、すぐに上級天使くらいにはなれると思う」

「おっぱいの上級天使……」

　またボソリと呟いた錦織に向けて、六りく道どうは「ふっふっふ」と不ふ敵てきな笑みを飛ばした。

「錦織くんが六道のことをバカにできるのも時間の問題（？）だよ」

「いや、誤ご解かいしないで欲しいのだが、バカにしたことないぞ。オレがしたのは事実を口にしただけであって……」

「後でほえ面づらかくなよ！」

　舌をベ――と伸ばして見せる。

「いや、なんつーかさあ――」

　錦織は耳の後ろを掻かきながら、何か言いたげな様子で口をパクパクと動かす。

「なに？」

「いや。まあいいや」

　結局、何も言わず、錦織は肩をすくめた。



　　　☆



　六道のお牛さん宣言からほぼ一週間経たった平日の放ほう課か後ご、錦織たち四人は保健室に集まっていた。保健室の先生が留る守すにしている時間を狙ねらって、六道が集合をかけたのだ。

「むふふふ」

　身長測定器の横で、六道は怪あやしげな笑みを浮かべる

「一週間、六道はあいふぉんと同じ食生活、同じ生活パターンを送ってきました」

　六道はピースをしてみせた。

「一週間も居い候そうろうをしていたのか？　よく米よね倉くらの家の人とか、何も言わなかったな」

　錦織は呆あきれた表情で米倉を見る。

「ええ。私自身は離はなれに住んでいますから……」

　そう答える米倉の顔にはどこか疲労の色が浮かんでいた。

「長期間寝しん食しよくを共にすることで分かったことは、あいふぉんの食生活は特徴的なものではなく、むしろ実にバランスのとれた食生活をしている、ということです！」

「ほう」

　輝夜かぐやが興味深そうに頷うなずいた。

「それは、一週間前に私がかなめに言ったことだと思うのですけど」

　米よね倉くらが控えめに主張していた。

「三食、たっぷり食べ、そして、十分な睡すい眠みん、それによって、あいふぉんのダイナマイトボディは作られているのです！　一週間それを実じつ践せんすることによって、六りく道どうは生まれ変わりました！」

　六道は天てん井じようを指差した。

「ああ、盛りあがっているところ悪いんだが、ちょっといいか？」

　錦にしき織おりが小さく挙きよ手しゆした。

「むむむ？　なに錦織くん？」

「なんで口を挟はさんだだけで、そんな訝いぶかしむような目で見られないといけないんだよ」

「だって、大たい抵てい、錦織くん、こんな時にネガティブなことしか言わないイメージなんだもん。それでなに？」

「いや、仮に米倉の生活スタイルが体形改造に効果があるとして、一週間やそこら実践しただけで効果が出てくるのかな、と思って」

「出るねっ！」

「ねっ、っておま。なんでそこまで強気な言い方できんの!?」

「それは、あいふぉん神のハイパフォーマンスを近くで見ていたら、いやがうえにも期待感が出てくるよ。短期間でも、ちょっとくらいならご利り益やくあるって」

「本当か？　本当にそういうものなのか？」

　意見を求めるように視線を送った錦織に対し、米倉は疲れたように首を振っている。

「というわけで、これからそのご利益の大きさを調べるため、特別計測会を開始します」

　そう言うと、六道は保健室を中央で仕切るカーテンを閉める。

「参加できるのは女の子のみですので、錦織くんはご退場ください」

「へいへい」

　輝夜かぐやと米倉を残して、錦織はカーテンの外へ出ていく。

「これから胸きよう囲いを計測しますよー。あ、今、六道が制服のブラウスを脱ごうとしています！」

「実況いらん！」

「上半身、下着一枚になりました。たった今、メジャーが計測者のあいふぉんの手に渡りました。さあブラをとっていよいよ胸囲計測開始です。緊張しますね。ドキドキドキ。閣かつ下か、ホック外してください」

「うむ」

「…………」

　錦織は無言でカーテンを見ていた。

　薄うすい布一枚を挟はさんだ向こう側で、女の子が半裸でいる。ちょっとドキドキした。相手があの六りく道どうでも。

「今、あいふぉんのメジャーが六道のバストに、バストに巻かれました。冷たいのでキュンな感じです。……あいふぉん、ずばり六道のバストのアンダーとトップの値あたいはいくつでしょうか」

　コショコショコショ――。

　カーテン越しに、米よね倉くらが耳元で囁ささやく声が聞こえた。

　一瞬の間まの後――、

「ええ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――！！！！！！！！」

　悲ひ鳴めいが上がった。

「どした――。何かあったか？」

「何もなかったから問題なの！　値が、バストの数値が一週間前からちっとも変わっていません！　ええ――、なんでだ――。おっぱい保存の法則!?」

「まあ、そんなところだろうな」

“〝なんで”〟を連発している六道に、錦にしき織おりは肩をすくめていた。

「いや、ちょっと待て!!」

　輝夜かぐやが真剣な声を出していた。

「サイクロンはセクシーと同じバランスのとれたカロリーたっぷりの食事を食べてきた。にも拘かかわらず、胸はまったく成長していない。だとしたら、この一週間摂せつ取しゆしたエネルギーはどこにいってしまったんだ？」

「も、もしかして」

「サイクロン！　体重だ。体重を計測しろ！」

「ええ――、それはちょっと」

「セクシー！　サイクロンの腕うでを押さえろ。二人で持ち上げて体重計に乗せるのだ」

「承知！」

「って、あいふぉん、いつもとキャラ違う！　らめ―――。六道、体重計嫌い――」

　バタバタと六道が暴れる気け配はいがした後――、

　ガッタン――。

　バネ秤ばかり式の体重計に荷か重じゆうがかかり、金属の針が動く音がした。

「ふぎゃ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――！！！！」

　さっきよりも大きい悲鳴が上がる。

「体重が、体重が―――――」

「なんとなく状況は分かるが、一応聞いておこう。どうした？」

「六りく道どう、太ってます！　たった一週間で、１・５キロも！」

「まあ、オチとしては妥だ当とうな線だな」

「体重だけ増えて、胸は一ミリも膨ふくらまないなんて。どこが膨らんじゃったんだろ！　お腹なか？　お腹なの――!?」

「メタボ検診もしておくか？」

「いりゃない！」

　輝夜かぐやの冷静な提案に、六道がブンブンと首を振る音が聞こえる。

「錦にしき織おりくんのウソツキ！　食生活を変えても一週間じゃ、体形変わんないって言ってたのに、思いっきり変わってるじゃん！」

「胸は出なくても腹は出るんだよ」

「ええ―――、納なつ得とくいかない―――！」

　針がカシャン、カシャンと動く音がした。体重計の上で六道が暴れているようだ。

「落ちついて、かなめ。とりあえず服を着て。それからゆっくり話し合いましょう」

「う、うん」

　しばらくして、カーテンが開けられる。六道がしょんぼりとうつむいていた。

「ううう。あいふぉんは食べたエネルギー、全部、胸にいってるのに、六道はお腹にばっかりいくなんて」

「いや、全部胸というわけでは」

「不公平だ」

「そういうもんだ、六道。諦あきらめろ」

「ううう」

　六道はものすごく不満そうな顔で、錦織を見上げる。

「人生、どんなに努力しても報われないことはある。そういう時はさっさと諦めることが肝心だぜ」

　錦織がポンと背中を叩たたく。

　その時、

「いや――」

　腕うでを組んだ輝夜が首を振った。

「諦めるのはまだ早い」

　厳おごそかに言い放つ。

「か、閣かつ下か？」

　六道が希望にすがるような視線を輝夜へ向ける。錦織は「また話をややこしくする――」とため息をつく。

「サイクロンとセクシーは別の人間だ。このバストサイズの差。もしかしたら生物学上、違う生き物として分類できると言っても過言ではないかもしれない」

「別の生き物って……」

　米よね倉くらが不満そうな声を漏らしていた。

「だからサイクロンはセクシーと同じことをやる必要はない。サイクロンはサイクロンのバストアップ作戦を実行すればよいのだ」

「六りく道どうには六道のバストアップ作戦――。ハッ！」

　目を大きく見開いた。

「閣かつ下か、六道が間違っていました。あいふぉんにはあいふぉんに適した、六道には六道に適したバストアップ作戦がある。そういうことですね？」

「そういうことだ」

　輝夜かぐやはあまり似合っていない微ほほ笑えみを浮かべて、優しげに頷うなずく。

「分かりました。あいふぉんが見つけたように、六道も自分に適したバストアップ作戦を見つけられるよう頑がん張ばるよ」

「うむ、がんばれ、サイクロン。私も応おう援えんする」

　六道と輝夜はガッチリと握手した。

「それじゃあまるで、私が昔、バストアップの方法を探してたみたいじゃないですか」



    

  
    
      



    

  
    
      　米よね倉くらが唇くちびるをちょっぴり尖とがらせる。

（どうして閣かつ下かは六りく道どうの牛計画にそこまで肩入れするんだ？）

　錦にしき織おりは首を傾かしげていた。



　　　☆



　翌日の昼休み。錦織はキョロキョロしながら生物資料室の扉を開いた。右手にはやきそばパンとコーヒー牛乳の入ったビニール袋。昼食中に突然、六道から秘密基地へ集合のメールが届いたのだ。

「六道、昼間っから集まるのは精神衛生上好ましくないと思うのだが――」

　ブツブツ言いながら秘密基地の扉を開いた錦織は、中を見た瞬間、固まった。

　秘密基地には満足そうな笑みを浮かべた六道と輝夜かぐやと米倉の姿があった。錦織が硬こう直ちよくした理由は、両手を広げた六道の前のテーブルに置かれた物の山。重じゆう箱ばこに入ったお弁当を始めとして、カプセルに入った健康食品のような物や、怪あやしい色をしたクッキーやゼリーのような物もある。

「なんだ？　一体、なにが始まろうとしているんだ？」

　錦織は扉を閉めると、六道の横に立ち、改めてテーブルの上を眺めた。

　六道が人差し指を、錦織の目の前で立てて見せた。

「大だい豆ずイソフラボ――――ン!!」

「はっ？　なんだって？」

「大豆イソフラボンが豊ほう乳にゆうにいいみたいなの」

「大豆イソフラボン？？」

　確かに、よく見ると、テーブルに置かれた物品には、大豆イソフラボンクッキーやら、大豆イソフラボンゼリーという文字が書かれている。

「またそういう情報に騙だまされる……」

　錦織は肩を落とす。

「嘘うそ情報じゃないよ！　沢たく山さんの成功例があるんだから！」

　六道がテーブルに並べて置かれた雑誌をパラパラと開いて、錦織に見せる。そこには、『大豆イソフラボンカプセルの使用前、使用後』で、見事バストアップに成功した、水着のお姉ねえさんの写真が載っている。

「これ、きっと別人だぜ？　さもなければＣＧだ、コラージュだ」

「またー、すぐ、錦織くんはなんでも疑うたがってかかろうとする」

「六道がメディアの情報を真に受けすぎなんだ」

「そんなことないよ。大豆イソフラボンは豊乳になる為ための最後の砦とりでなんだよ！」

「どうしてそこまで断言できるのか、オレにはマジ分かんない」

　錦にしき織おりは「なんか言ってやれ」と他ほかの二人を見る。米よね倉くらは下を向いて「私、そんなに大だい豆ず食べていません」ってブツブツ言っているだけだし、輝夜かぐやは興味深そうな目で大豆イソフラボン食品を眺めていた。

「おまっ、これ、全部買ったのか？」

　錦織はクッキーの入った箱を持ち上げる。

「イソフラボンクッキー、ゼリー、イソフラボンカプセルは全部試し供きよう品ひん。とりあえず試供品で効果を試して、効果があったら考えてみるよ」

「しっかりしてるなあ」

「でも、ケチってるだけじゃないよ。大豆イソフラボンの摂せつ取しゆは、別に特殊な食べ物を食べないと駄だ目め、ってことはないんだから。例えば、ジャジャ――ン」

　六りく道どうは三段になった重じゆう箱ばこの一段目の蓋ふたを開けた。

「うわっ、なんだそれ」

　錦織が頬ほおを歪ゆがませて、気持ち悪そうな声を出す。重箱の中には、ギッシリと茹ゆでた大豆が入れられていた。

「豆とう腐ふ屋でも始めるつもりか？」

「今日から六道の主食は大豆です」

「ママさん、その弁当を見て何か言わなかったか？」

「別にー。美お味いしそうだって。大豆は健康によいって」

「健康によいか？　ってか、六道の弁当、まさかこれだけじゃないよな？」

「まさかあ」

　六道が重箱の二段目、三段目を開ける。

「厚揚げでしょう、豆腐ステーキ、湯ゆ葉ばでしょう、ポークビーンズ、それからそれから……」

「うわっ。それ、全部大豆か？」

　錦織はげっそりとした表情で眺める。古こ今こん東とう西ざいの大豆を使った料理が一堂に重箱の中へ集結していた。

「おっ、だが、卵焼きだけは別なんだな」

「ううん。よく見てよ」

　六道が卵焼きを箸はしでつまんで、その断面を錦織に見せる。黄色い皮に挟はさまれた中に、薄茶色の大豆がギッシリ埋まっている。

「日本人のお弁当の友がこんなことに」

「大豆イソフラボンの為ためだよ。お弁当のお供にも協力してもらわなきゃ」

　六道は箸で掴つかんだ卵焼きを、口の中へ持っていく。

「うん、美お味いしい！　デリシャス！　デファクトスタンダード！」

「本当か？　本当に美う味まいのか？　お前、自分に嘘うそをついていないか？」

「そんなことないよ。普通に美味しいって。錦にしき織おりくんも食べてみてよ」

「いやオレは。遠慮しておく」

「いや、結構、美び味みだぞ」

　輝夜かぐやが大だい豆ず入り卵焼きを、指で口の中へ放りこんでいた。

「だよねー、閣かつ下か。まだ沢たく山さんあるから、もっと食べて。あいふぉんも」

「いえ、私は――」

　米よね倉くらは手を振って遠慮する。

「じゃあ、みんなでランチ食べちゃおうか。時々、興味があったら、六りく道どうの大豆料理つまんでね」

　六道はパイプ椅い子すに座ると、オール大豆の重じゆう箱ばこにつげのスプーンを入れて、すくって食べ始める。輝夜と米倉も、マイお弁当をテーブルの上に広げていた。

「……」

　錦織も椅子に腰こしを下ろし、やきそばパンをかじりつつ、時折、コーヒー牛乳を飲みながら、大豆をパクパク食べる六道を見つめる。

「六道、あのさあ」

　どうしても何か言いたくなった。

「うん？　もしかして卵焼き食べたくなった？」

「いや、そういうわけじゃないんだが」

　口をモゴモゴと動かす。結構、重大なことを六道に告げたいと思うのだが、中々言葉にならない。

「錦織くん。今に見ててよ。もうちょっとしたら、六道も縄なわ跳とびで胸がユッサユッサする女の子になるからね！」

「あ、うん。そうね」

「ユッサユッサは無理でも、『今、微妙に揺れたんじゃね？』的な感じの女の子には、ゼッタイになるから」

「なんでそこで弱気になる」

「だって何なに事ごとにも段だん階かいってものがあるわけで。でも、きっといつかはユッサユッサだよ！」

　指でＶの字を作って見せる。

「ああ、うん。そっか。じゃあ、まあほどほどに頑がん張ばれ」

「うん」

　六道は邪じや気きのない笑みを浮かべる。それを見ていると、錦織は六道に何か言う気がしなくなる。耳の後ろを掻かきながら、米倉と一緒にため息をつく。

「私も家で大だい豆ずバーガーを作って試してみるかな」

　大豆たっぷりコロッケを食べていた輝夜かぐやが呟つぶやいた。



　　　☆



「錦にしき織おりくーん！」

　ある平日の日の放ほう課か後ご。部活を終えた錦織が、小体育館横の手洗い場で顔を洗っていると六りく道どうの声が近づいてきた。

「おっ、水もしたたる男だね」

　六道は錦織のすぐ側そばまで来ると、アハハと笑った。六道は既すでに剣道着から着替え済みで、Ｔシャツにスパッツという格かつ好こうである。

「水もしたたる男ってなんだ？　水もしたたるいい男じゃないのか？」

「そこまで言うと褒ほめすぎだから、途中で止めておいた」

「なんだ、そりゃ」

　スポーツタオルで髪を拭ふきながら、錦織は肩をすくめる。相変わらずおかしなことを言う娘だと思う。

「ねえ、そんなことよりさ。うふ、うふふふ」

　六道は口を右みぎ拳こぶしで隠して、不ふ敵てきに笑った。

「なんなのその笑い？　ってかさ。オレ、今け朝さも思ったんだけど、最近、おまっ、ちょっとやつれてないか？」

「そんなことないよ！　全然余裕。快調だよ」

「そうか？　それならいいんだが、なんとなく顔色が悪い気がするような。そろそろイソフラボン食べ始めてから一週間くらいだっけ？」

「うん！」

「その間、ずっとイソフラボンだったのか？」

「うん、そだよ。最近、美お味いしい食べ方とか分かってきた。むしろ大豆を食べないと食事をとった気がしない感じ」

「ほんとかよ。オレならそろそろ大豆体質になってそうだ」

「バストアップのためだもん。どんな苦く行ぎようにだって耐えられるよ」

「やっぱ苦行なんじゃんよ」

「そんなことよりね！　そろそろ効果が出始めている感じなんだよ！」

「ホントかよ」

　錦織は眉まゆをひそめる。

「なに？　その胡う散さん臭くさそうな目は！」

「いや、実際胡う散さん臭くさいし。効果が出てきたってホントなのか？」

「ホントホント！　イソフラボンを始める前に比べて、０・０５センチ胸きよう囲いが大きくなってるんだもん！」

「やけに高精度なメジャーだな、おい。ってか、それ、誤差の範囲内じゃないのか？　女の子って日によっても変わるんだろ？」

「なんで男のくせに、そんなこと知ってるの。相変わらずやらしいなあ」

「相変わらずとか、人ひと聞ぎきの悪いこと言うな！」

　六りく道どうはケラケラと笑ってみせた。

「とにかく、あともう少しだよ。もう少しイソフラボンを続けたら、六道、すぐにあいふぉん並みのダイナマイトバディになるよ！」

「ああ、そうだな。順調に０・０５センチずつ育っていったら、二十年後くらいには追いつくかもな」

「そんなにかからないよ！　どんどん幾き何か級きゆう数すう的に増えていくんだから、一いつヶか月げつもしたらゆっさゆっさ揺れる女になってるよ」

「どこまでポジティブシンキングなんだよ！」

「今の状態でも、ほら。跳び方によっては揺れてるんだよ」

　六道がその場でいきなりピョンピョン跳びはね始めた。

「どうどう？　こう、スナップを利かせるように跳んだら、前よりちょっと揺れてない？」

「ってか、年とし頃ごろの娘が揺れてるだの揺れてないだの言うもんじゃない」

「いいからちょっと六道のバストに注目」

「へいへい」

　錦にしき織おりは細めた目で、六道のＴシャツの胸元に注目する。

「どうよ？」

　六道がジャンプを続けながら言う。

「あのな、六道」

「？」

「ちっとも揺れてない」

「ええ――。もうちょっとよく見てよ！」

「いや、さっきからジックリ見ているんだが――」

「そんなあ。錦織くん、もしかして動どう体たい視し力りよくが悪いんじゃない？」

「人並みだと思うぞ」

「じゃあじゃあ。これならどう？」

　六道はさらに高くジャンプし始めた。

「これならどう？」

「……」

「そんな言いづらそうな顔しないで！」

「いや、なんというか、まったく変化がない。揺れているのは体たい操そう服ふくの布だけだ」

「えええ――」

「すまない。だが、それが現実だ」

「まだ諦あきらめるのは早いよ！」

　六りく道どうは脚あしを曲げてバネをためて、さらに高くジャンプし始める。既すでに体力測定の垂直跳びとか、高跳びの範はん疇ちゆうだ。

　その時。

　フワッ。

　錦にしき織おりは、六道の胸元で何かが動いたような気がした。

「ちょっと待った！　今、オレの目に何か見えた！」

「え、本当？」

「うん。何かが揺れたような気け配はいが感じられた」

「ホント!?　よし、じゃあ、もうちょっと頑がん張ばってみる！」

　六道はさらに高くピョンピョンとジャンプし始めた。事情を知らない人間に見られたら、間違いなく不審に思われる行動だ。

「どう、どう？」

　六道は真まっ赤かな顔にいっぱい汗あせを浮かべて錦織に尋たずねる。

「いや、なんつ―――か？」

「？？」

「既に本来の目的から大きく逸脱しているような気がして」

「そんなことはいいから。バストは！　バストは揺れてるの？」

「分かった。ちょっと待て」

　錦織はジ――ッと六道の胸元を凝視する。未いまだかつて、錦織にはここまで女の子の胸をジロジロと眺めた経験はない。

「に、錦織くん。ど、どう？」

　六道の息が次し第だいに上がってくる。額に張りついた汗の粒つぶが、ジャンプのたびに飛び散っていた。

「六道！」

「なに？」

「毎回じゃないが、時々、揺れているような気がする」

「ホント？　やった！」

「……」

　本当に微かすかなのでもう少し確認したいところだが、六りく道どうがしんどそうなので錦にしき織おりは適当に言ったのだ。

「じゃあ、写メ撮ってよ。永久保存版にしたいから」

「分かった。後で動画撮るから。とりあえず跳びはねるのを止やめろ」

「りょうか――い」

　六道が着地する。

　その瞬間、六道の体がフラッと揺れた。

　火ほ照てっていた顔が急速に青白くなって、くるくるとキリモミするようにその場へ倒れこんだ。

「お、おい！　六道！」

　手洗い場に錦織の悲ひ鳴めいが響き渡った。



　　　☆



「う――――ん」

　純じゆん白ぱくのノリの利いた清潔感のあるシーツの上で、六道は目を覚ます。パチパチと何度か瞬まばたきしながら、気持ちよさそうにノビをしてあくびをした。

「あ～～～、よく寝たあ」

「って、おい！」

　ベッドの横の椅い子すに座っていた錦織は、ベッドに身を乗り出して六道の後頭部を軽く叩たたいた。

「あ、錦織くん、おはよー」

「気き絶ぜつしといて、あー、よく寝たおはよー、はないだろ！」

「うん？　六道、気絶してたの？」

　六道は目をパチクリと瞬きさせる。

「覚えてないのかよ！　体育館の手洗い場でジャンプしていて、フラフラッて。ホントに覚えてないのか？」

「体育館？　手洗い場？　ああ、ってか、ここ保健室じゃん！」

　ポンと手を叩いた。

「ああー、じゃねえよ。ったく、もう。ってか、お前を誰だれがここまで連れてきたと思うんだ」

「誰なの？」

「オレ！　会話の流れから分かんだろ！」

「あ――、そういえばなんだか思い出してきた。おぼろげな記憶によると、気絶した六道を、錦にしき織おりくんがお姫さま抱っこをして保健室に連れてきてくれたんだよね！」

「記憶の捏ねつ造ぞう禁止!!」

　錦織は大おお袈げ裟さに両りよう腕うでで×ばつを作った。

「お姫さま抱っこなんて、オレがそんな非効率的なことするわけがないだろ」

「なんだ、してないんだ、お姫さま抱っこ。じゃあどうやって運んだの？　担たん架か？」

「いやその、おんぶで」

　錦織は鼻の先を指で掻かきながら、ボソッと付け加えた。六りく道どうはちょっと目を大きくすると、嬉うれしそうに綻ほころばせた顔をほんのり赤らめた。

「でも六道、なんで気き絶ぜつなんてしたのかなあ。今まで、貧ひん血けつだって一度もなったことないのに……」

「おほん。まあ、言うまでもないことだが、保健室の先生によるとだ。一言で言うと、栄養の偏かたよりだな。どんなに大だい豆ずが完全食でイソフラボンが偉大でも、そればかり食べていたら体が壊こわれる。足りないビタミンだってあるし。つまりはそういうことだ」

「そっか。人間は大地から離はなれてイソフラボンを食べてるだけじゃ、生きていけないんだね」

「大地、関係ないけどな」

　六道は遠い目をして、両手で胸を押さえる。

「六道、牛にはなれなかったみたい。これからも縄なわ跳とびしても胸が揺れなくて、一生、錦織くんにバカにされるんだね」

「そんな先まで諦あきらめかよ。というか、オレ、そのことで六道をバカにしたことないよ？」

「でも牛が好きなんでしょ？」

　六道はいじけたように閉じた唇くちびるを、錦織へ向けた。

「あのな、六道。前から言おうと思っていたんだが――」

　錦織は肩をすくめる。

「世の中には色んな人がいる。巨きよ乳にゆうの人もいれば貧ひん乳にゆうの人もいる。それが個性というものだ。みんながみんな巨乳になったら、ありがたみがなくなるじゃないか」

「でも……」

「オレは、六道は今のままでいいと思う。六道はありのままが一番だしな。まあ、もし何かの間違いで今後、大きくなったりしても、それはそれで悪くないだろう？」

「錦織くん……」

　六道が、嬉しそうな表情で錦織を見つめる。近距離で見み詰つめ合う形になり、六道は頬ほおを火ほ照てらせ、錦織は照れ臭そうに鼻の先を掻いた。

「うん……。錦織くんの言う通りかも」

　六道はコクリと頷うなずく。

「錦にしき織おりくんが六りく道どうに伝えたいことは、こういうことだよね。六道は生まれながらの自然派ヒロイン。だから、自然のままが一番。無理に人体改造する必要はない――」

「生まれながらの自然派ヒロインの意味することは分からないが、結論はその通りだ」

「要するに、六道は貧ひん乳にゆうを極きわめろ、と」

　パンと自分の胸を叩たたく。ベニヤの板を叩いたような乾いた音がした。

「そこまで言ってないが、そ、それでいいと思うぜ」

「つまり、錦織くんは貧乳好きってことだよね」

「いや、それはまた全然違う問題……」

　錦織が言葉を濁すと、六道は鋭い目つきをしてみせる。

「じゃあ、豊ほう乳にゆうが好きなの？」

「さて」

「もう――――――――」

　六道はプクーと頬ほおを膨ふくらませる。

「今まで何度聞いてもはぐらかされてきたけど、結局のところ、錦織くんって胸の大きな女の子と小さな女の子、どっちが好きなの？」

「いや、だからそれは、胸など人間の体の一パーツに過ぎなくて――」

「でも敢あえて言えばとかあるんじゃない？」



    

  
    
      



    

  
    
      「う――ん、敢あえて言えば……か」

　腕うでを組む錦にしき織おりに、六りく道どうが顔を近づけてジ――ッと凝視する。

「どっちかというと……」

　錦織は仰のけ反ぞるようにして、近すぎる六道の顔から逃げる。布ふ団とんから這はい出し、首をニューッと伸ばして追いかける六道。

「どっちかというと？」

「オレが好きなのは――」



　　　☆



「おっはー」

　翌朝、自席で一時間目の授業の準備をしていた錦織に底そこ抜ぬけに明るい六道の声が飛んできた。見ると、登校してきたばかりの六道が、底抜けに明るい笑顔を浮かべて立っていた。

「おは。なんだか今日はまた妙に機き嫌げんがよさそうだな。大だい豆ずイソフラボンの呪じゆ縛ばくから逃れられたからか？」

「ふっふっふ――」

　六道は笑いながらその場でクルリと回って見せた。錦織は警けい戒かいするように眉まゆ根ねを寄せる。

「どうしたんだ？　またよからぬことを企たくらんでいる？」

「人ひと聞ぎきの悪いこと言わないでよ！　それじゃあまるで、六道はいつも悪いことを考えているみたいじゃない」

「で、なんなんだ？」

「実はね……」

　六道はキョロキョロと周囲を確認しながら、錦織の耳元へ口を近づけていく。耳にかかる六道の吐息とシャンプーの香りに、錦織はドキッとする。

「ちょっと、大きくなってる気がしない？」

　囁ささやいてくる。

「大きくなってるって何が？」

「大きくなったかどうか気になるものといえば一つしかないじゃん」

　六道は錦織から離はなれてみせると、パンと胸を叩たたいた。

「ってか、もう止やめたんじゃなかったのかよ。貧ひん乳にゆうを極きわめるんだろ？」

　錦織は口元に手を当てて、声のボリュームを絞しぼった。

「うん。そうなんだけど、同時に揺れる胸も目指すことにした」

「両立可能なのか!?　物理的に！」

「左右で目指す目標を変えるの。左は貧乳で右は豊ほう乳にゆうとか？」

「どんだけ器用な胸なんだよ！　ってか、昨日今日でそんな目に見えて大きくなるはずが……。って、えっ？」

　錦にしき織おりは六りく道どうの胸元に向けた目を見開いた。

「こ、これはどういうことだ！」

　周囲を気にしながらも、よりじっくりと観察する。

「確かに。昨日よりも！　ほんの少しだがボリューム感があるような気がする！」

「でしょ。ふっふっふ」

「六道、お前、一体どんな魔法を使ったんだ？　まさか、六道家に伝わる胸を成長させる能力を使ったのか？　それとも今いま頃ごろ、大だい豆ずイソフラボンが効いてきたか？」

「チッチッチッ」

　指を口の前で振ってみせた。

「六道は近代工学の力を借りたのです！」

「近代工学？」

「つまり、寄せて上げたの」

　六道は両手で胸を寄せる仕草をしてみせた。錦織は驚おどろいた表情をした後、それから怪あやしむように顔をしかめた。

「それ、近代工学か？」

「形けい状じよう記き憶おく合ごう金きんだよ！　近代工学だよ！」

「まあ、別にいいけどさあ」

　錦織はやはり周囲に注意を払いながら、チラチラと控えめに六道の胸元を見る。

「確かに大きくなってはいるが、でもさ」

「なに？」

「いや、なんでもない」

「なんだよー。言いかけたことを途中で止やめるのは反則だよー」

　六道が錦織の首に腕うでをかけてホールドしようとする。

「やめろ。オレのクールなイメージが崩くずれるから、教室でそういうことをするなって」

「なんて言おうとしていたか吐かない限り止めない！」

「吐くから！　言うから止めてくれ」

　錦織がギブアップするように机つくえを叩たたくと、六道はようやく腕を離はなす。

「いや、つまりさ」

「うん」

「そんな、寄せて上げるくらいガチガチに固めたら、見た目は大きくなっても結局、揺れないんじゃないかな、と思って」

「へっ？」

　六りく道どうはハタと気がついた感じで、自分の胸へ手をやる。それから、徐々に衝撃を受けた表情になっていく。

「ガ――ン」

「今いま頃ごろ気がついたのかよ！　相変わらずとろいなー」

「うるしゃい！　もう揺れなくたっていいの！　錦にしき織おりくんは大きければ、揺れることは重視しないんだよね？」

「だから、そういうことを教室で大きな声で言うなって。ってか、揺れが必要かどうかについて言げん及きゆうしたことは、一度だってない」

「ええ―――。じゃあ、やっぱり錦織くん、胸は揺れてなんぼだって思ってるの？」

「いや、だから、そういうことを大きな声で――」

　白はく熱ねつした議ぎ論ろんを始めようとした錦織と六道の横を、登校してきたばかりの米よね倉くらが通りかかった。

「おはようございます」

「米倉、おは」

「あいふぉん、おっはー」

　米倉は挨あい拶さつを交わしただけで、そのまま自席へ向かっていく。

「なあ、六道。今の米倉……」

「う、うん」

　錦織は六道と顔を見合わせた。

「なんだかいつもの米倉よりも」

「うん、間違いなく大きかった。なんだか歩くだけで揺れてた」

　ただ普通に歩くだけで、胸の周りがゆらゆらと揺れていたのだ。元から大ボリュームだったのが、さらに三割増しくらいになっていたように錦織の目には映った。

「でもどうやったんだ？」

「たぶん、今まできつめのブラでガチガチに止めてたんだ。でも、言わば拘こう束そく具ぐから解放されたあいふぉんのおっぱいは、翼を得た鳥のように自由に動けるようになったんだよ。もう誰だれも止めることはできない」

「そんな大おお袈げ裟さなことか？」

　席についた米倉が錦織たちの方を振りかえって、ニッコリ微笑ほほえんでいた。

「神様が、神様が本気を出し始めた」

　六道が戦せん々せん恐きよう々きようと呟つぶやいた時、今度は米倉に続いて輝夜かぐやが通りかかった。今登校してきたばかりらしく、いつものスポーツバッグを肩からかけていた。

　二人の横を通過しようとした時、スポーツバッグのポケットからポロリと何かが落ちた。四角いクッキーの箱のようなものだ。錦織には見覚えがあった。

　六りく道どうが拾い上げる。

「あっ！」

　箱には『大だい豆ずイソフラボンクッキー』という文字がプリントされている。

「むむっ」

　落ちたことに気がついた輝夜かぐやが六道の手から引ったくるように『大豆イソフラボンクッキー』を取った。

「こ、これはだな」

　輝夜は頬ほおを微妙に赤らめて、かなり焦あせった様子で説明を始めようとする。が、教室の中であることに途中で気がついたのか、そのまま自席へ行ってしまった。

「どういうこと？　なんで閣かつ下かが大豆イソフラボンを!?」

「オレが知るかよ」

「なんで？　だって、閣下、チームにおっぱいが二人もいたら戦力バランスが崩くずれるって！」

「気が変わったんだろ。ってか、大きな声で閣下とか言うな」

　錦にしき織おりの肩を揺らそうとする六道の手を払いながら、錦織は輝夜の長い後ろ髪に視線を送る。本当に輝夜が何を考えているのか分からなかった。

「ってか、ただでさえ差があるというのに、あの二人が本気を出し始めたら――」

　六道はガクガクと体を震わせる。

「おっぱいの格かく差さ社しや会かいがますます拡大してしまう！」

　悲痛の叫び声が錦織の耳の中で空むなしく響き渡った。



    

  
    
      


２　米倉の家出





「愛あいさん」

　土曜日の午後――。

　部活から帰ったばかりの米よね倉くらが自宅の玄関で革かわ靴ぐつを脱いでいると、廊ろう下かから声が飛んできた。顔を上げると母である米倉滝たきが歩いて来る。いつもの和服姿。何かいいことでもあったのか妙に機き嫌げんがよさそうだった。

「お母様、なんでしょう」

　やや疲れた顔で答える。投稿予定の漫まん画がの締め切りが近いので、最近、夜、あまり寝ていない。

「今日、私、愛さんのためにいいことを思いついたのですよ」

　ニコニコと微笑ほほえむ母に、米倉は嫌な予感がする。この母親の「愛さんのため」とか「いいこと」が、本当に自分にとってよかったためしがない。

「どんなことでしょうか？」

「愛さんも今年で十六歳です」

「ええ」

「そろそろソーシャルダンスを覚えるのはどうですか？」

「はっ？」

　米倉は驚おどろいた顔をした。

「日にち舞ぶを習っているのに社交ダンスですか？」

「おほほ、愛さんったら。日舞では社交界デビューはできませんよ。これからダンスパーティに招待される機会も増えるでしょう。そんな時、米倉の家の人間が社交ダンスの一つも踊れなければ、恥ずかしいじゃないですか」

「別に私は恥ずかしくないですけど」

　米倉は下を向いてボソボソと言う。

「来週にもレッスンを始められるよう先生に頼んでおきました」

「来週!?」

「ええ。善ぜんは急げですから」

「でも、そんな。突然、相談もなしに」

　半開きの口で絶望的な表情になった。

　米倉は現在、二十個の習い事をしている。日舞、お茶、生け花、ピアノ、ヴァイオリン、声せい楽がく、帝てい王おう学がく、エトセトラエトセトラ……。長い歴史を持ち、政界に大きな影響力を持つ米よね倉くら家の跡あと取とりとして、英才教育を受けているのだ。

　米倉はさらにそれに加えて、週二回の部活をこなし、さらにはこっそり漫まん画がまで描かいている。それらをこなしつつ、学業を疎おろそかにせず優秀な成績を修めているのは米倉の勤きん勉べんさと才能あってこそのことなのだ。

　だが、これ以上増えるのは物理的につらい。

「あのう、お母様」

　米倉は上目づかいで母を見る。

「確かにお母様のおっしゃる通り、社交ダンスを習った方がよいとは思うのですが、習い事の数を今のままさらに増やすというのは、ちょっと辛つらいかと。できれば何か習い事を一つ止やめて、それから始めるのは駄だ目めでしょうか？」

　米倉は控えめな抵抗を母へ見せる。

「何を言いますか」

　母がちょっと怖い顔をした。

「愛あいさん、最近、外出が多いじゃないですか。学校から遅く帰る日も多くなりましたし、まだ余裕があるでしょう？」

「そんなこと、ありません！」

　米倉はちょっと大きな声を出す。外出が増えたり、帰宅時間が遅くなったりしたのは、ちょっと変わった友人ができたから。それもうまく時間を作って頑がん張ばっているのだ。

「いいから、とりあえず始めてみなさい。できるかできないかは、それから愛さんが考えても遅くは――」

「お母様！」

　米倉は母を睨にらんだ。

「どうして私に相談もなく、勝手にそんなことを決めてしまうのですか!?」

「あ、愛さん？」

　焦あせりの表情になる。今まで、娘が滝たきに対して反抗したことは一度もなかったからだ。

「今までだって、どんどん勝手に習い事を決めて、勝手に押しつけてきて。一度でも私に事前に話してくれたこと、ありましたか？」

「でもそれは、愛さんのためだと思って――」

　母はおろおろと答える。

「本当に私のためですか？　お母様のお付き合いのために、やっているものも沢たく山さんあるじゃないですか！」

「そ、それは米倉家発展のため強い人脈を――」

「社交ダンスのレッスンに通うことが、人脈作りに役立つとは思いません！」

　米よね倉くらはピシャリと言い切った。脱ぎかけていた革かわ靴ぐつをまた履いてしまう。

「あ、愛あいさん」

「とにかく、私はこれ以上、習い事を増やすつもりはありません。お母様がどうしても習わせたいとおっしゃるのでしたら――」

　立ち上がって、狼ろう狽ばいした母を見上げる。

「私はこの家を出て行きます！」

　回れ右すると、そのまま玄関から飛び出していった。



　　　☆



「さ――って。今日は一日羽を伸ばすぞお」

　部活から帰ってきた錦にしき織おりは、家の前で両りよう腕うでを左右に広げた。今日から一泊二日で、母親と妹が温泉旅行へ行ってしまった。父は単たん身しん赴ふ任にん中なので、今夜は家で一人で留る守す番ばんだ。

「さあって、久々に“〝栄光の軌き跡せき”〟の整理でもするかなあ」

　午後のまだ早い時間だが、錦織は翌日の夕刻まで自室に引き篭こもる気満々だった。高い青空から降り注ぐ秋の太陽の光も、頬ほおを掠かすめていく生暖かい秋の風も、今の錦織にはどうでもよい存在だ。

　フフーンと鼻歌を歌いながら玄関の扉を開く。ほんの少しナチュラルハイになっている。学校で完かん璧ぺきな優等生を演じているので、プライベートではリラックスしたいのだ。

「ん？」

　ポーチに入ったところで足を止める。玄関前の柱の陰に人がたたずんでいる。

　見慣れた紫し苑おん高こう校こうの女子の制服に身を包む大きな眼鏡めがねの女の子が、気まずそうな表情で立っていた。

「来ちゃい、ました」

　女の子、米倉愛は上目づかいでそう言った。





　ダイニングテーブルの椅い子すに逆向きに座りながら、錦織はソファーにちょこんと座る米倉を眺めていた。

　米倉はうつむきながら口をキュッと閉じている。どういう風に錦織に説明するか、考えている様子だ。

　リビングダイニングにシトラスの香りが漂う。米倉のシャンプーの香りだ。

（米倉って、いつもいい匂においするよなあ）

　そんなことを思いながら錦織は鼻の下を伸ばす。

「ええっとですね」

　米よね倉くらが思いつめた表情の顔を上げた。

「実は私――、家出してきたのです」

「へえ、家出かあ。なるほどね、って、家出!?」

　錦にしき織おりは裏返った声を上げた。というのも、相手が他ほかでもない米倉だからだ。

　米倉は今時珍しいくらい真面目まじめな女の子である。クラスのアイドルであり、副委員であり、成績も錦織に比ひ肩けん。様々な事情から輝夜かぐやたちと行動を共にしてはいるが、本当はケチのつけようがない優等生。おまけに錦織と違って性格もよいときている。完かん全ぜん無む欠けつ、最強人間といっても過言ではない女の子なのだ。

　それが家出――。錦織でなくても驚おどろく。

「でも一体、どうしてまた家出なんて？」

「疲れちゃって」

　そう言って、米倉は「フウ」と息をついた。

「今、私、二十個、習い事をかけもちしているのです」

「二十？　週に？」

「そうなんです。親に言われるまま増やしつづけていたら、際さい限げんなくなっちゃって」

「でも、二十はすごいな」

　錦織は口を開いたまま言葉を失う。

「オレなんて、今まで習い事なんて行ったことがない。行けって言われたこともないし」

「羨うらやましいです」

　米倉は弱々しく微笑ほほえんだ。

「別に習い事、行くことは嫌いじゃないんです。色んなことが巧うまくなるのはやりがいがありますし。でも、中にはしたくないこともあって……。そっちはモチベーションを上げるのがしんどくて……。ヴァイオリンとか中国哲学とかは、もうほとんど親の付き合いのためにやっている感じなんです」

「そんなことまでやっているのか？」

　錦織は舌を巻いた。それだけやっていて、学校ではあれだけの成績を残すのは並なみ大たい抵ていの努力ではないだろう。

「それに私、本当はもっと漫まん画がを描かいていたいです」

「そっか。米倉はそれもやっているんだよなあ」

「ええ」

　米倉はまたため息をつく。

「なのに今日、母がまた習い事を増やすって。私には一言も相談せずに。今まで我が慢まんしてきましたけど、もうこれ以上は耐えられそうにないです」

「それで、家出？」

「家出といってもずっとじゃなくて、一日だけ。プチ家出です」

「プチ――かあ」

「私、今まで一度も母親に反抗したことないですから。もし家出したら、ものすごく慌あわてると思うんです」

「なるほどな」

「本当はかなめの家に行くつもりだったのですが、六りく道どう家と米よね倉くら家は、古くからの付き合いですから。既すでに連絡が行っていて、私がノコノコ行ったら、すぐに発見されて、強きよう制せい送そう還かんさせられちゃうと思います。両家の関係に傷をつけて、かなめに迷惑をかけてしまう可能性もあります。それであてもなく歩いていたら、いつの間にか、この前来た錦にしき織おりくんの家の前まで来てしまってました」

「なる。そういうこと」

　米倉に頼りにされているような気がして、錦織はほんの少し嬉うれしく思う。

「お願いします。一晩泊めていただくこと、できませんか？」

　米倉は心細そうな目で錦織を見た。

「いや、いいんだけどさあ」

　錦織はポリポリと耳の後ろを掻かいた。

「実はうち、今夜、オレしかいないんだ？」

「えっ？」

　米倉は大きな瞳ひとみを瞬まばたかせた。

「まあつまり、プチ家出には都つ合ごうがいい環境は揃そろっているんだけど、環境よすぎというか、米倉がこの家に泊まるとなると、一晩オレと二人っきり、ということになるわけだが、それでもいいなら」

「ええっと……」

　米倉は顔を赤らめると、両手の指をツンツンと突き合わせた。錦織は慌てたように手をパタパタと動かす。

「いやあ、やっぱまずいよな。さすがに二人っきりというのは」

「いや、その」

「でも、じゃあどうしよっか。うちがダメとなると閣かつ下かの家とか？」

「……構わないです」

　米倉は蚊かの鳴くような小さな声で言った。

「えっ？」

「錦織くんと二人っきりでも……構わないです。私は家出して泊めてもらう立場ですし。それに私――」

　火ほ照てった顔を上げた。

「私、錦にしき織おりくんのことを信じていますから」

「……」

　錦織は「うっ」となる。信じている、と言う米よね倉くらの顔が、メチャクチャ可愛かわいかったから。

「あの、米倉……」

　動どう悸きを感じながら、錦織は米倉の顔をジッと見つめる。上じよう気きしたままキョトンとなった米倉と見つめあう形になる。

　――と。

『この破は廉れん恥ちカンカンが！』

　リビングダイニングに、聞きなれた女の子の声が響き渡った。

「えっ？　えっ？」

　米倉が目を丸くしてキョロキョロと首を動かす。

「あ、ごめん。オレの携帯電話」

　錦織は立ち上がって、床に置いてあった通学鞄かばんから携帯電話を取り出す。

「閣かつ下かの声を録音して、着信音に設定したんだ。閣下関係のメールの着信音、全部これにしてる。普ふ段だんはバイブなんだけどね」

「輝夜かぐやさん関係ってことは、私からのもそうなんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん」

　錦にしき織おりは携帯電話のディスプレイを見て、メールの中身を確認する。

「六りく道どうから。宿題の問題集を忘れたから月曜日に写させろって」

「あらあら」

　ピンク色の唇くちびるを綻ほころばせる米よね倉くら。

　錦織は「味み噌そ汁しるで顔を洗って出なおしやがれ」と返信すると、米倉の方へ向き直った。

「ええっと、じゃあ、今夜、米倉はうちに泊まって行くということで……。ホントにいいんだよね？」

　また心臓を高たか鳴ならせながら耳の後ろを掻かく。

「はい」

「お、おっけー。分かった。部屋ならいくらでもあるし、来客用の布ふ団とんもあるから不自由はないと思うよ」

「はい。じゃあ、今夜一晩、よろしくお願いいたします」

　米倉はニッコリ微笑ほほえむと、錦織に小さく会え釈しやくした。



　　　☆



「今日とか、夕飯はどうしようか？」

　錦織は掛かけ時ど計けいを見ながら言った。まだ早い時間だが、何か準備をするならそろそろ動き出さなくてはいけない時間だ。

「オレはホカ弁かコンビニで済ますようにと言われていたんだが、せっかくのお泊まりなのに二人で弁当というのは味気ないよな。ピザとか取る？　一応、食事代は十分に置いていってくれてるんだけど」

　親から預かったガマグチの財さい布ふを振ってみせた。

「それでもいいですが、泊まらせていただく代わりに、私に夕飯を作らせていただく、というのはどうですか？」

「えっ？」

　錦織はピクッとコメカミを引ひき攣つらせた。

「そ、それはどうなんだろう。だってほら、一応、家出とはいっても米倉はオレにとってお客なわけだしさ。夕飯を作ってもらうというのは悪いよ」

「むむむ」

　ソファーから下りた米倉が近づいてきて、不満そうな視線を錦織へ向けた。

「錦織くん、もしかして合がつ宿しゆくの時、私が料理に失敗したから警けい戒かいしています？」

「ギクッ」

「やっぱり」

　米よね倉くらはプクーッと頬ほおを膨ふくらませる。

「いや、別に米倉の料理の腕うでを疑うたがってるわけじゃないけどさ」

「じゃあ、なんなんですか？」

「なんつーか、いやごめん。やっぱ、疑ってる」

「むむむむ――」

　米倉はますます唇くちびるを尖とがらせてみせていたが、

「な――んて、大丈夫です」

　微笑ほほえみを浮かべて、ポンと二の腕を叩たたいた。

「大丈夫ってなにが？」

「実はあの失敗の後、料理の本を買ってこっそり特とつ訓くんしました」

「へえ、特訓」

　興味を示すふりをする、錦にしき織おりの目の下の辺あたりはピクピクと動いていた。

　合がつ宿しゆくの時に料理を食べた限りでは、米倉の味あじ音おん痴ちは重じゆう症しようだ。多少の特訓ではどうにもならない気がする。

（だからって、頭ごなしに信じないというのも）

　今後の米倉との人間関係にヒビが入るかもしれない。

「じゃあ、その特訓の成果を見せてもらおうかなあ」

「はい、任せてください」

　嬉うれしそうに頷うなずく米倉の横で、錦織はこっそりため息をついた。輝夜かぐやや六りく道どうが相手の時と違って、米倉にはどうもツッコミが甘いのだ。

「自じ炊すいするなら買いだしに行かないといけないな。うちの親、食材とか使い切るだけキッチリ買うタイプだから、きっと冷れい蔵ぞう庫こ、今、空からだと思う」

「なるほど。そんな感じですね」

　キッチンに行った米倉が冷蔵庫の中身をチェックしていた。

「近くにスーパーあるけど、一緒に行く？」

「はい」

　米倉はマグネットフックから取ったエコバッグを、嬉しそうに高く上げた。





「あのですね。研究の結果、私、焼きものがあまり得意でないことが分かりました」

「ほお、焼きもの」

　近所の大型チェーンのスーパーに錦織と米倉は来ていた。エントランスホールで黄色い買い物カゴを載せたカートを押す錦織の横を、米倉が寄りそうように歩いている。

「なんだか火ひ加か減げんがよく分からないというか、生焼けだとよくないなと思って十分に火を通していると、真まっ黒くろ焦こげになっちゃうんです」

「……」

　生焼けと真っ黒焦げの間に大き過ぎる開きがあるような気がしたが、錦にしき織おりは例によって口にはしなかった。

「だから、今日は煮こみ料理を作ろうと思うのですね」

「なるほどな。でも、煮こみだって焦げついたりするし、味付けとか難しいんじゃない？」

「大丈夫です。その辺は特とつ訓くんしましたから」

　また腕うでを叩たたく米よね倉くらを、錦織は心配そうに見守る。

「錦織くんは辛からい料理は好きですか？」

「うん。刺激系の食べ物はそれなりに好きだね。閣かつ下かや六りく道どうたちほどじゃないけど」

「よかったー。実は私も辛い物、大好きなんです」

　米倉がホッとした表情をする。

「へえ。米倉が辛い物好きっていうのは、なんとなく意外だなあ」

「どうしてですか？」

「いや、だって。米倉と言えば和のイメージだから。食べ物だって和食がメインで、辛い物とか刺し激げき物ぶつとはあんまり縁がなさそうだ」

「それは偏へん見けんです」

　プルプルと首を振る。

「家が和風で、着物を着てても、オール和ってことはないですよ。むしろ夕飯は洋食のことが多いです」

「米倉の家って、やっぱご飯は専属の料理人が作ったりするわけ？」

「専属ではありませんが、メイドさんが準備してくれますね」

「なるほどなー」

　それだと、米倉が自分の手で料理をする機会は少ないのだろう。

「で、ですね。今日はトムヤムクンを作ろうと思うのです」

「トムヤムクン？　なんかタイかどこかの料理だっけ？」

「そうです！　タイ料理です！」

　米倉は人差し指でクルリと円を描いてみせた。

「またマニアックな料理を。あれって煮こみ料理ってか、スープじゃないんだっけ？」

「スープは煮こみますから煮こみ料理です」

「まあそうかもしれないが」

　錦織は不安そうに眉まゆ根ねを寄せる。トムヤムクンがどの程度作るのが難しい料理か分からないが、料理超初心者（＋センス怪あやしい）が作れる物なのか、やや疑問だ。

「ちゃんと作り方とか調べてあるの？」

「はい。料理番組とインターネットでしっかり勉強してあります」

「そっか。じゃあ、トムヤムクンでいっかな」

　錦にしき織おりは不安げに眉まゆをひそめて首くび筋すじを掻かいていた。

「それで、トムヤムクンの材料って何がいるの？」

　売り場まで来て、一度カートを止める。

「海え老びです。トムヤムクンは海老が命です」

　米よね倉くらは近くをキョロキョロと見回す。首を傾かしげて、錦織の方を見る。

「錦織くん。このお店って野菜専門なんですか？　見たところ、果物と野菜しか並んでないですけど」

「いや、それはここが野菜コーナーなだけだから」

「なるほど。じゃあ、魚コーナーに行けばいいんですね」

　そう言って、米倉はすぐ横の、トイレットペイパーやシャンプー類が置かれている場所へ、テクテク向かおうとする。錦織は慌あわてて、その肩を止める。

「ちょっ、米倉！」

「はい？」

　不ふ思し議ぎそうな表情で振りかえる。

「そっちに魚コーナーはない。野菜売り場から端はしに沿って行かないと」

「なるほど。そういうものなのですか？」

「あと、材料、野菜だっているよね？　だったらそれを先にここで揃そろえておいた方が、後で戻らなくて便利だよ」

「そういえばそうですね。さすが錦織くん、頭がいいです」

「いや、ってかさあ」

　錦織はピッと米倉を指差した。

「米倉、スーパーに来たことないんじゃない？」

「そんなことないです！」

　ブンブンと首を振った。

「小学校の社会科見学の時、訪問したことがあります」

「買い物目的に限定でお願い！」

「あと、かなめと一緒に、お菓か子しを買いに来たことも一回あります」

「お菓子売り場に直行じゃ駄だ目めなの！」

「むむ。そうなんですか？」

　米倉は唇くちびるをすぼめる。

「ってか、それを合わせてもたった二回しかないんだ」

「食材とか生活必需品は、お手伝いの方が」

「さすが、筋すじ金がね入りの箱入り」

　錦にしき織おりは呆あきれたように米よね倉くらを見る。

「ううう。そんな風に言われると、ちょっと恥ずかしいです」

　米倉はほんのり赤くなった頬ほおを両手で押さえる。その態度が可愛かわいかったので、錦織はドキリとしてしまう。

「い、いやまあ、スーパーでの買い物の仕方なんて、一度、経験すれば分かるからさ」

「はい」

　米倉は気を取り直したようにニッコリと微笑ほほえむ。錦織は鼻の先を指で掻かきながら野菜へ目を向けた。

「とにかくまず野菜からカゴに入れていこうぜ。必要な材料は？」

「ええっとですね。レモングラスとかの香こう草そうがいくつか必要になります」

「香草かあ。確か、葉物とかと一緒に置いてあったな」

　錦織はカートをそちらへと動かしていく。錦織の横をついて歩きながら、米倉がポツリと呟つぶやいた。

「今いま更さらですが、錦織くんとこんな感じでスーパーで買い物をしている自分がなんとなく不ふ思し議ぎです」

「そう？」

「楽しいです。錦織くんと……、なんだか一緒に暮らしているみたいで」

「ラブラブ同どう棲せい生活（←そんなことは言っていない）」

　錦織は大おお袈げ裟さなリアクションをした。米倉と一緒に暮らしているという自分を想像して、なんとなく胸が高たか鳴なる。

　以前から米倉のことは憎からず思っていた。ただ最近は、米倉と行動する時決まって輝夜かぐやたちも一緒だったので、米倉にドキドキする暇もなかったのだ。だが、今日は長時間、米倉と二人っきりでいられる。興奮する。

「錦織くん、どうかしましたか？」

　ボーッとカートを止めていた錦織を、米倉が不思議そうに横から覗のぞきこんできた。

「いや、なんでもない、なんでもない」

　錦織は若じやつ干かん、紅こう潮ちようした顔を隠すようにパタパタと手を振ると、再びカートを押し始めた。
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「買い忘れはないですね。後は、作るだけです」

　ダイニングテーブルの上に、スーパーで買ってきた食材が並んでいた。

「頭ず巾きんとエプロン、お借りしますね」

　米よね倉くらが白い調理頭巾を被かぶる。ひまわり柄がらのエプロンの紐ひもをギュッと縛しばると、胸の膨ふくらみが寄せて上げられてボヨヨンと震えた。

（くっ、ボヨヨンか）

　思わず錦にしき織おりの視線は、米倉の胸元に吸い寄せられた。米倉が恥ずかしそうに両手を交差させて胸を隠す。

「もう。錦織くんて、学校じゃあんなにクールなのにプライベートだと違うんですね」

　恥ずかしそうに抗議する。

「い、いやいや、そんなことはない。オレはいつだってクールだぜ」

「そうだといいんですが」

　頬ほおを薄うす桃もも色いろに染めたまま、米倉はエプロンの紐を緩めて寄せる力を甘くした。

「じゃあ、後のことは私に任せてください。錦織くんは料理ができるまでは、キッチンへ近づいちゃ駄だ目めです」

「なぜに？」

「だって……。見られたら、心配とかされそうですし」

「心配!?　オレ、どんな心配しそうなの？」

「ええっと、その、色々と……」

　米倉は、また両手の人差し指をツンツンと突き合わせ始めた。

「やっぱ、オレ、手伝おうか？」

「駄目です」

「ええ――。いや、でも」

「とにかく私が作っているところは、見ちゃ駄目です。料理はできてからのお楽しみという側面もありますから」

「う、うん」

　錦織は頬をピクピクとさせながら頷うなずく。

「でもまあ、米倉がそう言うなら分かった。オレはリビングでテレビでも見ておくよ。任せた」

「よろしくお願いします！」

「でも緊きん急きゆう事じ態たいの時はすぐに呼んでくれよ。手遅れになる前に」

「手遅れって！　もう、大丈夫ですから。今日はこの前みたいなことにはなりません」

　米倉は自信ありげに胸を叩たたいていた。

　また揺れていた。





　リビングのソファーに座り、錦にしき織おりは普ふ段だん見ないようなテレビ番組をボーッと見つめていた。時々、チラチラとキッチンへ目を向ける。

　今のところ異常はないように思われる。大きな音や米よね倉くらの悲ひ鳴めいが聞こえて来たりはしていない。

「大丈夫、そうかな？」

　不安はあるが、とりあえず考えないことにした。

「にしても――」

　錦織は天てん井じようを見上げながら、ポツリと呟つぶやく。

「今日、米倉と二人っきりなんだよな」

　今いま更さらながらにその事実を再さい認にん識しきする。

「それって実はまずいよな？」

　クラスメイト同士。しかもクラス委員と副委員がお泊まりというのは問題。何もなくたって、もし生徒会長の耳に届くようなことがあったら、生徒会選挙に影響を与えることは必ひつ至し――。

「まあ、いいや。どうせバレることはないだろう」

　錦織はブンブンと首を振る。米倉とお泊まり会ができるという高こう揚よう感が、錦織を楽観的な気持ちにさせる。

「よ、米倉のヤツ、お風ふ呂ろとか入ったりするのかな？」

　夏の合がつ宿しゆくの時、事故で見ることになった米倉の裸ら体たいが脳のう裏りに浮かんだ。エプロン姿の米倉のイメージとリンクする。

　再び心臓が動どう悸きを始める。夜になった時、本当に冷静でいられるか心配になってくる。

　そんな感じで、錦織がリビングで一人、悶もん々もんとしていると、

「うん？」

　錦織はクンクンと鼻を動かす。

　突然、キッチンの方から、強烈な臭においが漂ってきたのだ。なんというか魚の腐くさったような、梅つ雨ゆ時期にほったらかしていた使用済みの靴くつ下したというか、とにかくそんな臭いだ。つい先ほどまで溢あふれていた、米倉のシャンプーの匂においは、完全に消えていた。

　錦織は怪あやしむように眉まゆ根ねを寄せた。

（なんなんだ、この臭いは……）

　まさしく異い臭しゆう。

　錦織はノソノソとキッチンの方へ向かっていく。近づくに連れて、臭しゆう気きがどんどん強くなっていく。

「うふ、うふふふ」

　キッチンから、変な笑い声まで聞こえてくる。

　錦にしき織おりはほんの少し開いた、キッチンの入口の扉の隙すき間まから中を見た。ギョッと目を大きく見開いた。

　火にかけられた鍋なべが、シュッポッシュッポッと黄色い湯ゆ気げを吐いていた。その横には、包丁を片手に薄うすら笑いを浮かべる米よね倉くらの姿が。

　錦織はキッチンの中へ飛びこんだ。

「よ、米倉!?」

「はい？」

　米倉は驚おどろいたように振りかえる。慌あわてたように包丁をまな板の上に置いていた。

「ええっと、その……」

　錦織は顔をしかめながら、米倉へ近づいていく。

「もう。完成までは入ってきちゃ駄だ目めって、言ったのに」

　めっ、と米倉。口元の薄ら笑いは完全に消えている。

「いや、その、トイレに行こうと思っていたら、中から、なんというか、笑い声が聞こえたから――」

「あ、ごめんなさい」

　米倉は両手を合わせると、恥ずかしそうな表情を浮かべた。

「レモングラスを切ろうとしていて……」

「？？」

「いや、その。私、包丁を持って、食材を見ると、なぜか笑ってしまうんです」

「な、なぜに!?」

「なんというか、包丁を持つとゾクゾクッとして。これから食材をやっつけるぞー、な気持ちになって」

「いや、やっつけない。食材やっつけないよね？」

「そうなんですけど、なぜだかそんな気持ちになって、つい笑っちゃうんです。だから、あまり人に料理を作るところ、見られたくないんです」

「はあ」

　また米倉の知られざる一面を知って、錦織は複ふく雑ざつな気持ちになる。知らずに済むなら一生知りたくなかったかもしれない。

「その癖くせ、輝夜かぐやや六りく道どうたちは知ってんの？」

「ええ」

　米倉は恥ずかしそうに下を向いてしまった。

「まあ、笑うくらいは別にいいと思うけどさ、それより、この臭においはなに？　なんだか強烈なんだけど」

「ナムプラーです！　さっき、スーパーで買いましたよね？　ちょっと癖のある匂においですが、こくが出るからものすごく美お味いしくなるんです。魚から作ったお醤しよう油ゆで、トムヤムクンの隠し味として欠かすことができない調味料です」

「隠し味、という割には激しく主張しているような気がすんだけど」

「いい匂においですよね。最後にコリアンダーという香こう草そうを加えると、さらにいい香りになるんです」

「そ、そうだね」

　嬉うれしそうに話す米よね倉くらの横で、錦にしき織おりは引ひき攣つった微笑ほほえみを浮かべる。

「でもちょっと香りが強すぎるんじゃない？」

「火を通すと、匂いが強くなるんです」

「な、なるほど。じゃあ、これくらい臭におって普通ってことなんだよね？」

「ええ、たぶん」

「……」

　錦織はたぶん、のところにものすごく不安を覚える。

「大丈夫、大丈夫。順調ですよ」

「……」

　錦織は臭しゆう気きを発する鍋なべを見る。鍋の端はしから、プシュー、プシュー、と一定の間隔で、強烈な臭いの蒸気が噴き出している。

　中身は一体どんなことになっているのか――。錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

「なあ、米倉」

「はい？」

「鍋の中身、見てもいい？」

「どうしてですか？」

「いや、ちょっと小腹が空すいたんで、ほんの一寸ちよつとつまみ食いしたいなあと」

「駄だ目めです。まだ十分にスープが出てないですから。まだ早すぎです」

「じゃあ、見るだけでいいからさ。頼むよ」

「う――ん、分かりました。本当は食べる直前まで見て欲しくなかったのですけど。じゃあ、チラッと見るだけ」

「う、うん」

「じゃあ、開けますよ」

「う、うん」

　キッチングローブを装着した米倉の右手に、錦織は注目する。

　米倉が鍋の蓋ふたを取る。その瞬間、もわ――っと鍋から黄色い蒸気が立ち上り、強烈な臭気が鍋の中からキッチンへ放たれた。

「うわあっ」

　強すぎる臭しゆう気きに、意識を失いそうになる。

「うわあ、すごい香りですね。香りのオーケストラみたいです」

　米よね倉くらがくんくんと鼻を動かしながら、うっとりとした表情を浮かべる。

「いや、オーケストラというか、なんというか」

　錦にしき織おりは真まっ青さおな顔でフラフラと揺れながら、なんとか意識を繋つなぎとめていた。鼻をつまみたいと思っていたが、米倉の手前どうにか我が慢まんする。

「米倉、どのくらい使ったんだ？　隠し味！」

　本場タイの厨ちゆう房ぼうで、日常的にこんなに臭においが立ちこめているとは考え辛づらい。

「ナムプラーなら、ちょっと多めに使いました」

「ちょっとってどのくらい？」

「これくらいです」

　米倉がナムプラーの瓶びんを見せる。買ったばかりの瓶が、残り半分くらいになっていた。

「よ、米倉。これじゃあ、隠し味じゃなくて、海え老びのナムプラー煮だって！」

「言われてみればそうですね。でも料理の楽しみは、既成のレシピに、ほんのちょっとオリジナリティを付け加えることだと思います」

「オリジナリティの前にまず基本！」

　錦織が叫んでいると、鍋なべから立ち上っていた黄色い蒸気が消えて、鍋の中身が見えてきた。グツグツと真まっ赤かな液体が沸ふつ騰とうしていた。まるでマグマだ。時折、ボコボコと気き泡ほうがスープの表面で爆発する。

　さらに気泡が破は裂れつするたびに、フワーンと臭気が上がり、錦織の鼻び腔こうを強く刺激する。我慢できなくなって、錦織は鼻から口での呼吸に切り替えたが、それでも鼻に侵入する激げき臭しゆうを止めることはできなかった。

　マグマの中には大量の唐とう辛がら子しがゴロゴロと浮いている。辛からい物好きの人でも、思わず引いてしまいそうなくらい強烈な印象だ。皮と脚あしを剥むかず、無む造ぞう作さに投入されたと思われる海老が、グロテスクな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「美お味いしそうですねえ」

「う、うん」

　蒸気で眼鏡めがねを曇らせてそんなことを言う米倉が、錦織にはものすごく怖く思える。

　錦織は確信した。

　米倉には料理センスが全くない。美人で頭も性格もよく、漫まん画がまで描かけてしまう天才だが、料理については根本的に何かが欠けつ如じよしている。料理に必要なあらゆる才能を、まるごと他ほかの素養に配分したんじゃないか、とそんな気さえする。

「やっぱり、つまみ食いしますか？　よく火が通っているみたいですから」

　米倉はお玉を鍋の中で動かしながら、錦織を見る。

「ええっと、その」

　もともとつまみ食ぐいするつもりはなく中身を確認するだけのつもりだったが、現物を見てさらに食べる気がなくなった。

「この海え老び団だん子ごとか、よく火が通ってそうですよ」

「う、うん。そだねー」

　不ま味ずそうだから食べたくない。と、素直な気持ちを言いたい。でもそんなことを言えば、米よね倉くらは傷つくに決まっている。

（でも、本当のことを隠すために、もっと傷つけることもあるよなあ）

　錦にしき織おりが逡しゆん巡じゆんしている内に、米倉は小こ皿ざらに海老団子をお玉ですくった。

「スープも一緒に食べた方が美お味いしいですよー」

　真まっ赤かなマグマスープをドボドボと流しこむ。

「はい、どうぞ。つまみ食いでも、温かいうちに食べる方がよいですから」

「え？　あ、うん。そだね」

　錦織は渡された小皿をしげしげと眺める。ゴクリと唾つばを飲みこむ。美味しそうだからではなく、緊張と覚かく悟ごで唾が溢あふれ出た。

（仕方、ないか――）

　覚悟を決める。ここで食べて、可能であれば味つけの方向修正を米倉にお願いしないと、本番の夕食ではもっと巨大な地じ獄ごくが待っている。つまみ食いの五十倍、マグマを飲まされるかもしれないのだ。今いま更さら、方向修正ができるかどうかは不明だが、味見をして被害を最小限に留とどめる努力は必要。

　錦織はスプーンを持つ震える手を、小皿へと伸ばしていく。実際に暑いのと、湯ゆ気げと一緒に上ってくる唐とう辛がら子し成分（カプサイシン）のせいで、汗あせが大量に出てくる。食べる前から早くも発はつ汗かん作さ用よう抜ばつ群ぐんだ。

　錦織はマグマスープをほんの少しすくって、口へ持っていく。

　ふ――ふ――と吹く。

　真っ赤過ぎて、本当に冷やす効果があるのかどうか疑問に思う。それから覚悟を決めると、スプーンを口へと持っていき、マグマを注ぎこんだ。

「ううっ」

　口の中全体を、鋭い刺激が走った。苦いとか、辛からいとか、甘いとか、そういった一般的に言われている味らいの感覚では説明できない、新たな感覚が広がっていた。

「「こ、この感覚は――」」

　痛い――。

　そう、口の中が痛い。口こう内ない炎えんなのに刺し激げき物ぶつを食べた時のような痛さが、口の中を支配しているのだ。

　さらに、それだけではなかった。

　臭しゆう気きが。キッチンの中に満ちている臭気をさらに濃のう縮しゆくしたような強烈な激げき臭しゆうが、口の中から体全体に広がっていく。

「ガクガクガクガク――」

　寒さむ気けのようなものに襲われて錦にしき織おりは震えた。食べる前の熱気が消え去り、体中が寒くなっていた。真まっ青さおな顔に、玉のような冷や汗あせが浮かぶ。

「どうですか、錦織くん？　美お味いしいですか？」

「う――ん」

　錦織の目に映る不安そうな表情の米よね倉くらが揺らめき始めたかと思うと、唐突に視界がブラックアウトした。体中から力が抜けて、その場にフラフラと倒れこむ。

「に、錦織くん!?」

　遠くなっていく米倉の悲ひ鳴めいを聞きながら、錦織は意識を失った。
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　いい匂においがする。

　錦織が好きなシトラスのシャンプーの香り。すぐ近くから漂ってきている。

　顔に当たる涼しげな風。幼い頃ころに病気になって、母親に団扇うちわで扇あおいでもらった時の風。扇風機の「そよ風」設定よりも優しい。なんとなく懐なつかしい気持ちにさせる風。

「う、うう」

　錦織は薄うつすらと目を開く。見慣れた天てん井じよう。いつものベッドの、クッションの感触。錦織の部屋の、いつも寝ているベッドの上に錦織はいた。

「錦織くん！」

　耳の側そばで米倉の泣き出しそうな声がした。

　顔を横に向ける。団扇を持った米倉が感かん極きわまったみたいに、両手で顔を押さえていた。

「ええっと、なんでオレ、こんな所で寝てるんだ？」

　キョロキョロと部屋の中を見回す。網あみ戸どになった窓の外が真まっ暗くらになっていた。いつの間にか夜になっていたらしい。

「オレ、さっきまでキッチンにいたよな？？」

　時間感覚が妙だった。

「錦織くん、私の作った料理のせいで気き絶ぜつしちゃったんです」

　米倉はバツの悪そうな顔で言う。

「ああ。そうだった。思い出した」

　錦織はポンと手を打つ。どうやら意識を失って、三時間ほど眠っていたらしい。

「ごめんなさい。私はお料理を作っちゃいけませんね。人を気き絶ぜつさせるような食べ物を作るなんて。全然ダメです」

　米よね倉くらはシュンと唇くちびるを噛かんだ。

「いや、そんな全然ダメってことはないんだけど――」

「だけど？」

「味がちょっと特徴的というか」

「特徴的。それってつまり、美お味いしくないってことですよね」

「う――んと。そうとも言う」

「やっぱり」

　米倉はカクンとうな垂だれた。

　見ているとちょっと可哀かわい相そうに思えてくる。

「いやいや」

　錦にしき織おりは上体を起こす。

「だからって諦あきらめるのはまだ早いと思うよ。もっと練習してみるのはどう？」

「練習、ですか？」

「そうそう。例えば料理教室に行くとか。二十も習い事をしているのに、料理は教えてもらってないんだよね？」

「うちの親が料理を習わせようとはしなかったから。米倉家の人間には必要ないからって」

「必要、不必要とかじゃなくて、やってみたいからとか、上じよう達たつしたいから通う習い事があってもいいんじゃないかなあ」

「え？」

　米倉はキョトンとした顔になる。

「いやさあ。うちの妹も休日にパン作りの講習とか行ってんだけど、別にパンならパン屋で買えばいいわけだから必要ないじゃん。この前、はりきって腕うで前まえを見せようとしていたけど、ボソボソして食べられたものじゃなかった。でも習いたいから通ってるんだよね」

　錦織は肩をすくめる。

「米倉もそういうノリで通ってみたら、料理教室。もし、料理、上達したいと思っていたらさ」

「……」

　米倉は唇を噛みしめて、考えこむ。

「まあ、かく言うオレは今まで一度も、習い事なんて行ったことないけど」

「敢あえて言うなら、輝夜かぐやさんとの活動ですか？」

「あれは習い事とはちょっとちがーう。敢えて言えばサークル活動？」

「あはっ」

　米よね倉くらはようやく笑顔を見せた。

「米倉のママさんにさ。自分のやりたい習い事に通いたいって言えば、いいんじゃない？　家出した後なら、結構、話が通るかもしれないぜ」

「そう――。そうですね」

　米倉はしばらく考える仕草をした後、頷うなずいた。

「一度、お母様に、はっきりと自分がしたいことを言いたいと思います。料理だけじゃなくて、郷きよう土ど史しや、あと漫まん画がとか。自分がしたいことがあるって。習いたくないことは減らして、自分がしたい習い事だけをするって」

「漫画のことをカミングアウトするのは、ちょっと勇気がいると思うけどな」

「いえ、いつかは説明しないといけないことですから」

　米倉は決意の篭こもった目つきで、コクリと頷く。

「オレは、米倉のママさんがどんな人か知らないけどさ。米倉が真剣に希望を伝えたら、聞いてくれるんじゃないか？　どうしても頑がん固こそうだったら、また家出するぞ、って言っちゃえ」

「ええ」

　米倉は口に手を当てて笑った。

「今まで母にそんな風に言えたらいいなって思ってはいましたが、一度も実現しませんでした。とてもできる気がしなくて。でも、今、錦にしき織おりくんに励まされたお陰で、もしかしたらできるんじゃないかって、思えてきました。錦織くんのお陰です」

　米倉は目を細め、ほんのりと火ほ照てった頬ほおで錦織を見つめた。

　錦織は「うっ」と息を飲む。

　今いま更さらに、ベッドの側そばに正座した米倉の顔が、錦織のすぐ近くにあることに気がつく。唇くちびるの皺しわさえはっきり見えるような距離。むせかえるようなシャンプーの香りが鼻の中に漂う。

「……」

「……」

　ほんの短い間、無言で見つめあった後、錦織は「オホン」と咳せき払ばらいをして顔を背そむけた。そのまま顔を見つめていると、変な気持ちになりそうだった。

「ところでさあ」

　鼻の先を掻かく。

「はい」

「オレが気き絶ぜつしたのって、キッチンだよね？」

「そうですね」

「部屋まで運んでくれたの、米倉だよな？」

「あ、ごめんなさい。勝手に部屋に入ったりして。錦織くんが倒れた時は、頭がパニックで、前に行った部屋のことを思い出して……」

「いや、別にそれはいいんだけどさ。よく、運べたなあっと思って」

　錦にしき織おりの部屋は二階にある。もちろん自宅エレベーターなどという文明の利器はない。

「実は私、結構、力持ちなんです」

「へえ、そうなんだ。結構、意外かも」

「運動神経はダメですけど、力だけはあるんです」

　右みぎ腕うでに力こぶを作って、照れくさそうに笑ってみせた。

　そんな米よね倉くらを見ながら、錦織は「やっぱ可愛かわいいなあ」と思う。

「……」

「……」

　また沈黙に包まれそうになった時――、

　キュルキュルキュル―――。

　楽器のような音がした。米倉のお腹なかだ。

「あっ」

　米倉はとっさにお腹を押さえると、顔をさらに赤くした。

「お腹、空すいたね。夕飯、どうする？　味付けで美お味いしくなりそうだったら、トムヤムクンでもいいけど……」

「いえ、トムヤムクンは封印で」

　両手でバッテンを作って見せる。

「じゃあ、ホカ弁でも買いにいこうか。米倉、ホカ弁、知ってるよね？」

「もう、さすがにそれくらいは知ってます」

　米倉は少し不満そうに唇くちびるをキュッと尖とがらせたが、「食べたことはないですけど」と控えめに付け加えていた。

「オッケー。じゃあ、行くか」

「はい」

　一緒に立ちあがる。

　錦織がベッドから下りようとした時――。

　床に投げてあった雑誌に足を乗せて、米倉の体がぐらついた。

　とっさに手を伸ばして錦織の腕を、ギュッと掴つかむ。予想以上の力に引っ張られて、錦織の体も傾かたむく。

　二人は折り重なるように転倒した。

　ドサッ――、むにゅう――。

　巨大マシュマロを潰つぶしたような感触が、錦織の顔面に広がった。米倉の豊ほう満まんな胸に錦織の顔がうずまっていた。

　慌あわてて顔を上げると、錦にしき織おりのすぐ目の前に、米よね倉くらの顔があった。しっかりと閉じられた、長い睫毛まつげに縁取られた瞼まぶた。転倒で外れた眼鏡めがねが、近くに転がっていた。

　ゴクッ――。

　錦織は唾つばを飲みこんだ。久々に見た裸ら眼がんの米倉が、異い様ように可愛かわいく見えたからだ。

「よ、米倉、大丈夫？」

「う、うん」

　二、三回、瞼を動かした後、米倉の大きな瞳ひとみが開く。

　焦点の合ってない目を錦織へ向けている。

「大丈夫？　頭、痛くないか？」

「はい。痛くはないですけど、その、胸が――」

　米倉は顔をザクロ色にしながら言う。

「胸？」

　錦織は米倉の胸元に目を向ける。錦織の右手が思いっきり、米倉の豊ほう満まんな胸を押しつぶしていた。

　大急ぎで手を引っこめる。

「ご、ごめん」

「いえ、錦織くんなら別に……その、イヤでは――」



    

  
    
      



    

  
    
      「えっ？」

　錦にしき織おりは米よね倉くらのトロンとした大きな瞳ひとみを見つめる。ドキドキと、米倉の心臓が高たか鳴なっているのが、空気の震しん動どうを通じて分かる。

　沈黙に包まれる錦織の部屋。

　今いま更さらながらに、錦織は現在、この家には二人の他ほかに誰だれもいないことを思い出す。重なり合った脚あしが、錦織の気持ちを俄にわかに高める。

「よ、米倉、その――」

　錦織の頭の中で、行動を抑えている何かが次し第だいに崩壊しようとした時――。

　ピカッ――。

　錦織は目が眩くらんだ。網あみ戸どの向こうの暗くら闇やみから、眩まぶしい光の帯が差しこんできたのだ。

「なんだ？」

「なんでしょうか？」

　光の帯が部屋の中で揺れる。サーチライトのようだ。

　錦織は米倉の上から離はなれる。米倉も素早く起きあがった。

　光の入ってくる窓へ近づき外を見る。

「！」

　目を疑うたがう。サーチライトの光は家の前に停とめられた、特殊な車から放射されたものだ。車は迷めい彩さい色しよくにペイントされている、いわゆる装そう甲こう車しやと呼ばれる車である。

　錦織たちのいる築三十年の家を、小型の装甲車がグルリと取り囲んでいた。装甲車の横には銃器を携帯した迷めい彩さい服ふく姿の男たちが整列。その中の責任者らしい人物が、トランシーバーを片手に交信している。

　錦織と米倉はパッと、外を覗のぞいていた顔を引っこめた。

「あ、あれって」

　口をパクパクさせて、米倉を見る。

「自衛隊ですね」

「自衛隊!?」

　錦織の声が裏返った。

「ええ。恐らく富士の第三十四普通科連隊の一部だと思われます」

　冷静に受け答えする米倉に、錦織は唖あ然ぜんと口を開く。

「もしかして米倉、そっちの方に詳くわしいの？」

「いえ。門前の小こ僧ぞうというヤツです」

　米倉は両手の指を合わせながら、恥ずかしそうに顔を赤らめた。なんの門の前にいたら自衛隊に詳しくなるんだ、と、錦織は思った。

　窓の端はしからもう一度、外を覗く。

　自衛隊の文字こそ見あたらないが、確かに装そう甲こう車しやも迷めい彩さい服ふくも、テレビか何かで見たことがあるような気がする。

「でも、なんで自衛隊がオレの家の周囲に？　いや、理由が米よね倉くらにあるのはなんとなく分かるが」

「恐らく、お父様かお母様が動いたのかと」

「いや、ちょっと！　どんな風に動いたら娘の家出に自衛隊を出動できるわけ!?」

「たぶん、電話――」

「電話？」

「官かん房ぼう長ちよう官かんに――」

「すごそうな官職出てきた！」

「お父様の大学時代の親友なんです。たぶん古い付き合いのよしみで」

「昔のよしみで、自衛隊を出動させちゃったりしたらダメだろ！」

　錦にしき織おりは世界の理不尽さに頭を抱える。

「それよりも気になるのは、どうして私の居場所が分かったかです　ハッ――、まさか発はつ信しん機き？」

　米倉は着ている制服のポケットや袖そでを調べ始める。すぐにリボン留めの内側から、米こめ粒つぶくらいの大きさの電子機械を取り出した。

「やっぱり！　もう発信機だけはやめてってあれだけお願いしてたのに！」

　米倉はプンプンと怒ると、電子機械を指で破壊した。

「自衛隊に、発信機――」

　錦織は大口を開けたまま、天てん井じようを見上げた。金持ちの旧きゆう家かとは知っていたが、まさかここまでぶっ飛んでいるとは。

「ごめんなさい。まさか無断外泊しようとしただけで、ここまで親たちが過か剰じように反応するなんて思ってもいませんでした」

　米倉はシュンとうつむく。

　錦織はまた自衛隊の方をうかがう。

「なんか動きだしたぞ」

　家をグルリと取り囲んでいた迷彩服の隊員たちの一部が、玄関へ移動していた。その他ほかのメンバーはご近所の家の前に、『自宅待機勧告』と書かれた赤いカラーコーンを置いていっていた。

「仕方ありませんね」

　米倉が回れ右した。部屋の扉の方へ行こうとする。

「米倉？」

「これ以上、錦織くんに迷惑をかけるわけにはいきません。自衛隊の人たちに事情を説明して、帰ってもらいます」

　米よね倉くらは錦にしき織おりに背中を向けたまま、首を振った。

「でもそんなことをしたらすぐに家へ強きよう制せい送そう還かんだろ？　さっき言ってたママさんたちに米倉の気持ちを伝えること、できなくなるんじゃないか？」

「あまり有利に交渉することはできないかもしれませんね。無条件降伏ですから。でも、ちゃんと言うつもりです」

「そ、そうか」

「ごめんなさい。でも、錦織くんには絶対迷惑がかからないようにしますから。それだけは心配しないでください」

　そう言って振りかえる米倉の顔は、決意に満ちていた。

「せっかく楽しいお泊まり会の予定だったのに残念です。やっぱり、かなめに内緒だったから、罰ばちが当たったのかもしれませんね」

　テンと額を叩たたいて見せる。

「じゃあ、錦織くん。また来週、学校で」

　米倉は小さく手を挙げて、扉の向こうに消えようとする。

「よ、米倉」

　錦織は追いかけると、米倉の腕うでをギュッと掴つかんだ。米倉が驚おどろいたように目を見開いて、振りかえる。

「に、錦織くん？」

「まだプチ家出を諦あきらめるのは早いんじゃないか？」

「えっ？」

「巧うまくいくかどうか分からないけどさ。いや、ってか、巧くいかない可能性の方が高いんだけど、外の包囲網を突破すれば、プチ家出の続きができるわけじゃん」

「突破？　自衛隊をですか？」

「もちろんダメ元だけどさ。失敗しても、米倉が事情を話すのが後になるか、先になるかの違いだろう？」

「それは……、そうかもしれませんけど」

　米倉は振りかえると、驚いたように小さな口を開けた。

「でも、錦織くんに迷惑が――」

「そっちは気にすんな。別に学校にバレるとか、そういう類たぐいのもんじゃないし」

「それはそうかもしれませんが」

　米倉はしばらく考えるような表情をした後、急に微笑ほほえんだ。

「やっぱり、今日の錦織くんはいつもと違いますね」

「そうかもな。家の中だと意外とオレ、クールじゃないかもしれない」

「でもそんな錦にしき織おりくんも――」

「えっ？」

　米よね倉くらが下を向きながら、指を突き合わせる。

（ああ、くそっ。もう、可愛かわいいなあ！）

　錦織が聞き返した時――。

　パチン。

　家中のスイッチ類が落ちるような音がして、錦織家から全すべての光が消えた。



　　　☆



「電気、停とめられたな」

「もうすぐ侵入してくると思います」

　暗くら闇やみの中で二人は小声で話す。

「ここにいたら袋の鼠ねずみだ。一階に行こう」

　錦織は米倉の手を引いて部屋を出る。音を立てずに一階へ下る。真まっ暗くらなリビングを横切り、キッチンへ入った。

「トムヤムクン、まだ捨ててないよね？」

「ええ」

「役に立つかどうか分からないけど……」

　トムヤムクンの入った鍋なべを、弱火にかける。暗闇の中にコンロの青い炎が光った。

「どうするつもりなんですか？」

「いや、さすがの自衛隊もこの臭においを嗅かいだら警けい戒かいするだろうと思って。ちょっと火事が心配だけど」

「私の料理は毒ガスですか！」

　米倉がプンプンと頬ほおを膨ふくらませる。

「まあまあ。そう怒らずに」

　錦織は宥なだめる。実際のところ、鍋からはすぐに強烈な臭いが立ち上ってきていた。

「オレたちにできることはこんなところだな。あーあ、こんな時に閣かつ下かがいたら。気の利いたブービートラップの一つや二つ教授願うのにな」

「そうですね」

　薄暗い中で米倉がニッコリと微笑ほほえむ。

　錦織は米倉を連れてリビングの隣の畳の部屋へ移動する。押入れの戸を開けた。

「後はここに隠れて、機会を見て家から脱出するくらいしかないなあ」

「すぐ、見つかってしまうかもしれませんが」

「まあその辺は、少し小細工をしてみるつもり」

　錦にしき織おりが意味ありげに笑う。米よね倉くらは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていた。

　押入れに積み重ねられた冬ふゆ布ぶ団とんを動かして、その後ろにスペースを作る。錦織はその中に入って、米倉に向かって手を伸ばした。

「ちょっと狭くて暑いけど、我が慢まんして」

「大丈夫です」

　米倉は肩を寄せるように、布団の後ろへ入ってきた。密着する米倉の腕うでに錦織はドキリとする。

「ちょっと、暑いですね」

「う、うん」

　錦織は胸を高たか鳴ならせながら押入れの戸を閉める。シャンプーのシトラスの香りが押入れの中にモワーと広がる。

「米倉さあ、今、携帯電話――」

　錦織は言いかけた言葉を止める。家の玄関の方と裏の勝手口から、微かすかに扉が開く音がした。

　口に人差し指を当てると、携帯電話を耳に当てるような仕草をした。

　米倉はすぐに察して、自分の携帯電話を錦織に渡した。

　廊ろう下かから人の足音が近づいてくる。

　人数はあまり多くはないように、錦織には聞こえた。恐らく、二つの方向から一人ずつ。

　リビングの扉を開く音。

「なんだこの異い臭しゆうは――」

　微かに男性の声が聞こえた。

「簡易防毒マスク装備」

　横で米倉が不満そうに唇くちびるを尖とがらせていたので、錦織は噴き出しそうになる。

　男たちがリビングに侵入してくる。

　キッチンの扉が開く音と、畳の部屋側の襖ふすまが開く音がほぼ同時に聞こえる。二ふた手てに分かれたらしい。

　ミシ――。

　畳を踏みつける音が聞こえる。

　錦織は口に指を当てて見せると、米倉の携帯電話のボタンを静かに押す。

「リビング、畳の部屋にターゲットはいません――」

　男の声。誰だれかと交信しているようだ。

「――はい。探索します」

　男の足音が押入れへ近づく。錦織は表情を強こわ張ばらせて、携帯電話を強く握り締めた。米倉が息を飲みこんだ。

　押入れの戸が勢いよく開けられる。

　同時に、錦にしき織おりはメールの発信ボタンを押した。



『この破は廉れん恥ちカンカンが！』



　女の子の声が聞こえた。二階の錦織の部屋からだ。

「上階から人の声がしました。確認後、そちらへ向かいます」

　男がゴソゴソと動く音がする。

　錦織はギョッとした。

　錦織たちが隠れている布ふ団とんの間から、迷めい彩さい服ふくに包まれた男の腕うでが伸びてきた。錦織と米よね倉くらの側そばで、探るようにその手を動かしていた。

　錦織は叫びそうになった米倉の口を覆った。

　男の手が引っこむ。

「これより、フォックス２と共に、二階へ向かいます」

　押入れの戸が閉められた。

　再び足音。男は畳の部屋から出ていった。

「助かった――」

　錦織はホッとため息をつく。

　男たちが階段を上がっていく音が聞こえる。

「じゃあ、いくよ」

　錦織は布団から出て、そっと押入れの戸を開けた。静かに頷うなずいた米倉の手を引いて、立ち上がらせる。

　静かに小走りで畳の部屋を抜けた。

　二階から届く男たちが部屋の扉を開けていく音を聞きながら、錦織はキッチンに入った。例のトムヤムクンの異い臭しゆうが再び充満している。

「ちゃんと、火元を切ってくれてるね」

「なんで防毒マスクですか」

　米倉がまだブツブツと言っていた。

　キッチンから繋つながる勝手口を静かに開いて錦織は顔を出す。人の気け配はいはない。

「大丈夫そうだ」

　米倉と一緒に靴くつ下したのまま外に出る。庭とは言えない広さの芝生しばふのスペースを横切る。お隣に面したフェンスの前に立つ。

「米倉、登れる？」

「たぶん。これくらいなら」

「よかった」

　錦にしき織おりは軽い動きでフェンスをよじ登る。フェンスと隣りん接せつしている、コンクリートの塀へいの上に立った。

　米よね倉くらも遅いが、塀の上まで来た。

「この塀、住宅街を抜けるまで続いているから」

「はい」

　二人は両手でバランスをとりながら、塀の上をお隣の家の間を突き抜けるように進んでいく。

「そろそろ、二階にオレたちがいないことに気がついている頃ころだと思う」

　少しだけ、塀の上を歩く速度を速めながら、錦織は言う。

「これ、返しておくね」

「はい」

　錦織に渡された携帯電話を米倉は嬉うれしそうに受け取った。

「輝夜かぐやさんの声が流れてきた時、ちょっと笑いそうになりました」

「閣かつ下かの着信音がこんなところで役に立つとは思わなかったな」

　錦織がしてやったりと笑う。

「この塀、どこまで続いているんですか？」

「住宅街を突き抜けるまでずっと。数分もあれば抜けられるはずだよ」

「詳くわしいですね。もしかして、ここを使ったこと、あるんですか？」

「小さい時だけど。夜とか、ここを使って抜け出して、ジュースを買いにいったりしてた」

「錦織くんが夜抜け出すなんて、ちょっと信じられません」

「オレだってふけることはあるって。学校じゃあんまりそういうところ見せてないけど、あれは隠してるんだよ。何しろオレはハラグロだから」

「なるほど」

　米倉は弾むような声を出した。

「以前にも言いましたけど、そういうところは私とちょっと似てますよね。学校では漫まん画がを読んだこともないように思われていますけど、本当は読むのも描かくのも大好きだし」

「そだね」

「錦織くん。もし、このまま逃げきることができるようだったら――」

　米倉は足元を見ながら言う。

「一緒に私の家へ行っていただけませんか？」

「うん？」

　錦にしき織おりは歩きながら、チラリと後ろを振りかえる。

「せっかく逃げてるのに、家出中止？」

「保護されて連れて行かれるんじゃなくて、自分から出で向むきます。錦織くんに言われた通り、親に自分の気持ちを伝えます」

「ああ、なるほど」

「それに、錦織くんも一緒にいて、応おう援えんしていただけませんか？　何も言わなくていいから、一緒にいてくれるだけでいいですから」

「あー、いいよ。でも、一緒にいるだけでいいの？」

「はい、十分です」

　米よね倉くらが嬉うれしそうに頷うなずく。

「でもその前に、無事、逃げ切ることが肝心だぜ。そろそろ抜け道、終わるから」

　錦織の言葉通り、目の前に道路が現れ、塀へいが途切れた。

　錦織は塀の一番端はしから道路に飛び降りて、キョロキョロと道路の左右を見る。

「いなさそうだな。逃げ切れたかも」

「よかった」

　安あん堵どした米倉が、道路に降りる。

　同じタイミングだった。

　強烈なサーチライトが二人を照らし出した。

「うわっ」

　錦織が手をかざす。疎まばらな街灯のせいで気がつかなかった。薄うす暗くら闇やみの中に、迷めい彩さい色しよくの装そう甲こう車しやが複数停とまっている。

「くそっ」

　錦織は米倉の手を握って走ろうとする。

　装甲車の陰から迷めい彩さい服ふくの男たちが複数現れ、取り囲むように二人の進路を絶ち、壁に追い詰めた。

　錦織が米倉を庇かばうようにして両手を広げた。迷彩服の男がその腕うでを掴つかんで、強引に地面に引き倒す。腹ばいになった錦織の頭部に銃器を突きつけた。

「錦織くん！」

　悲ひ鳴めいを上げる米倉。

「ぐぶ。ぐぐぐぐぐ」

　地面に顔を押しつけられ、錦織は何か言おうにも言葉にならなかった。

「こちらフォックス３。たった今、ターゲットの保護とテロリストの制圧を完了しました。これより連行いたします」

　迷彩服の男の一人がトランシーバーに向かって報告していた。

　米よね倉くらは地面にキスさせられた錦にしき織おりの姿に泣きそうな顔をした後、すぐに真剣な目になって頷うなずいた。

　腕うでを掴つかもうとする男たちの手を振りほどくと、携帯電話を取り出す。着信履歴の中から、一つの名前を選択する。迷めい彩さい服ふくの男たちも米倉には手を出せないらしく、止めようとはしなかった。

「お爺じいさま？　愛あいです」

　米倉が電話に向かって話す。

（米倉の、じいちゃん？）

　地面に這はいつくばったまま、錦織は目を上へ向けて米倉を注視する。

「ええ、はい、そうです。私は大丈夫です。ですから、速やかに撤収させてください」

　いつものゆったりとした米倉の喋しやべり方ではなく、事務的な口調で言う。サーチライトで照らされた眼鏡めがねが、冷たい光を照り返していた。

「父のことは関係ありませんから。――。ええ、分かりました。はい、ではすぐにお願いします。ええ、愛していますから」

　電話を切る。

「私は三等陸尉の丹たん野のといいます。ご迷惑とは存じますが、これより私が家の方へ案内いたします」

　先ほど、トランシーバーで話していた現場の責任者らしい迷彩服の男が、米倉の前で敬礼ポーズをした。

「お勤つとめご苦労さまです。ですが、恐らくその必要はすぐになくなると思います」

「それはどういうことでしょうか？」

　男が聞き返そうとした時、男が持っていたトランシーバーがピカピカと輝いた。男がボタンを押して、交信を開始する。

「はい、私です。えっ？　撤てつ退たいですか？」

　驚おどろいたような声を出していた。

「ですが、既すでに人質を保護してテロリストは制圧済みですが――。いえ、了解しました。これより撤退を始めます」

　トランシーバーの電源を切る。

「フォックス１、２。テロリストを放せ。撤退だ」

　いかにも納なつ得とくがいっていない声で言う。錦織を押さえつけている男たちも、驚いたように顔を見合わせていたが、ゆっくりと錦織に突きつけていた銃器を上げた。

　トランシーバーの男の号令で、迷彩服の男たちは素早く装そう甲こう車しやに散っていく。

「な、なんだ？」

　銃口から解放されたにも拘かかわらず、腹ばいになったまま、錦織は呆ぼう然ぜんと装甲車へ目を向けていた。迷めい彩さい服ふくの男たちを乗せた装そう甲こう車しやは、速やかに錦にしき織おりたちのいる場所から離脱していく。

「大丈夫ですか錦織くん。お怪け我がはありませんか？」

　米よね倉くらが錦織の側そばにしゃがむ。

「いや、口の中がちょっとジャリジャリする以外、怪我とかは平気だけど」

　上体を起こして、心配そうな顔の米倉を見る。

「ってか、米倉、一体、何をやったんだ。じっちゃに電話したことぐらいは分かったけど」

「ええ。あまりこの手は使いたくなかったのですが、鎌かま倉くらの祖そ父ふにお願いしてしまいました。自衛隊に顔が利きますし、両親も祖父には逆らえません」

「鎌倉にすごいじっちゃって、どんだけお約束なんだよ」

「ごめんなさい。もっと早く、やっておけば、錦織くんがこんな目に遭わずに済んだのに……」

「いやいや、オレも結構、楽しめたから、気にすんなって」

　米倉の肩を優しく叩たたく。米倉が優しく目を細めていた。

「それよりも、これから米倉、どうするの？」

　一緒に立ち上がりながら、錦織は心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「家に帰ります」

　米倉は頷うなずく。そして、「私、一人で」と付け加える。

「あれ？　オレはなし？」

「ええ。結局、お爺じいちゃんの力を借りてしまいましたから。とりあえず、まず、両親に謝あやまろうと思いますから」

「そっか。でも、謝った後、ちゃんと言うんだろ？　やりたいことがあるって」

「ええ、もちろん」

　コクリと頷く。

　両親に反対されても必ず説得する――。米倉の顔はそんな強い意思に満ちていた。

「了解。でも、もし、何を言っても反対されたりしたら、どうする？」

「その時は――」

　米倉は唇くちびるの下に指を当てて考える表情をして、

「その時はまた家出して、錦織くんの家に泊まりに来ようと思います」

　ニッコリと微笑ほほえむ。

「おう、いつでもオッケーだぜ」

「今度は準備もしっかりして、かなめや輝夜かぐやさんにも声をかけた方がいいですね」

「あいつらも一緒かあ。それは五月蝿うるさそうだ」

　錦にしき織おりは肩をすくめた。

　ババババババ――

　遠くの空から大きな空気を裂くような音が聞こえてきた。

「なんだ？」

　見上げた錦織の顔を再び強い光が照らし出した。

　ヘリコプターだ。黒い巨大なヘリコプターが、二人の頭上でホバリングしていた。

「お迎えが来たみたいです」

　米よね倉くらが少しだけ寂さびしそうに言った。

「お迎えってヘリ？」

「ええ。父がよこしたみたいですね。そんなに急ぐことないのに」

　米倉はやれやれと肩をすくめる。錦織は口をぽっかり開けてただ圧倒されていた。

　上空から縄なわ梯子（ばしご）が落とされる。

「じゃあ、錦織くん、今日は本当にありがとうございました」

「おう。またいつでも来ていいから」

「はい」

　米倉はニッコリと微笑ほほえんだ。

「じゃあ、また来週、学校で」

「おう」

　米倉が縄梯子を掴つかむ。だがそのまま上るのは止めると、錦織の方を振り返った。

　逡しゆん巡じゆんの表情を見せた後、錦織の方にタタタ――と、駆けてきた。

　錦織の体をギュッと抱きしめる。

「本当にありがとうございました」

　耳元で囁ささやくと、また、クルリと反転して縄梯子に戻り、危なっかしい動きで縄梯子を上っていく。アテンダントに支えられながらヘリコプターの中に入ると、そこから満面の笑みで錦織に手を振った。

　縄梯子を回収し、夜空を飛んでいくヘリコプターを錦織は呆ぼう然ぜんと見守った。



　　　☆



「昨日、近くで何か有事があったようだ」

　米倉の家出があった次の週の月曜日。放ほう課か後ご、錦織が秘密基地に来ると、輝夜かぐやが興奮した様子で話しかけてきた。

「国道をＬＡＶが十台も走っていた。移動用経路とは離はなれていたから、なにかの作戦中だったに違いない。サーチライト搭とう載さい車両もあったから、恐らく、屋内外で小さな作戦があったのだろう」

「ほお」

「ハラグロの住んでる住宅街で見たという情報もあるのだが、なにか見てないか？」

「いや、あの日は部活から帰った後、家に篭こもっていたから、分からんなあ」

　定位置のパイプ椅い子すに座りながら、錦にしき織おりは関心なさそうな返事をする。

　実はその自衛隊の作戦の実行場所が錦織の住んでいる家で、ターゲットは錦織と米よね倉くらなわけだが、言ったらまた根掘り葉掘り聞かれそうだから止やめておいた。

「でもまあ、ちょっと親に聞いてみとくよ」

　錦織の家の近所では、誰だれが言い出したのかは知らないが、国際的に指名手配されたテロリストが錦織の家の近くに忍んでいて、その逮たい捕ほに自衛隊が出動していた、というまことしやかな噂うわさが流れている。旅行から帰ってきた錦織の母や妹は、現場に居合わせなかったことをものすごく悔しがっていた。

「閣かつ下か、錦織くん、おそよ――」

　賑にぎやかな声と一緒に、六りく道どうと米倉が秘密基地へ入ってきた。

　錦織はチラッと米倉に視線を送る。まだ、米倉が両親を説得できたかどうか、その結果を教えてもらっていない。

　米倉はいつもの椅子に座りながら、錦織を上目づかいで見返す。机つくえの上で、小さくＶサインを作った。

　錦織はホッと息をつく。後で詳くわしい情報は聞こうと思った。

「閣下、それで今日の集合の目的は？」

「うむ。ハラグロには既すでに聞いたのだが、先週の土曜日に出動していた自衛隊について、何か知っている者はいないか聞こうとしていただけだ。国が我われ々われの『新世界構こう築ちく』を察さつ知ちし、作戦を発動した可能性もないわけではない」

　輝夜かぐや以外の全員が、「それはない」という顔をしていたが、誰も口にはしなかった。

「先週の土曜日？　う――ん、六道はその日はずっと家にいたんだよね」

「む、六道もか。錦織もそうだったが、あんな天気のいい日に若い者がずっと家に引き篭こもっているなんて、不健康ではないか」

「閣下は外出してたの？」

「うむ。実は駅前の文房具屋がまた、フリップボードを仕入れるようになったので、買出しにでかけていたのだ」

　人の引き篭りを言えるほど健康的な行動でもないだろ、と錦織は思った。

「そういえば、土曜日、あいふぉんは何してたの？　一度、電話したけど、なんだか鳴らなかったけど」

「ええ。私も家にはいませんでしたから」

　米よね倉くらがちょっと恥ずかしそうな顔をする。

「え―――。どこか遊びに行くのなら、誘ってくれたらよかったのに」

「いや、遊びに行く、というのとは違うのですが――、ちょっと家出を」

　うつむきながら米倉は舌を半分、出した。



    

  
    
      


３　梢、大事件！





「ふっふっふっ」

　ある平日の、午後の錦にしき織おり邸てい。ハラグロこと錦織貴たかしの部屋で、制服姿の女の子が一人、怪あやしげな笑い声を上げていた。

　パッチリとした大きな瞳ひとみ、小さな鼻、桃色の薄うすい唇くちびる。リボンで結わえた長いツインテールが腰こしまで伸びている。整っているが至る所に幼さの残る顔は、美人というより可愛かわいいという表現が似合いそうだ。

　錦織梢こずえ。貴の妹である。

「ふふっ。ふふふふ」

　梢は不ふ可か思し議ぎな笑い声を上げながら、カーテンが閉じられた薄暗い貴の部屋を進んでいく。本日、貴が帰ってくるのは夕方以降であることは調査済み。それまでは何をやっても大丈夫のはずだ。

　梢は貴のベッドに近くと、布ふ団とんの中に潜りこんだ。

「むふふふ。お兄にいちゃんの匂におい」

　梢こずえは猫ねこのように口を丸めて、モフモフッと息を吸う。時々、こうやって兄の部屋へ侵入しては、ベッドに潜りこむのである。

　梢はお兄ちゃん大好きっ子なのだ。どのくらい好きかと言うと、すべての男の子の基準が兄である。兄の容姿や性格に近ければ近いほど高評価、というくらい好きなのだ。ところが、同級生の男子に貴たかしに近い人物は一人もいないので、実際のところ誰だれも眼中にないという状況である。それくらい、お兄ちゃんが好きで好きでしょうがない。

「スハ―――」

　梢は鼻を大きくして、布ふ団とんの中の匂いを肺へ吸いこむ。

「むっ？」

　突然、不審の表情になると、猫のような素早い動きで上体を起こした。

「お兄ちゃん以外の匂いがする」

　鼻をベッドのクッションに近づけて、くんくんと匂いを嗅かぐ。家に存在するはずのない、シトラスのシャンプーの香りがわずかに感じられた。

「一体、いつこんな匂いが……」

　梢は顎あごに手を当てて考える。先週の金曜日に侵入して匂いを嗅いだ時点では、こんな臭においはしなかったはず。

　ハッと顔を強こわ張ばらせる。

「まさか、週末にお兄ちゃんが女の子を連れこんだとか？」

　先週末、梢は母親と一緒に温泉旅行に行って留る守すだったのだ。貴が特定の女子と付き合わないことにしてることは知っている。だが、急にポリシーを曲げることだってあるかもしれない――。

「落ち着け、梢。匂いだけで連れこんだとは限らないんだから」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら、自分に言い聞かせようとする。

　何しろ兄、貴はモテる。同じクラスに突然、家に押しかけてくる不ふ埒らちな女共がいても不ふ思し議ぎではない。最近も、貴に纏まとわりつく女が二人ほどいることは認識していた。

「まあこの件については、直接お兄ちゃんを詰きつ問もんするとして――」

　梢はベッドから下りた。

「では、お待ちかねの、クローゼットチェック！」

　一人でそんなことを言いながら、クローゼットへ接近していく。

　ノブに手をかける。いつも通り、鍵かぎがかかっている。

　梢はヘアピンを鍵穴に入れた。何回か穴の中でヘアピンを動かすと、カチッと音がして鍵が開く。

　自分の部屋の同じタイプのクローゼットで散々練習して、習得したのだ。

「クローゼットの鍵かぎを替えないのは、お兄にいちゃん、まだまだだよねー。じゃ――ん。ご開帳」

　クローゼットを開けて、突っ張り棒にハンガーでかけられた服の奥に顔を突っこむ。

　積み重ねられた大量の黒手帳の山が現れる。貴たかしがつけている秘密手帳・『ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ』の過去ログだ。

「今週も異常なしっ！」

　梢こずえは手帳をパラパラと開きながら、指差し確認のポーズをとる。

　貴が多くの人間に思われているような完かん璧ぺきな優等生でないことを、梢は知っていた。実はものすごいハラグロで、自分の利り益えきのために優等生を演じていることを。

　だが梢は、「だからこそ、ますますお兄ちゃんが好き」なのだ。

　手帳の山の中から、中学時代の『ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ』を取り出し、読み始める。

　クラスメイトの強みや弱点の書かれたプロファイリングを見ていると、梢はウキウキしてくる。

「ああん、もう。お兄ちゃんったらハラグロなんだから！」

　クネクネッと身み悶もだえした。優しげに目を細めながら、手帳をパラパラとめくっていく。梢は自分が兄の秘密を知っていることを、貴に伝えていない。梢の前でも優等生を演じようとする兄の姿も好き、という理由からだ。

「いや、今日はそんなことよりも、調べないといけないことがあったんだった」

　梢は手にしていた手帳を山へ戻す。

「調べないと。輝夜かぐや真ま央おについて――」

　貴が高校に進学して以来、時々、出てくるその名前。調査により、貴のクラスメイトであることまでは分かっているが、それ以上のことが分からない。

　兄はその輝夜真央と、ただならぬ関係にあるような感じがするのだ。それも、その関係は男女の関係のような単純なものではなく、もっと複ふく雑ざつなもののような予感。

「それが何なのか知りたいのだけど――」

　最新の『ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ』を見つけることができれば、きっと輝夜真央について書いてあるはず――。

　だが、錦にしき織おりが高校へ進学して以来、新しい『ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ』がこの場所に保管されることはなくなった。中学時代は、三さんヶか月げつに一度、ビッシリ書きこまれた手帳が追加されていたにも拘かかわらず。

「やっぱり増えてないなあ。もしかして、お兄ちゃん、梢にここを見られていることに気がついて、ここに隠すの止やめちゃったのかなあ」

　だが、だとしたら、他ほかに新しい隠し場所を作ったはずである。貴の性格上、学校に隠すなどというリスクをおかすとは思えない。

「とは言っても、この部屋に他ほかに隠し場所なんてないし……」

　もしかしたら、高校に進学してからは秘密手帳をつけてないかもしれない。だとしたら、今後、貴たかしの秘密を探ることはできなくなる。

「うーん。でも、もうちょっとだけ探してみるか」

　梢こずえはクローゼットの中へ潜りこんでいく。

「おっ、こんなところに怪あやしい箱、発見！」

　秘密手帳の山のさらに奥の端はしだ。ミカン箱サイズのダンボール箱があった。クローゼットの外に引っ張り出して、開けてみる。

「わっ、こんな所にアルバムあったんだ」

　デジカメの普及で今や絶滅寸前になっているアルバムが、何冊も詰められていた。

「へえ」

　梢はアルバムを開く。思い返してみると、錦にしき織おり家のアルバムを見るのはこれが初めてだ。

　新婚の頃ころの、父母の写真が最初に現れる。

「うわあ、パパ、まだ毛がふさふさしてるー。今よりかっこいい」

　梢は歓声を上げた。アルバムは時代順に並んでいるようだ。

　両親の結婚式や新婚旅行の写真に続いて、赤ちゃんの写真が現れる。

「これ、お兄にいちゃんかあ。可愛かわいい!!」

　梢は目をキラキラと輝かせた。

　赤ちゃんの兄の写真が続いていく。

　幼稚園に入るお兄ちゃん――。

　小学校に入学するお兄ちゃん――。

「よいではないか、よいではないか！」

　梢はヨダレを垂たらしそうな勢いで、貴の写真を食いいるように見つめる。次し第だいに成長していく兄の姿に、『お兄ちゃん萌もえ』のパワーが、どんどん大きくなっていく。

「でも、あれ？？」

　梢は首を傾かしげた。

　パラパラとアルバムのページをめくっていく。

「ない。どこにもない！」

　叫びながら、他のアルバムにも手を出す。

「なんで赤ちゃんの梢の写真が、一枚もないの？」

　愕がく然ぜんと目を見開く。

　貴と梢の歳としの差は二歳。貴が幼稚園に通う頃には、とっくに生まれているはず。にも拘かかわらず、赤ちゃんの梢の写真が一枚もない。二人目になると熱心に写真撮影をしなくなるとは言うが、まったくないというのは不自然だ。梢こずえが小学校に上がったくらいから、ようやく家族写真に現れる程度。

「どうして？　なんでないの？　ファーイ？」

　兄専用のアルバムということではない。アルバムは全すべて時代順になっていて、貴たかしが生まれた後も父母のツーショットや母一人の写真はある。

　しかし、幼い梢の写真だけはない。

「こ、これは――」

　梢は真まっ青さおな顔を震わせる。それから一つの結論に至った。

「梢は、この家の子じゃない！」

　貰もらい子ご、もしくは拾い子――。

「ってことは、ってことは、ってことは、ってことは、ってことはあ―――――――――――――――――――――――!!。梢とお兄にいちゃんは、血の繋つながっていない兄妹きようだい!?」

　梢は口をパカッと開けて、呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げた。



　　　☆



「今日の夕飯は梢ちゃんの大好きなカレーコロッケです！」

　夕飯時――。ダイニングテーブルには、母・錦にしき織おり菫すみれと部活から帰ってきたばかりの貴と梢がついていた。

　特製のカレーコロッケ。母の言葉通り大好物なのだが、梢の気持ちは高まらない。箸はしでコロッケを分解するだけで、中々、口へ運ぼうとはしなかった。

　梢の前の席では、貴がモクモクとご飯を食べていた。いつもの梢なら『ご飯を食べるお兄ちゃん萌もえ』をおかずにして、ご飯を二杯はいけるのだが、今日は気が乗らない。というのも――、

　お兄ちゃんとは血が繋がらない兄妹。

　かもしれないから。

（はあ）

　兄の顔を眺めながら、梢は心の中でため息をつく。できればずっと知らずにいたかった辛つらい真実である。

「ねえ、ママ」

　梢は、自分のお代わりのご飯をよそっていた母の方へ、顔を向けた。

「梢ちゃんもうお代わり？　あら、今日はお兄ちゃんがいるのにご飯があんまり進んでないのね。おやつ、食べすぎちゃったとか？」

「そんなことはないんだけど……」

「確かに。まだ梢こずえがお代わりをしてないなんて、珍しいな。大たい抵てい、オレがご飯を半分食べた頃ころに、二回目のお代わりをしているのに」

　貴たかしまで不審の表情を浮かべていた。

「梢、そんなに早はや食ぐいじゃないよ！」

「オレが一杯しか食べないのに、毎晩米を三合も炊いているのがいい証拠じゃないか。ったく、母娘揃おやこそろって痩やせの大おお食ぐいなんだから」

「梢、そんなに大食いじゃないよ！」

　梢は主張したが、貴は取り合おうとしない。確かに貴の言う通り、梢はよく食べる。だが、食べても食べても太らない、古いアメ車並みに燃ねん費ぴの悪い体をしているのだ。

「む―――――。で、そ――じゃなくて！」

　気を取り直して、また菫すみれの方を見る。

「ママ、私の、赤ちゃんの時の写真って、持ってない？」

　ピタッ――。

　特大のお茶ちや碗わんに、しゃもじで山のような白いご飯を盛っていた菫の手が止まった。

　顔に明らかな動揺の色が走っている。どんな時でも、梢が箪たん笥すから貴のトランクスを取り出してニヤニヤと笑っていたのを目撃した時も、貴の家庭訪問でやってきた美人教師に向かってエアガンを向けた時も、落ち着き払っていたあの母が、明らかに焦あせっている。

「ど、どうして？」

　菫は唇くちびるの端はしをピクピク痙けい攣れんさせながら、微笑ほほえんでみせた。

「今度、学校の倫理の時間に必要になりそうなんだ」

「今度というのはいつですか？」

「う――ん、来週？」

「なるほど」

　ほんの少し、菫が安あん堵どしたように思えた。来週であることにどんな意味があるのか、梢にはよく意味が分からない。

「それでね、梢、なんとなく思ったんだけど」

　梢は菫の顔をジーッと見つめる。

「よく考えてみると、梢、自分のちっちゃい時の写真、見たことない気がするんだよ。気のせいかもしれないんだけど」

「き、気のせいです！」

　菫は言い切った。

「ほんとに？」

「ええ、本当です。きっと、あります！」

　自分に言い聞かせるように頷うなずいていた。いつの間にかしゃもじを持った手の動きが再開していたが、ご飯の注つぎ過ぎで、『日本昔話』に出てくるおまんまのようになっていた。

（こ、この緊張感。マジなんだ――）

　梢こずえは確信する。自分はこの家で生まれた人間ではない。どこか別の家の人間で、貰もらい子ごか拾い子なのだと。

「じゃあ、写真、出してくれるよね？」

「もちろんです。ただ、押入れの整理をしないと出てきませんから。今すぐってわけにはいきません」

「うん、別に授業の日までに出てくればいいから」

　これ以上、母を追い詰めるのは可哀かわい相そうだと思い、梢は言うのを止やめる。

「お兄にいちゃんは――」

　貴たかしの方を見た。

「ん？」

「お兄ちゃんは見たことある？　梢の、赤ちゃんの時の写真」

「お、おう。あるような気がするぜ」

「そっかー。梢の勘かん違ちがいなのかな」

「ああ、そうだと思うぜ」

「じゃあ、いいや」

　そう言って、梢は食事を再開する。菫すみれと貴がホッとしたのが、ビンビンに感じられた。

　細こま切ぎれになったカレーコロッケを口に運びながら、梢は衝撃を受けていた。

（まさか、お兄ちゃんも知っていたなんて――）

　自分では気がついてないようだが、貴は心が乱れている時、眉まゆを動かす癖くせがある。写真を見たことがあるような気がする、と答えた時、貴の眉の端はしがピクピクと動いていた。明らかに動揺していたのだ。

（ってことは、お兄ちゃんは、ずっと昔から、梢を妹として見ていなかった？）

　そんな事実に気がつき、梢は愕がく然ぜんとする。

　反応を見て萌もえるために風ふ呂ろ上がりにバスタオル一枚で兄の前を歩いたり、兄の箪たん笥すのトランクスの中に梢のパンツを忍ばせたりした時のことを思い出す。

（あ――んなことや、こ――んなことをした時も、お兄ちゃんは梢のことを妹としては見てなかったかも、ってこと――――!?）

　梢は心の中で叫ぶ。

　今夜の夕飯は、食べ終わるのに時間がかかりそうだった。



　　　☆



「ウフ、ウフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフウフフフ」

　夕飯の後入ったお風ふ呂ろの中で、梢こずえは怪あやしい笑い声を漏らしていた。

「まさか。まさか梢とお兄にいちゃんが、血の繋つながらない兄妹きようだいだなんて！」

　体を武む者しや震ぶるいのようにプルップルッと震わせる。湯船から半分ほど顔を出した胸の膨ふくらみが、浮いたり沈んだりしていた。口の端はしからヨダレが垂たれそうになっている。

　既すでに梢の中では既成事実になっていた。あの母の動揺。兄の焦あせり。ビンゴ。梢と貴たかしは血の繋がった兄妹ではない。

「キタコレ！」

　思わず叫んでしまう。

　大好きなお兄ちゃんが実はお兄ちゃんではなかった。歳とし上うえの異性だった。それも大好きな。

「つまりゲーム的に言えば、『梢攻略フラグ』が立ったってことだよねっ！」

　両手を握りしめ、体をワナワナと震わせながら、梢は意味不明なことを呟つぶやく。

「しかも毎日一つ屋根の下で寝ているから、他ほかのヒロインたちに対し地ち政せい学がく的に圧倒的に有利ってことですよ、奥さん!!」

　水泳のようにバシャバシャと湯の表面を叩たたく。貴がこの場にいたら、「誰だれだよ、奥さんって！」とツッコミをいれているところである。



    

  
    
      



    

  
    
      「しかも、血が繋つながっていないってことは、け、け、け、結婚だってできちゃうってことですよ、奥さん！」

　早くもそんなところにまで発想が飛んでいた。もともと梢こずえは、ほんの少し妄もう想そう癖へきがある娘だった。

「でも――」

　ハタと急に冷静になって、湯の表面を叩たたくのを止やめる。

「でもお兄にいちゃんは、本当にこのことを知ってるのかな？」

　先ほどの兄の態度は明らかに知っている様子だったが。

「でも、だとしたら、もし知っているのだとしたら？」

　梢が過去に貴たかしに行ってきた数々のイタズラ。貴の背中に胸を押し当てたり、気がつかなかったフリをして、兄の入る風ふ呂ろに入ったりしたことは……。

「お兄ちゃんは、梢が悪さをするたびにドキドキしてたって、そういうこと？」

　それはちょっと困ると、梢は思う。

「だって、あれはみ―――んな、お兄ちゃんだからやったことなんだから」

　もし兄でなかったらただの異性だったら、あ――んなこともこーんなことも、しなかったのだ。

　そんなことをしたら、

「梢、淫みだらな女の子になっちゃうもの!!」

　お風呂の天てん井じように向かって叫ぶ。

　攻略（される）フラグが立った今、もう二度と貴に対して今までのようなイタズラはできない。部屋に侵入して、ベッドに入りこむなんてもってのほかだ。

「でも、一つ屋根の下に住んでいる以上、事故はつきものだよね」

　梢がやってきたイタズラのようなことが、ハプニングで起きてしまうことはある。「不幸な事故」に見せかけて、これからも今まで通り貴にイタズラをすることはできるはずだ。

「ウフフ。ウフフフフ――」

　思わずニマニマと怪あやしい笑みを浮かべてしまう。

　イタズラを積み重ね、一緒に住んでいる地の利を活いかすことができれば、大量に存在すると思われるライバルたちに差をつけることができるはず。

「お兄ちゃん、ゲットだぜ！　グフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ」

　ブクブクブクブク――。

　笑いながら湯船の中に潜る。湯に浸つけた鼻から気き泡ほうを発生させて、高まった気持ちを紛まぎらわせようとする。

　その時――。

　脱衣所の扉が開かれる音がした。

「梢こずえ――、今、出てくんなよ」

　貴たかしの声だ。磨すりガラスの向こうに、その姿がボンヤリと映っていた。

（チャ――ンス！）

　風ふ呂ろの扉を開けて貴を驚おどろかせ、意図的に「不幸な事故」を引き起こし、梢ルートを構こう築ちくする絶好の機会だ。

　ところが、

（なんでお兄にいちゃんが、脱衣所に？　は、まさか入ってこようとしてる!?）

　機会を喜ぶ気持ちよりも、そんな気持ちが梢の思考を支配した。羞しゆう恥ち心しんが溢あふれ出し、のぼせたように首から耳の先までが真まっ赤かになった。

　そして、

「キャ―――――――――――――――――――――――――――――――！」

　黄色い悲ひ鳴めいを上げた。

「キャー？」

　貴が不ふ思し議ぎそうな声を出していた。梢も、どうして叫んでしまったかよく分かっていなかった。

「やめて、お兄ちゃん！　入ってこないで―――!!　覗のぞくのも駄だ目め！」

　自然とそんな言葉を叫んでいた。

「いや、入りも覗きもしないし」

「じゃあなんでそんなところにいるの？　ハッ、もしかして梢のパンツを盗む気でしょう？　盗んだパンツを頭に被かぶるつもりなんでしょう？」

「いや、盗まないし被りもしないって。ってか、どこからそんな発想が出てくんだよ。母さんがバスタオルを持っていってやれというから持ってきただけだ」

「バスタオル？」

　そう言えば、お風呂に入る前、確かにいつもの置き場にいつものバスタオルがなかったような気がする。

「つーか、梢、大丈夫か？　長湯のし過ぎで、頭がおかしくなったんじゃないか？　オレが梢の風呂に入るわけねーじゃん」

「でもこの前、堂々と入ってきたよ？」

「入ってねえよ！　お前がどうしても新しい石せつ鹸けんを入れてくれって言うから、ちょっとだけ開けた隙すき間まから石鹸を投げこんだだけだろ!?」

「そうだったっけ？」

「お前なあ……。今日はどういう趣向なのか知らないが、あんまり大きな声を出すなよ。ご近所に聞かれたら、何なに事ごとかと思われるぞ」

「……はーい」

「バスタオルは置いておいたからな。あと、ほどほどで上がれよ。長湯は体によくないからな」

　そう言い残して、貴たかしは脱衣所から出ていった。

　梢こずえは口を押さえていた。

「い、今、こ、梢ったら――」

　貴がお風ふ呂ろに入ってくると考えた瞬間、自然と羞しゆう恥ち心しんに体が包まれていた。いつの間にか悲ひ鳴めいを上げていた。

　イタズラをする絶好の機会だったのに！

「ま、まさか、もうお兄にいちゃんのことを、お兄ちゃんと思えなくなってる!?」

　梢は驚おどろいていた。

　血が繋つながっていないことが分かっただけで、貴を兄ではなく普通の男の子として考えている。裸を見られたくないという、ごく当たり前の恥ずかしいと思う気持ちが湧いてくる。

「これじゃあ……、これじゃあ」

　湯船の中でワナワナと体を震わせる。

「これじゃあ、お兄ちゃんにイタズラができない。せっかく一緒に住んでいる利点を活いかせない!?」

　梢は愕がく然ぜんとして、両手で頬ほおを押さえるのだった。



　　　☆



　翌日、六時間目の授業が終わると、梢はすぐに学校を出た。

　友人たちの間で帰宅部なのは梢だけ。部活する時間があるくらいなら、早く家に帰って兄の部屋に侵入するか、勉強の邪じや魔まをすることに費やしたい。『帰宅部』のことを梢は友人たちに『兄あに部ぶ』と説明していた。

　今日は兄が早く帰る曜日。いつもなら大急ぎで家に帰るのだが、今日はそんな気になれない。

「はあ――――――――――――――――――――――――――――」

　学校と自宅の真ん中くらいにある小さな公園。そこのブランコに座って、梢はため息をつく。

　顔を上げて、薄うす桃もも色いろの唇くちびるをポッカリと開けた。雲一つない秋の空を背に、赤とんぼが飛んでいた。

「まさか梢がこんなにセンチだなんて……。もう、これからはお兄ちゃんにイタズラできないなんて……」

　貴も梢も、人自体はなんら変わっていない。なのに真実を知ってしまうだけで、こうも変わってしまうとは。

「これじゃあ一つ屋根の下に住んでいても駄だ目め。兄妹きようだいだったことが、かえってラブの重おも荷にになってしまうかも!?」

　梢こずえは首を振る。

「せっかくフラグが立ったのに」

　悔しそうに唇くちびるを噛かんだ。

　きっと気の持ちようで変わる。考え方を変えればきっと貴たかしに対して今まで通りに接することができる。今まで通りにイタズラができるはずなのだ。なのに――。

　誰だれか相談できる相手がいたら、と思う。とはいえ、学校の友人たちに、血の繋つながらない兄妹のことについての相談はちょっと重すぎる気がした。

　梢はふと、砂場で遊ぶ子供たちへ目を向ける。

「あのくらいの歳としの頃ころ、梢はまだ錦にしき織おり家には来てなかったのかもしれない」

　そんなことを思いながら、一人、センチになる。

　と――。

　それまで熱心に砂場にトンネルを掘っていた子供たちが、急に立ち上がった。砂場だけでなく、滑り台で遊んでいた子供たちも、帰り支度を始めている。

　公園の時計の針は十六時を少し過ぎた辺あたり。一斉に帰るには中途半端な時間だ。

　帰ろうとしていた小学校低学年くらいの男の子が、ジャングルジムからなかなか下りてこない子に叫んでいた。

「早く下りた方がいいって。そろそろあの怖い姉ねえちゃんがやってくるぞ」

　その言葉を聞くと、ジャングルジムの男の子も、すぐに地面に下りて、他ほかのみんなと一緒に退散していった。

　いつの間にか、公園はブランコに乗った梢、一人だけになっていた。

「なに？　誰が来るの？」

　子供たちは怖い姉ちゃんと言っていた。どんな風に怖いのか分からないが、梢もあまり関わり合いにならない方がよさそうな気がする。

「帰ろうかな」

　だが、帰ると兄がいる。

　そう思うと中々、ブランコから立ち上がることができない。

　突然、生暖かい一陣の風が公園を吹きぬけた。

　梢は乱れた前髪を直しながら、公園の入口へ目を向ける。

　ハッと息を飲む。

　制服姿の女の子が立っていた。長い黒髪を風になびかせていた。涼しげな瞳ひとみに、形のよい鼻、キュッと閉じた唇。

（綺き麗れいな人だ――）

　同性でありながらも、思わず見とれてしまうほどの美人。貴たかしと同じ紫し苑おん高こう校こうの女子の制服に身を包んでいる。

　だがその手には、容姿に似合わないような竹刀しないと、巨大なスポーツバッグが握られていた。

（怖い姉ねえちゃん、現れた！）

　梢こずえは胸の中で叫んだ。

　女の子は公園に入ってくると、グルリと園内を見回す。

　ブランコに座る梢と目が合う。

　梢は「あはっ」と愛あい想そ笑いを浮かべた。

　だが、女の子は梢を一いち瞥べつしただけで、巨大なスポーツ鞄かばんを近くのベンチに置く。それから竹刀を両手で構え素す振ぶりを始めた。

　梢は素振りをする女の子を、呆ぼう然ぜんと見守った。

（なんなんだ、あの人――）

　紫苑高校はこの辺では一番勉強ができる学校。いわゆる進学校である。あまり公園に竹刀を持ってきて、突然、素振りを始める生徒が在籍しているイメージはない。

「しかも、あの素振り出で鱈たら目め……」



    

  
    
      



    

  
    
      　貴たかしが剣道部なので、それなりに知識はある。その女の子の動きはどう見ても、剣道部の人間の素す振ぶりと違う。フォームを気にせず、横や縦にぶんぶん振りまわしている感じだ。

　そもそも持ち方からして変だ。

　ゴルフクラブを握るように、右手の小指と左手を絡ませている。まるで子供のチャンバラ。いや、それ以下。時々、空中に向かってジャンプしているのは、バトル漫まん画がの主人公の必殺技を真ま似ねているのではないか、と梢こずえは思う。

（なんなんだ、この人は――）

　首を傾かしげながらポケーッと見ていると、急に女の子が素振りを止めた。

　ギロッと梢の方を向く。

　こっちに来るようにと、手をパタパタと動かす。

（げげ。呼ばれちゃったよ……）

　梢は下を向いてやり過ごそうとする。

　チラッ。

　上目づかいで様子をうかがう。

　女の子はさらに強く、おいでおいでをしていた。顔がちょっと険しくなっていた。

（どどど、どうしよ――）

　無視して逃げようか、と思う。だが逃げたら、どこまでも追いかけてくるような気がしてならない。

「仕方ないか」

　梢はブランコから下りると、女の子の方へ向かっていった。

「あのお、なんでしょう？」

　不安そうに女の子の表情をうかがう。

　近づくとその長身を実感できた。兄の貴と同じくらい身長があるかもしれない。

　女の子は無表情で梢を見下ろす。怒っている感じではない。険しく見える雰ふん囲い気きは、この人にとってのデフォルトなのだろう。

「剣術の練習相手になって欲しい」

　ボソリと女の子は言った。

「はっ？」

　剣術ってなんだと思った。

「素振りだけではどうしても感覚が掴つかめないのだ」

「はあ」

　もうちょっと背景から話してもらいたいものだ。恐らく、単たん刀とう直ちよく入にゆうな性格なのだろう。

「ええっと……。練習相手って、具体的には何を？？」

「ただ立っていてくれれば、それでよい」

「はあ」

　それくらいなら付き合ってもいいか、と思う。どうせ今日は早く家に帰るつもりはないのだ。

「分かりました。じゃあ、付き合います」

「うむ。ではそこに立っていてくれ」

　梢こずえは女の子に指示された場所に、両手をピタッと体の横につけて立った。

「いいか、絶対に動くなよ。動くと命の保証はできない」

「えっ？　命？？」

「では、始めるぞ。ハァァァァァァァァァァァァァァァァァァ―――――――――！！！

！」

　女の子が竹刀しないを構えたまま、唸うなり声ごえを出しはじめた。

　本当に、腹の底から響いてくるような、低い唸り声を発している。女の子の体中がプルプルと震えて、顔が真まっ赤かに染まり、額に汗あせが浮かび始めていた。

「えっ？　えっ？　あの――、もしもし？」

「話しかけるな！　今、気を集中させているのだから」

「気？」

　梢は、練習相手を引き受けたことを後悔し始めた。しかし、今いま更さら断れそうにない雰ふん囲い気きである。

　もしかしたらこの人はすごい剣術使いで、人間離ばなれした剣術を使えるのかもしれない。漫まん画がのような特殊能力が使えるのかもしれない。そう考えるとあの奇妙な竹刀の持ち方も納なつ得とくできる。そんな風に考え始める。

「ハァァァァァァァァァァァァァァァァァァ―――――――――――――――！！！！」

　女の子の声が、さらに大きくなる。それに伴い体の震えも強くなり、赤かった顔はドス黒い感じの色に変化していた。

　そろそろなんか発射しそう。

　梢がそう思った時――、

「ハッ！」

　気合の声を上げて、女の子は竹刀を振り下ろした。

　竹刀が空くうを切る音がして、風が梢の耳のすぐ側そばを吹きぬけていった。

　振りぬいたまま下を向いてしまった女の子の長い髪が、孔く雀じやくの羽のように綺き麗れいな孤を描いて広がり、時間と共にパラパラと落ちてくる。

「かっこ……いい？」

　竹刀を振りぬいた女の子の姿が、なんとなくかっこいいような感じがした。

　でも、それだけだった。

　何も発射していなかった。足元の地面に亀き裂れつが入っているわけでもなく、空間を切り裂いたわけでもなさそうだ。

　事前の声の割に何も起きていない。

（はっ、もしかしてこの人が切ったのは、私の悩んでいる心――!?）

　最近読んだ漫まん画がに、そんなのがあった気がする。

　だが、そう思ってまた血の繋つながっていない兄妹きようだいの問題を思い出すと、やっぱり同じように悩ましくなった。ちっとも切られたような気がしない。

「あのお」

　梢こずえはおずおずと下を向いた女の子に話しかける。

「うん？　なんだ？」

　女の子が顔を上げる。なんとなく顔が満足そうだ。

「今のは一体、なんだったのですか？」

「気合の一撃だ」

「気合の一撃？」

「そうだ。プラプラと竹刀しないを振りまわしているだけではつまらないからな。時々、ああやって全力で振りぬいて、力を発散する」

「じゃあ、あの意味ありげな声は一体」

「お前も経験あるだろう？　気合を入れると自然にあんな声が出るものだ」

「そ、そうですか？」

「あんな風に声を出すと、なんか、こう――」

　女の子は竹刀を脇わきに挟はさむと、両手でボールを掴つかむような仕草をしてみせる。

「なにか竹刀から飛んでいきそうな感じがするじゃないか」

「なにか？？」

「だから波は動どうのようなものが」

　女の子は真剣な表情で言う。

「ああ、なんとなく分かります」

「だろう？　だから私は時々、ああやって全力で竹刀を振りぬくのだ。いつか、そういうものが出たらよいなと思っている」

　梢は「そうですねー」と答えながら、「いや出ないだろ。ってか、波動ってなんだよ」と思っていた。

「今日は練習相手の背が高かったので、いつもよりいい感じに振りぬくことができた。感謝する」

　女の子は額の汗あせを気持ちよさそうに手で拭ぬぐった。

　梢は二つの推論を導き出す。

　一つ、女の子は、普ふ段だんは小さなお友達を相手に練習しているから、怖い姉ねえちゃんとして恐れられていること。

　もう一つは、女の子はちょっと頭が足りてない可能性がある、ということ。

「さて。今日は満足がいく練習ができたので、これまでとするかな」

「そーですか。じゃあ、私はこれで……」

　去ろうとしていた梢こずえは、腕うでをガッと掴つかまれる。

「そう急ぐことはない。積もる話もあるだろう」

「いや、積もる話ないよ!?　さっき会ったばかりだよ!?」

「大事なのは過去をどれだけ積み重ねたかじゃない。その質だ」

「積もる話って最初に言い出したのはそっちじゃ……」

「私とお前は短い間だったが、濃密な時間を過ごした。だから話すことがある」

「あ――、ん―――。つまり、私に話し相手になれって、こと？」

「そーとも言う」

　梢はカクンとうな垂だれた。

「分かった、付き合うよ。それで、どこで話すの？　あそこのベンチ？」

「いや、いい場所を知っている」

　女の子はニヤリと笑った。



　　　☆



「いい場所って、ファストフード店じゃん」

　女の子に連れて来られたのは、公園からほど近いハンバーガー店。全国展開している大手チェーンである。

　もっと変な場所に連れていかれるのかと心配していたので、梢は少し拍子抜け。アイスコーヒーだけ買って先に席で待っていた。

「何が入っているんだろう」

　女の子が席取りに使っている、大き過ぎるスポーツバッグに目をやる。テニスラケットが入っているわけではなさそうだ。その横に剥むき出しで立てかけられた竹刀しないも、ちょっと異い様ような感じで恥ずかしい。

「待たせたな」

　しばらくして女の子は席に現れた。

　トレイに積み重ねられたハンバーガーの山を見て、梢は遅かった理由をなんとなく理解する。照り焼きバーガーばかり五個。どう見ても食べ過ぎ。カロリーオーバーだ。

「よく食べられるね。痩やせてんのに」

「いい運動をした後だからな」

「ああ、なるほどー」

　答えながら、梢こずえは肩をすくめる。あの短時間のチャンバラの素す振ぶりだけでは、ハンバーガー二個分のカロリーも消費しないだろう、と思う。

　女の子は席につくと、目をキラキラ、顔をテカテカさせてハンバーガーの紙包みを開く。ハンバーガーにパフと噛かみつくと、実に美お味いしそうに食べ始めた。

　ファストフードのチェーン店のハンバーガーを、ここまで美味しそうに食べる人を見たのは、梢は初めてだ。よく食べる上に、食べる速さもすごい。パフパフ言いながらたちまち一つ目のハンバーガーを食べ終わると、二つ目に着手する。

　女の子は、美味しそうにハンバーガーを頬ほお張ばりながら、その間かん、一言も発しない。全力で食べている感じだ。

　梢はアイスコーヒーをストローで吸いながら眺めていたが、女の子が三個目のハンバーガーの包みに取りかかった時、堪たまらず、声を出した。

「あのお」

「バフ？」

　女の子はハンバーガーを口にくわえたまま、顎あごを動かす動作を止める。

「なんか話したいことがあって、私を誘ったのでは？　このままじゃハンバーガーを食べるのを見るだけで終わりそうだけど」

「いぐそぐなおごたいぞ」

「咀そ嚼しやくしてから喋しやべった方が――」

　女の子は梢の言葉に従って、超高速で咀嚼する。グッと口の中身を飲みこんでから、梢の方を見た。

「実は、お前をスカウトしたいと思っているのだ」

「はっ？」

　梢は口をパカッと開けた。スカウトといえば芸能プロダクションとかスポーツとか、そういうのしか聞いたことがない。だが、その女の子はそのどちらとも関係がなさそうだ。

「スカウトって何の、ですか？」

「うむ」

　女の子は持ってきていた巨大なスポーツバッグのチャックを開くと、中から四角いボードを取り出した。

「実は私はこういうことをしている人間なのだ――」

　ボードをテーブルの上に置く。

　極太のマジックペンで、『新世界構こう築ちく』と書かれていた。

「実は志こころざしを同じくする人間を現在募集――」

「お断りします」

　梢こずえは椅い子すから立ちあがり、そのまま立ち去ろうとする。その腕うでをガシッと掴つかまれる。

「まだ何も言っていないではないか」

「私、無宗教なんです」

「『新世界構こう築ちく』は宗教ではない」

「みんなそう言うって、お兄にいちゃんが言ってました」

「いいから、話を最後まで聞け。そうすれば、どういうものか分かるはずだ」

　女の子はスポーツバッグの中からフリップボードの束を出そうとする。

　ザワザワと周囲のテーブルの客たちがざわつく。何が始まったのかと、梢や輝夜かぐやのボードに好奇の視線を向けていた。

「分かった。もう、帰ろうとしないから、ボードは全部仕し舞まって」

　梢は顔を真まっ赤かにしながら、首をパタパタと振った。

「むっ。しかし、まだ私は何も説明していないのだが」

「いいから。その辺は、口で説明して」

　梢は椅子に戻ると、テーブルの上のフリップを女の子の方へ押しやった。

「むううう」

　女の子は実に不満そうに口をへの字に曲げていたが、言われた通りボードをスポーツバッグに戻す。

「よかろう。ならば、口で説明するとしよう」

「はあ」

　女の子は語り始めた。

『大衆はコブタだ』から、話は始まった。

　すぐにでもその場から逃げ出したい気持ちになりながらも、梢は一応、女の子の話に耳を傾かたむける。

　途中、何度も意味不明な用語が出てきたが、次し第だいに女の子が何を言わんとしているのか分かってくる。要するに、この女の子はこの世界を支配して、新世界の王になろうとしているということだ。結構、本気で。

「――というわけだ。そして、その栄はえある新世界構築のメンバーの一人に、お前を選んでもよい、と思っている」

　女の子は真剣な目で梢を見てきた。

「えっと、その――」

　自分のコメカミを、梢はグリグリとやった。なんて答えるか、悩む。もちろん返事は「ノー」。だが、言い方の問題だ。下へ手たに刺激すると、また、フリップを取り出して熱く語りだす可能性があった。

「答える前に一つ、聞きたいのだけど、どうして私？」

「それは私にもよく分からないのだが――。つまり、（モグモグ）、お前を見た瞬間（モグモグ）、ピンときたのだ」

　ハンバーガーを咀そ嚼しやくしながら女の子は話す。

「こいつは使えると」

　ビシッと指差してきた。

「いや、使えるって何が？」

「お前、異能力や超能力に覚えがあるのでは？」

「ないない」

　梢こずえはパタパタと手を振った。

「自覚がないだけで、実は能力を発揮している、ってことはないか？　周囲で奇妙なことが起きたりしたことは？」

「ないっす」

「う――――む。妙だな」

　女の子は顎あごに手を当てた。

「いや、妙って。というか、なんで。どうやったらそんな風に思えるの？　私が超能力者だって」

「勘だ。お前を見た瞬間、ピピッときた」

「もしやそれは、一ひと目め惚ぼれというヤツでは？」

「そういうのとは違う」

「うわあ、素すで返されたよ」

　梢は下を向いてボソリとつっこむ。

「お前を見た時に覚えたのは、そうだな。なんというか初めて会ったのに、前から知っていたような感覚というか、そういうものだ」

　女の子は頷うなずく。

「はあ。でも、それと超能力者とどういう関係が？」

「よく分からないが……、私は有能な部下になりそうな人間以外のことはすぐに忘れる。見覚えがあるということは、過去にも異能力者として、部下候補にしたのかもしれない、と脳が勝手に考えたのかもな」

「そんな適当な……」

「お前、以前、私に声をかけられたことは？」

「ないっす」

「そうか」

「あと、仲間になることも今のところ、興味ないかなあ」

「むう」

　女の子は残念そうに唇くちびるをすぼませる。

「ごめんね。力になれなくて」

「問題ない。断られるのにはなれている」

　サバサバと言いながら、新たなハンバーガーにかぶりつく。そのどこか強がっているような態度に、梢こずえはほんの少し親近感を覚えた。

「あのさあ」

　ポツリと言う。

「こっちの話も聞いてくれたりする？」

　上目づかいで女の子を見る。

「別に構わないが」

　女の子はハンバーガーを食べながら、肩をすくめた。

「私には大好きなお兄にいちゃんがいたんだけど」

「いた、ということは過去形だな」

「うん。過去形なの。今はお兄ちゃんではなくなった」

「というと？」

「実は血が繋つながっていないことが分かったの」

「ほほう。いわゆる血の繋がっていない兄妹きようだい、というヤツだな」

「そう。いわゆるそれ」

「ふむう」

　女の子は興味深そうに目をキョロキョロとさせた。意外にも、こういう話に関心があるらしい。漫まん画がでも読んでいるのだろうか。

「それでね。問題は私がお兄ちゃんのことを大好きだったってこと」

「はあ」

「たぶん、お兄ちゃんも梢のことを憎からず思っていてくれると思うの」

「仲なか睦むつまじくて結構なことだ」

「だから血が繋がってないということは、自分にとってラッキーなことのはずなの。血が繋がってなかったら、ラブラブになっても問題ないしね」

「まあ道理だな」

「でもね、お兄ちゃんはかっこいいから結構モテモテで――」

「ちょっと待った。すまないが、要点を言ってくれないか。話が色んな方向に飛びすぎて、よく見えてこない」

　最後のハンバーガーを食べ終えた女の子が、イライラしたように言った。話を聞く、と言った割に、堪こらえ性しようがないらしい。

「ええっとつまり……」

　梢こずえは唇くちびるの下に指を当てて、自分が何を言いたいのかを考えてみる。

「つまり、私は大好きなお兄にいちゃんとラブラブしたいんだけど、血が繋つながっていないことが分かったせいで、前と同じようにお兄ちゃんに仲良く接することができなくなって、困ってる。そんな感じかな」

　たぶん、今の自分の気持ちを端的にまとめられた、と思う。

　すると女の子が不ふ思し議ぎそうな顔で首を傾かしげて、それから考えるように腕うでを組んだ。それから「う――む」と唸うなり出す。

　梢は女の子の表情を不思議そうにうかがった。

「もしかして……、言ってる意味、分からないとか？」

「いや、分かることは分かるのだが」

「？」

「なんで以前と同じように兄に接することができないか、よく理解できない」

　肩をすくめる。

「いや、だって、お兄ちゃんがお兄ちゃんじゃなくなったんだよ？　そりゃあ気の持ちようとか変わっちゃうよ」

「そんなものか？　だって新事実が明らかになっただけで、二人自体は何も変わってないのだろう？」

「それはそうだけど」

「だったら今まで通りにベタベタ接すればいいじゃないか」

「いや、そんなベタベタしまくっていたわけでは」

「今までも、兄のことを血が繋がっているという理由だけで好んでいたわけではないのではないか？」

「う、うん」

「だったら事実が明らかになっても何も問題ない。問題解決だ」

　女の子は、照り焼きソースのついた親指を舐なめながら頷うなずいた。

「そんな風に割りきれたらいいんだけどねえ」

　梢はため息をつく。

　女の子の言っていることは正しい。まさにその通り。

　血の繋がらないことが分かっても、貴たかしや梢が変わるわけではない。今まで通りに接してよいはずだ。梢にもそれは分かっているのだ。

（でも、それができないんだよねえ）

　梢は遠い目で女の子を見つめながら思う。

（もし、梢がこの人みたいな性格だったら、何も考えずお兄ちゃんにアタックしてるんだろうな）

　と。



「では、ここで解散だな」

　ハンバーガーショップの前の歩道で、梢こずえは女の子と向かいあって立っていた。ハンバーガーを食べ終わると、女の子は梢を引きとめようとはせず、案外すぐに解放してくれた。

「また、何かの縁で会ったら」

　女の子は風で煽あおられた前髪を掻かきあげた。

「また勧かん誘ゆうする可能性があるから、その時までにゆっくり考えておいてくれ」

「うん、分かった。でもあんま期待しないでね」

「うむ」

　女の子は頷うなずくと、右手を差し出してきた。梢は握り返す。

　どうしてさっき会ったばかりなのにこんなに友達な感じになっているのか、不ふ思し議ぎな気がした。

「じゃあ」

　女の子は唇くちびるの端はしだけ小さく上げる微妙な笑顔を見せると、回れ右をする。フリップボードが入った大きなスポーツバッグと竹刀しないを持って、風を切るように去っていく。

　小さくなっていく女の子の背中を見ながら梢は呟つぶやく。

「あっ、名前聞くの忘れてた」

　だが、そう遠くないうちに知ることになるような気がした。



　　　☆



「問題じゃない……、かあ」

　謎なぞの女の子と出会った日の夜。お風ふ呂ろから上がって、パジャマに着替えた梢は、ベッドの上に体育座りして枕まくらを抱っこしていた。

「そんなこと言われても、絶対に無理だよね」

　今日の夕飯の時も、ほとんど貴たかしの顔を直ちよく視しすることができなかった。本人を見ると色々と考えてしまう。今までのような目で見ることはできそうにない。

「だってつい最近まで」

　大好きなお兄にいちゃんだと思っていたのだ。この大好きの部分とお兄ちゃんの部分は、どうしても切り離はなせない。お兄ちゃんでなくなった瞬間、以前と同じようには接することができない。

　貴の部屋と自分の部屋を隔てる壁を、梢は見つめた。

　向こうの部屋に貴たかしがいると考えただけで、息が荒くなってくる。胸を押さえる。ドキドキと動どう悸きがしていた。

「やばい。梢こずえ、情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになってるみたい」

　大きく深呼吸して、脈を落ち着かせた。

「……今日はもう寝ようか」

　これ以上考えても、どんどん泥沼にはまっていくだけのような気がした。

　梢がベッドの上に立って、照明の紐ひもに手をかける。

　その時だった――。

　部屋の扉がノックされた。

「梢、入るぞ――」

　兄の貴の声。梢は口を押さえると、逃げこむように布ふ団とんの中へ潜りこんだ。

（ってか、なんで梢、隠れてんの？）

　胸の中で叫んだ。なぜか声が出そうになかった。

　軋きしむ音がして、木製の扉が開かれる音がする。

「なんだ。もう寝ちゃったのか」

　呆あきれるような貴の声。「フッ」と笑っていた。

　ミシ、ミシ、ミシ――。

　床が鳴った。貴が梢の部屋の中へ入ってきた音だ。梢は唾つばを飲みこんだ。

（お兄にいちゃん、なに、断りもなく女の子の部屋に入ってきてるの？　なにが『フッ』だよ）

　梢が頭の中でツッコミを入れている間に、貴の足音は梢のベッドへ近づいてきていた。

（お、お兄ちゃん、なに、こっちへ来ようとしてんの？　梢の方に近づいて何する気なの？　――ハッ、こ、これってもしかして夜よ這ばい!?）

　動悸がする胸の中で、そんな考えが浮かぶ。

（ダメ、ダメだよ。お兄ちゃん――）

　心臓のドキドキが大きくなっていく。

（きっと、お兄ちゃん、今になって気がついちゃったんだ。梢とは血が繋つながっていないから、結婚だってできるし、どんなこともできるって！）

　ギシ――。

　貴が、梢のベッドの横に立った音がした。

（お兄ちゃん、ほ、本気なの？　本気で夜這いなの？？）

　梢は息を止める。

　胸の高たか鳴なりがどんどん加速し、はちきれんばかりになってきていた。

　貴の手が、梢の潜っている布団に伸びた気け配はいがした時――、

「お兄ちゃんラメ――――――――――――――――――――――――！！！！！！」

　梢こずえは布ふ団とんを撥はね除のけた。目を閉じたまま、貴たかしを敵から守るために隠しておいたエアガンを、枕まくらの下から取り出して構えた。

「駄だ目めだよ。お兄にいちゃん！　だって、私たち血が繋つながらないといっても、兄妹きようだいなんだから！　夜よ這ばいなんてゼッタイ駄目！」

　叫びながら、誤射防止用のセーフティーロックを解除する。

「なんだ、お前、起きていたのか？」

　貴の間の抜けた声が聞こえる。

「へっ？」

　梢はゆっくりと目を開く。貴がベッドのすぐ横のカラーボックスから、和英辞じ典てんを取りだそうとしていた。

「お、お兄ちゃん、梢の部屋でなにしてるの？」

　梢は慌あわててエアガンを元の枕の下に戻す。

「なにって、お前がいつまで経たっても貸した辞典を返そうとしないから、強きよう制せい回収に来ただけだ。もう一週間だぞ」

「え、そんなこと？」

　緊張していた体から、急に力が抜けた。

「梢、てっきり――」

「てっきり？」

「お兄ちゃんが梢のベッドに入ってくるんじゃないかと……」

「はっ？　なんでそうなるんだ？？」

　貴は意味不明という風に首を傾かしげた。

「それにさっきお前、変なこと、言ってたよな」

「ギクッ」

「血が繋がってない兄妹がどうとか」

「ギクギクッ」

「また、お前、変な妄もう想そうをしてたりするんじゃないのか？」

「……」

　梢はギュッと唇くちびるを噛かみしめる。

　貴は額を指で押さえて、やれやれと首を振る。

「どんな妄想か知らないが、一応、聞くぞ」

「……」

「梢――」

　貴がちょっとだけ兄らしい威厳のある声を出す。梢はため息をつくと、チラチラと上目づかいで貴を見ながら口を開く。

「梢こずえ、知っちゃったの。――錦にしき織おり家の秘密を」

「秘密？」

　錦織はますます胡う散さん臭くさそうな表情になった。

「錦織家に秘密なんかあったか？　家の借金がまだ残ってるとか、両親の出会いのきっかけは合コンだったとか――」

「誤ご魔ま化かさないで！」

　梢は下を向いたまま叫んだ。

「梢、この家の子供じゃない！　拾い子ごなんだよね？　お兄にいちゃんとは血の繋つながらない兄妹きようだい。そうなんだよね？」

「はあ―――――――――――――――――――――――――――!?」

　貴たかしは口をポカンと開けた。あまり誤魔化しているようには聞こえなかった。

「なんでそうなるんだよ。どこからそんな妄もう想そうが飛び出してきたんだよ」

「梢、分かってるんだから。だってアルバムに赤ちゃんの梢の写真が、一枚もないんだもの。お兄ちゃんのはいっぱいあるのに」

「いや、あるって！」

「嘘うそはつかないで！　お兄ちゃんだって知ってるんでしょ。私たちは血が繋がっていないんだよ。だから結婚できちゃうんだよ!!」

　ブンブンと、長いツインテールを横に振る。

「いや、結婚っておまっ。いいからちょっと冷静になれって。どうどうどう」

　錦織が、落ちつかせようと梢の肩を掴つかんできた。

「らめ――――!!　触らないで――――！　この野や獣じゆう――――」

「いや、野獣って……。いいからちょっと落ちつけって」

　錦織は暴れる梢をガッチリ押さえて、自分の方を向かせた。

「梢、いいから落ちつけって」

「ふにゅう」

　梢は半泣きになって、貴を見返す。

「いいか。正直ベースで言うぞ。確かに、今、この家に梢の写真はない」

「やっぱり！　だから梢は――」

「いいから話は最後まで聞けって。写真は確かにない。でもその理由は、梢が拾い子だからってわけじゃない。オレはその理由を知っているが、母さんに口止めされているから、この前は変な態度をとったんだ」

　錦織はゆっくり、疲れたように首を振った。梢はキョトンとする。

「ママに口止めされるような理由って？」

「ちっちゃい時の梢の写ってる写真な。全部、親父おやじが出張先に持っていっちまった」

「え？　パパ？」

　ますます意味が分からなくなった。

「ああ。梢こずえは知らないかもしれないが、パパさんな、梢のこと、超ラブなんだ」

「はあ。いいじゃん、娘のこと超ラブで」

「いや、いいんだけどな。ラブなのは六歳まで限定」

「はっ？」

　梢は顔をしかめた。

「どういう理由なのかは分からないが、オレたちの親父おやじは、六歳になるまでの梢を溺でき愛あいしていて、中学に上がった今もその時の梢が忘れられないらしい。ちっちゃい頃ころの梢の写真を出張先の家やら職場の机つくえに並べて、毎日ニヤニヤして、単たん身しん赴ふ任にんの孤こ独どくを紛まぎらわせているんだそうな」

「……」

「親父が単身赴任したのって、梢が五年生の時だろう？　複ふく雑ざつな年とし頃ごろの時だし、梢にそのことを話したら、気持ち悪がってパパさんのことを嫌いになるかもしれないじゃないか。それでママさんに相談して、隠しておくことにしたんだ」

　貴たかしはポリポリと耳の後ろを掻かいた。

「……」

「でも実の父親が、幼い頃の自分を溺愛してるんだぜ。ちょっと気持ち悪くないか？　いつも写真に頬ほお擦ずりしてるんだぜ？」

「なんかいやかも」

　梢は海の向こうの父親に思いを馳はせる。今度、帰国した時は、今までと同じような目で見られないかもしれない。

「だろう？　まあそういうわけで、今まで秘密にしてきたわけだ。今となっては、別に隠す必要もなかったような気もするけどな」

「でも、その話、本当なの？」

　梢は怪あやしむような目で、錦にしき織おりの表情をうかがった。

「本当だって。嘘うそならもうちょっともっともらしい嘘をつくって！」

「じゃあじゃあ、梢とお兄にいちゃんは血が繋つながってる、ってこと？」

「そういうことだな。ごく普通の、一般的な兄妹きようだいだ」

「じゃあじゃあじゃあ、ギュッて後ろから抱きしめたり、お兄ちゃんのお風ふ呂ろにバスタオル一枚で突入したり、こっそりベッドの中に潜りこんでお兄ちゃんの匂においを嗅かいだりしても……、いいってことだよね！」

「いや、よくないだろ！」

「お兄ちゃんのトランクスを頭から被かぶったり、お兄ちゃんが使ってたリコーダーを舐なめたりしても、別に問題ないってことだよね！」

「駄だ目めだろ！　兄妹きようだい以前に人として！」

「お兄にいちゃん……、お兄ちゃん……」

　梢こずえは下を向いたまま体をプルプルと震わせる。

「ん？　どした梢？」

　梢はパッと顔を上げると、首を傾かしげていた貴たかしに抱きついた。

「お兄ちゃん、だい―――――――すき！」

「どうしてそうなるんだって！　ちょっ、くっつき過ぎ！」

　悲ひ鳴めいを上げる貴をギュッと抱きしめて、梢は嬉うれしそうに笑っていた。



　　　☆



　血の繋つながらない兄妹事件が解決して数日経たったある日の朝――。

　梢は事件の前に気になっていた、もう一つの懸けん案あん事じ項こうについて、兄に直接尋たずねることにした。

「ねえ」

　いつものように、テキパキと朝食をとっている貴に話しかける。

「うん？」

「輝夜かぐや真ま央おさんって誰だれ？」

　その瞬間――。

　シュパパパパ――――ン。

　貴は飲んでいた味み噌そ汁しるを強烈な水圧をもって噴出させた。貴の前では母の菫すみれが鯵あじのひらきを食べていたが、驚異的な反射神経により手近なお盆で顔面をガードし、息子の毒どく霧ぎり攻撃を防いでいた。

「貴さん。はしたないですよ」

　お盆に張りついたネギを剥はがしながら、「めっ」と叱しかる。

「ゴホ、ゴホ、ゴホ。こ、梢！　その名前、ど、どこから？」

　貴は口の端はしをピクピクさせる。いつもクールな兄にしては珍しく、かなり焦あせっていた。

「あのね。深夜、トイレに行く時、時々、お兄ちゃんの部屋から聞こえてくるの。『やめてくれ輝夜真央。ペチペチ攻撃――』って、うなされるような声が」

「まじか。オレは寝ている時まで、あの女に苦しめられているのか」

　貴が頭を抱える。

「で、誰なの、輝夜真央さんって。お兄ちゃんとどういう関係？」

　貴は答えづらそうに口をモゴモゴさせた後、ゆっくりと開いた。

「輝夜かぐや真ま央おはオレと同じクラスの、その、――いじめっ子だ」



    

  
    
      


４　かぐやの夏空





　錦にしき織おりたちの通う紫し苑おん高こう校こうの近くにあるもんじゃ焼きの店・御み崎さき屋や。

　その御崎屋で何十年にもわたり、紫苑高校の生徒たちに「もんじゃ焼き」を供してきた店主の御み崎さき良りよう子こ（65）。紫苑高校の生いき字じ引びきと呼ばれる彼女は語る。

「昔、紫苑高校の裏山には『伝説の樹き』と呼ばれていた樹があったんだよ。その下で好きな人に告白すれば必ず想おもいが成じよう就じゆするという、言い伝えのある樹さ。まあよくある都市伝説みたいなものだけどね。紫苑高校の生徒たちは、割と信じていたものさ」

　御崎良子は懐なつかしそうに目を細めた。

「でもね」

　御崎良子は首を振る。

「いつの頃ころからか、『伝説の樹』は違う名で呼ばれるようになったんだよ――」

　その名も――、

『悲しきパンツの樹』。

　この物語は伝説がパンツにまで貶おとしめられるに至った悲劇の顛てん末まつ。



　　　☆



　一年Ａ組の、錦にしき織おりの席の周りには常に生徒たちが集まる。

　固定メンバーの六りく道どうや米よね倉くらだけでなく、錦織とそれほど親しくないクラスメイトたちも、何かと言えば人気者のクラス委員の近くに集合するのだ。

　錦織本人の意思とは関係なく。

　その日、クラス委員の仕事を終えて軽くヘトヘトの錦織の近くにいたのは、どちらかと言えば普ふ段だん、錦織があまり付き合いのないグループの女子たち。全員、なんとなくという理由だけでいつまでも学校に残り、昨晩やっていたバラエティ番組の話などで盛りあがっている。

（――で、なんでオレの席の周りなわけ？）

　錦織は内心イライラしながら、無駄話に花を咲かせるクラスメイトたちへ視線を向ける。

　疲れているので早く家に帰って宿題を済ませたい。が、タイミング的に、今帰ると付き合いが悪い感じなので、席を立てないでいる。

　教室の窓が夕日に染まっていた。寝ね床どこに戻るカラスの群れが見える。

　オレも帰りたい――、そんなことを思いながら、錦織は会話している女の子たちへ視線を戻す。

（やれやれ。また杜若かきつばたのグループか）

　女の子たちの中心、六道の机つくえに脚あしを組んで座っている長い髪の女子。杜若由ゆ紀き――。何かにつけては錦織に話しかけてきて、貴重な時間を奪おうとするので、（錦織的に）要注意人物である。

　しかも、杜若には友人だかなんだかよく分からない取り巻きが常に何人かいて、複数で錦織に話しかけてくる。錦織は断ることができず、一緒に無駄な時間を過ごしてしまうことになるのだ。

「ねえねえ。錦織くんって『伝説の樹き』って知ってる？」

　その杜若が錦織に話題を振ってきた。明るい茶色に染めた長髪を耳にかけながら、上目づかいで錦織を見る。黒のニーソックスに包まれた脚を挑発的に組み替えていた。

「知らないなあ」

　キラリン。錦織は漂白剤で洗ったような前歯を輝かせた。どんな状況、どんな相手でも、錦織は誰だれかを冷たくあしらったりはしない。人気者というのは全すべての人間にチヤホヤされなければいけないのだ。

「えー、知らないの？」

「伝説の樹きっていうのは、学校の裏山にあるんだよ」

　杜若かきつばたの取り巻きたちが、錦にしき織おりへ言葉を一斉放射する。

「そういえば裏山の頂上に大きな樹があるね」

「あの樹って、一度、雷に打たれたの。でもその後、見事に新芽を吹いて復活したことから、好きな人にあそこで告白すると必ず想おもいが伝わって、一生、離はなれることのないカップルになるって言われてるんだ」

　杜若は青みがかった色の目をキラキラと輝かせながら言う。

「へえ」

　嬉うれしげに語る杜若に対し、錦織は内心ため息をついていた。

　錦織はこの手の話をまったく信じないのだ。でもそのことをわざわざ宣言して、信じている女の子たちの気分を害したいとも思わない。

「でねでね。この前、Ｂ組の女の子が、『伝説の樹』の下で先輩に告白したんだって」

「ホントにー？　もしかして、それって増ます渕ぶちさん？」

「それは黙秘します」

「ええ――。そこまで振っといてそれはないでしょ」

　ハハハーッと笑う女の子たちに、錦織は「もう許して。解放してくれ」と思いながら、ニコニコと微笑ほほえみを浮かべていた。

「そういえばさあ、錦織くんって全然、そういう話、ないよねー」

　また杜若が振ってきた。上目づかいの瞳ひとみをパチパチさせながら錦織を見る。

「そういう話って？」

「だから、特定の女の子と付き合ってるとか、どうとか」

「そうそう。錦織くんってモテそうな感じなのに、そういう浮いた話、ないよねー。一学期からちっとも」

「ああ、そうだね」

　錦織は肩をすくめる。

「オレはあんまり特定の人と付き合いたいとは思わないから」

「ってことは、色んな人と遊びたいってこと？」

「プレイボーイだ！」

　またハハハーと笑う女の子たちに、錦織のうんざりレベルはマックスに達しようとしている。でも、そんな様子はおくびにも出さずに、口元の微笑を保持する。

「いや、全然そういうわけではなくて、オレって誰だれかと付き合っちゃうと、もうその人しか見えなくなるからさ。だから高校在学中は誰とも付き合わないって決めたんだ。勉強も部活も忙しいからね」

　予あらかじめ決めておいた、くすぐり文句入りのテンプレートをつらつらと答える。

「なるほどね」

「でも好きになったら一いち途ずなんだあ」

　女の子たちがキャッキャッと笑っていた。

「モテそうなのに、浮いた話がまったくないといえばさあ」

　杜若かきつばたがイジワルな笑みを浮かべた。

「魔ま王おうもそうだよね」

　一瞬、女の子たちの会話が止まる。それくらい一年Ａ組のクラスメイトの間で魔王、つまり『輝夜かぐや真ま央お』の名前はタブーだ。

　キョロキョロと教室を見回して、輝夜がいないことを確認してから会話を再開する。

「そうだねー。全然、そういう話ないもんね」

「なんか一時、錦にしき織おりくんと付き合ってるって、ありえない噂うわさがあった気もするけど――」

（ゲッ）

　錦織は唇くちびるの端はしを引きつらせる。一学期、輝夜との作戦行動を他校の生徒に見られて、そんな疑惑が出たことがあった。

「でもまあ、魔王は見た目的にはモテそうだけど、性格があれじゃあ」

「だよねえ。あのキャラは、ルックスのよさを帳消しにして余りあるもんね」

「大衆がコブタで新世界構こう築ちくだもん。あれじゃあ、どんな男もちょっと無理って思っちゃうよね」

　笑いあう女の子たち。みんな輝夜を恐れているが、輝夜がいないところでは結構、好き勝手なことを言っている。

「……」

　錦織はほんのちょっと奇妙な気持ちになった。

　輝夜に義理はない。むしろ多大な迷惑を被こうむっているのだが、それでも、よく知る人間が悪く言われるのはあまり気分がよくない。

「でもさ。魔王でも一応、女の子なんだから、恋愛とかするかもよ？」

　杜若が意味ありげな表情で、女の子たちを見回した。

「まさか」

「魔王が興味があるのは新世界のどうとかって話だけでしょ。恋愛なんて興味、あるわけないじゃん」

　他ほかの女の子がプラプラと手を振った。

「分かんないよ。魔王だって恋の一つや二つ、したいと思っているのかもしれないよ」

　と、杜若はしつこい。

「どうだろう」

「そんなことあるかなあ？」

　女の子の話題は、輝夜かぐやが恋愛に興味あるかどうかになっていく。「ありえる」「ありえない」と根こん拠きよのない激論を交わし始める。

　錦にしき織おりが「なんでこの人たちはそんな考えても仕方がないことに熱くなれるんだ」と冷めた目で見ていると、

「なになに？　なんの話？」

　自主練から帰ってきたばかりの男子が、杜若かきつばたたちの会話に加わってきた。

　相あい沢ざわ健けん吾ご。サラッとした髪のイケメンで、真まっ黒くろに日焼けした見るからにスポーツ少年。バスケ部所属で、運動神経は錦織とタメを張るが、勉強は六りく道どうと期末にクラス最下位を懸けてデッドヒートを演じたくらいお粗末。杜若と同じくらい空気読めないキャラなので、錦織は苦手としている。

「魔ま王おうが恋愛に興味あるかどうかの話」

「ほうほう」

　相沢は興味深そうに顎あごに手を当てた。

「オレは興味ないと思うけどな。あの女は覇は道どうに生きる女だ。男に興味があるはずがない」

「そう？　意外と覇道と恋愛は別腹かもよ」

「ふ――ん、そんなもんか？　なあなあ、お前らはどう思うよ」

　相沢が同じバスケ部の男子たちに話を振った。なんだなんだと、他ほかの男子たちや女子たちまでもが、錦織の席の周りに集まってくる。

（な、なんでこんな話題で盛りあがるんだ？）

　錦織は呆あつ気けにとられながら、クラスメイトたちを眺める。二学期になった今でも、一年Ａ組の生徒にとって輝夜真ま央おの存在は大きいらしい。

「恋愛くらいすんじゃね？　いくら魔王でも」

「いや、あんな演説する女が恋愛に興味があるわけがない。漢字の意味すら知らない可能性だってある」

「いや、そんなことないって。意外と家じゃ少女漫まん画がを読んでるかもよ」

「似合わね――」

　ドッと、笑いが起きた。

（それが、読むんだよなあ）

　買うところにも立ち会ったし、部屋の本棚に並べてあるのも確認した。自分だけが輝夜の知られざる一面を知っていることに、錦織は妙な優越感を覚える。

「じゃあ賭かけをしようぜ。魔王女おんなでも恋愛するかどうか！」

　相沢がそんなことを言い出した。

「一口百円。親の取り分なし。勝った人で均等割り」

「面白いんじゃない？　本気でするなら、私も親の手伝いしてもいいよ――」

　杜若かきつばたも話に乗る。

「いいね。やるならオレ、賭かけてもいいよ」

「うん。私も」

　クラスメイトたちも乗り気な感じ。夏休みが終わったばかりで、何か楽しそうなことに飢えていたのかもしれない。

「でもどうやって判断するんだ？　恋愛するかどうかなんて？」

「その辺は、私と相あい沢ざわくんが、みんなが納なつ得とくのいく調査法を考えておくから」

　杜若が、何か企たくらんでいるような顔をしていた。

「じゃあ、オレは恋愛する方に五百円」

「私はしない方に」

「じゃあお金は精算の時でいいよ。今は口で言うだけで」

　杜若はノートを出すと、みんなが言っていく賭け金とブックを記していく。

（……）

　錦にしき織おりは無言でいた。

　あまりいい気持ちはしない。輝夜かぐやが賭けの対象になっていることが、どうも受け入れがたい。それもその内容が内容だ。

「クラス委員殿はどっちに賭ける？」

　相沢に振られた。

「ええっと――」

　素すで焦あせる。

　錦織は正解を知っている。一度、同じ質問を輝夜にしたことがあるのだ。それなのに、賭けに参加してよいものかと思った。

　一瞬考えた後、錦織は頷うなずく。

「する方に、百円」



　　　☆



「20：‥１、だってさ」

　翌日の放ほう課か後ご、錦織は六りく道どう・米よね倉くらと廊ろう下かを歩きながら、ポツリと言った。

「へっ？　なにが？」

「？？」

　六道と米倉は不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

「オッズ」

「なんの？」

「そっか。意外と知られてないんだな。今、一年Ａ組の一部で話題持ちきりになってる、ある賭かけのこと」

「賭け？　ぜーんぜん、知らない。あいふぉん知ってる？」

「知りません」

「昼間は閣かつ下かがいるから、うかつに話題に出せないってことか。なるほどね」

　錦にしき織おりはポリポリと耳の後ろを掻かく。

「ブウ！　一人で納なつ得とくしないでちゃんと説明してよー」

　六りく道どうが頬ほおを膨ふくらませて、錦織の腕うでをグイグイと引っ張る。

「分かった。分かったから、引っ張るな。袖そでが伸びるから。実はな」

　錦織は昨日、教室であったことを二人に説明する。

「へええええええ――。そんな話で盛りあがってるんだあ」

　六道は目を丸くして、大おお袈げ裟さに驚おどろいてみせた。

「たぶん、そのうち六道には話がいくと思うぜ」

「私には来ないのですか？」

　米よね倉くらが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「たぶんな。米倉は真面目まじめで、こういうのにお金を賭けそうにないと思われているから」

「むむむ。私だって勝負する時は勝負するんですよ。外国為替かわせ証拠金取引の時とか」

　米倉は不満そうに桃色の唇くちびるを尖とがらせる。

「う―――ん。でもなんかやだね。賭けなんて。閣下が恋するかどうかなんて、どうしてそんなことに興味を持つかなあ」

「そうですね。なんとなく気持ちのよいものではないですね」

　六道も米倉も、不満そうな顔をする。自分も同じ気持ちだったので、錦織はほんのちょっと安心した。

「でも誰だれもが、興味がありそうな話題なのは間違いない。あの魔ま王おうでも恋愛するかどうかだぜ？」

「そんなの閣下の勝手じゃん」

「まあ、そうなんだけどさ。かくいうオレも、一度、閣下に聞いたことがあるんだ」

「ええ――――？」

　六道がグリグリの目を大きく広げた。

「どうしてそんな話になったのですか？」

　二人して興味シンシンといった様子で、錦織の顔を覗のぞきこんできた。

「いや、まだ閣下とつるみだした直後のことなんだけどさあ。なんか一緒にいたら、どういう話の流れだったか、そんな会話になった」

「どういう流れだったらそんな質問に繋つながるのか、ものすごーく、気になるところだけど」

　六りく道どうが唇くちびるを結んでいた。

「輝夜かぐやさんの返事はどうだったのですか？」

「答えは、それどころじゃない、だったかな。つまり正解は、しない。なんか、今は新世界構こう築ちくに全力投球で、そういうのは少女漫まん画がを読むだけで満足、とか言っていたかな」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。

「わあ。恋愛は漫画で十分って、ある意味マニアっぽいけど――」

「でも、輝夜さんっぽいと言えば輝夜さんっぽいですね」

　六道と米よね倉くらもウンウンと頷うなずいていた。

「それで、錦織くんも、その賭かけに参加したの？」

「行きがかり上な」

「わあ、ずるいんだ。カンニングじゃん」

「でも、興味ある方に百円賭けた」

「「えっ？」」

　六道と米倉が同時に声を上げた。

「なんで？　知っててワザと不正解の方に賭けたの？？」

「さあ、なんでだろう」

　肩をすくめてみせた。

「たぶん、なんとなくそっちの方がいいなって、思ったからかな」

　錦織は立ち止まると、天てん井じようを見ながらそう言った。





　私用で帰宅した六道・米倉の二人組と別れ、錦織は生物資料室奥・通称秘密基地の前まで来ていた。今日は二学期から行われるようになった『定期・新世界構築会議』がある日なのだ。

（輝夜のヤツは、賭けのこと知ってるのかな？）

　なんとなく気になる。六道たちが聞いていないくらいだから、恐らく、当人も知らないだろう。

「ごめんください」

　ドアを開けて、秘密基地へ足を踏み入れる。

　その瞬間――、

　風を切る音と共に、目の前を何かが横切ろうとしていた。

　錦織は「うおっ」と声を上げて、体を仰のけ反ぞらせる。丁度、頭のあった場所を、薄茶色の長い筒状の物体が通り過ぎていく。竹刀しないだ。

　錦織は竹刀を持つ人物へ視線を向ける。

　輝夜かぐや真ま央おが、少々驚おどろいたような表情で立っていた。

「急に現れるな！　危ないだろ？」

　呆あきれたような口調でそんなことをのたまう。

「それはこっちの台詞せりふだっつーの」

　錦にしき織おりは恐る恐る顔を上げながら、改めて輝夜を見た。長い髪をリボンで結び、ポニーテールにした剣術少女のような髪型をしている。

「今度は何を始めたんだ？　竹刀しないなんか持って」

　基地内をグルリと見回す。以前にもやっていたが机つくえを壁側に寄せて、ドアの前にスペースを作っていた。そこで竹刀を振りまわしていたらしい。

「見ての通り、素す振ぶりだ」

　輝夜は竹刀を両手で握ってブンブン振りまわし始めた。

「お、おい。危ないって」

　錦織は輝夜の竹刀から避難するように基地の奥へ行き、いつも座っているパイプ椅い子すを見つけてそこに腰こし掛かける。

「どういう風の吹き回しだ？　今いま更さら、剣道部にでも入部する気になったとか？」

「剣道部？　フッ、あんなもの」

「おまっ、人の所属している部活を鼻で笑ったな。じゃあなんで急に素振りなんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、つまり、要するにだ。平時においては軍に頼らず、文ぶん民みんによる統制が重要なわけだが――」

「はい、ちょっと待った。その話、長くなりそうなら、短くまとめてくれ」

「むっ？」

　始めようとしていた演説に水を差され、輝夜かぐやはちょっと不満げな顔をした。

「分かった。じゃあ短く言う。王には剣術が必要、以上」

「短すぎるだろ！　もうちょっと説明を追加してくれ」

「ったく、短くまとめろと言ったのはお前じゃないか……」

　輝夜はブツブツと口を尖とがらせる。

「まあつまり、いつの時代、どんな状況になっても、王たるもの剣術のたしなみがなければいけないのではないか、そう思ったのだ」

「剣術のたしなみ――？」

「というのも、自衛の為ためと同時に、権力の象徴的な意味で剣の存在が重要だから」

「権力の象徴――？」

　錦にしき織おりは髪をクシャクシャとやって、下を向いた。

（この女が恋愛するわけがね――――――――――）

　竹刀を振りまわして電波を発する輝夜を見ていると、そんな風に思わざるをえない。

「そんなことよりサイクロンたちはどうした？　お前と一緒だったわけではないのか？」

　素す振ぶりを続けながら、輝夜は横目で錦織に視線を送った。

「二人共、なんか家の用事とかで今日は出席できないんだそうだ」

「ああ、そういえばそんなメールが来ていたような気もするな」

「というわけで、今日の『新世界構こう築ちく会議』は延期でいいんじゃないか？」

「むむう――。そうだな。あの二人がいないのなら仕方がないか」

「じゃあ、オレもこれで帰るな」

　ラッキーと思いながら、錦織が早速、腰こしを上げようとする。いたら素振りに付き合わされそうな気がしたからだ。

　輝夜が素振りを止やめて睨にらんできた。

「ダメだ」

「はっ？」

「帰っていいわけがない。ハラグロはもう数すうヶか月げつ、まともに作戦を私に献けんじていないのだぞ」

「だったら今日も献じなくてもいいじゃん」

「なんて言い草だ！　それでもお前は参さん謀ぼうか？　今日という今日は、まともな作戦を一つ立案するまで、帰ることまかりならん」

「なんだよそれ。どうしてそんな酷ひどいことが言えるんだ」

「ハラグロ。酷ひどいのはお前の方だぞ。参さん謀ぼうでありながら、ちっとも新世界を構こう築ちくするためのまともな作戦を献けんじようとしない。それどころか私やサイクロンたちが立てた作戦に、ケチをつけることを趣味にしているようなところがある」

「いや、趣味にしているわけでは」

「とにかく、今日こそは、参謀っぽい仕事を見せてみることだ。いいな」

　輝夜かぐやは言い切ると、もう聞く耳はもたないと言わんばかりに素す振ぶりを再開する。

「分かった。何か作戦を考えれば、帰っていいんだよな」

　錦にしき織おりは不満そうにパイプ椅い子すに踏ふん反ぞりかえった。鞄かばんの中からノートを取り出して開いておいた。

　輝夜は素振りを続けながら、チラリと錦織の方を見ていた。

（どうやってこの時間を有効活用しようかね）

　ボーッと真まっ白しろなノートを見つめながら、錦織はそんなことを考える。作戦を考えるつもりなどまるでない。本当は明日の数学の予習でもしたいところだが、さすがにそれをやったら輝夜に怒られそうだ。

　暇なので、時々、チラチラと輝夜の素振りを眺めた。

「ハッ、ハッ」

　輝夜は掛け声を出しながら、竹刀しないを空くうに振りおろす。振りぬくたびに、輝夜の長い髪がフワリと浮き上がり、汗あせ粒つぶが飛んでいた。

　王には剣術が必要とか、動機はいつも通り意味不明だが、真面目まじめにやっているには違いない。

（でも、出で鱈たら目めだよな）

　秘密基地に入った瞬間から分かっていた。輝夜には剣道の知識がまったくない。全すべて自己流。竹刀の持ち方からして個性的だ。

　でもそれが、いかにも輝夜らしいと錦織は思う。

（にしても、秘密基地で輝夜と二人っきりというのは久しぶりだな――）

　輝夜に秘密手帳を奪われ、初めて秘密基地へ連れてこられた時のことを思い出す。まだ六りく道どうも米よね倉くらもいなかった。二人だけ。いやいやながらも、作戦決定に錦織も参加して、それを実行していた。

（あの時に比べたら最近はちょっと雰ふん囲い気き変わったよな）

　六道たちが加わり、何かが変わった。今の方がもちろん気は楽。二人っきりの時は、秘密基地でいつも息が詰まる思いだったのだ。だがなぜか、二人っきりの頃ころが懐なつかしい。

　錦織がそんなことを思いながらボーッと輝夜を見ていると、輝夜が竹刀を持つ手を止めて、怪け訝げんな顔を錦織へ向けた。

「なんだ、ハラグロ。なぜこっちを見ている？」

「いや……」

　錦にしき織おりは赤らめた顔を隠すように下を向いて、手をパタパタと振った。

「いや、なんつーか――」

　なんて誤ご魔ま化かそうかその場で考えた。

「閣かつ下か、全然、剣道の知識ないんだなーって」

「なに？」

　輝夜かぐやが目を険しくする。

「どういう意味だ？」

「自覚なかったのか？　それ、剣道じゃなくてチャンバラだぞ」

「チャンバラと剣道の何が違うというのだ。チャンバラをバカにするな！」

「いや、馬ば鹿かにはしてないけどさあ」

　錦織はパイプ椅い子すから立ちあがって、輝夜に近づいていく。

「まずさあ、そのいかにも握り難にくそうな感じがなんとも」

　右手の小指に左手の中指を絡ませた輝夜のグリップ。ゴルフクラブの握り方だ。

「誰だれから教わったんだ？　タイガー・ウッズか？」

「自分に握りやすい握り方をしたら自然とこうなったのだ」

「どんだけ歪ゆがんでんだよ、閣下の自然！　ものすごく持ちづらそうじゃんか。いいからちょっと竹刀しないを貸してみな」

　錦織が手を伸ばす。

　輝夜は竹刀を強く握って引っこめる。

「これは私の物だ。小体育館のロッカーに入ってるのを確保したのだからな」

「それ、パクッただけ！　ってか部室に行けば竹刀ならいくらでもあるんだ。オレが取るわけないだろ？」

「本当だな？」

　輝夜は警けい戒かいするように竹刀を錦織に手渡す。

「竹刀は、こうやってさあ」

　錦織は箸はしでも持つように、自然な手つきで竹刀を握ってみせる。部活で何百回、何千回とやった動作だ。

「これが正式の握り方だ」

「むむ。なんだか持ち難そうじゃないか」

「いや、閣下の持ち方に比べたら三千倍持ちやすいって」

「そうか？」

「最初は慣れないかもしれないけど、使っていく内にしっくりくると思うぜ」

「ふ――む」

　輝夜かぐやは胡う散さん臭くさそうな顔で見ていた。

「で、振り方はこんな感じで」

　錦にしき織おりはブンブンと振ってみせた。

「こうやって脇わきをしめて、コンパクトに。目の位置もぶれたらダメ」

「……」

　輝夜は口を尖とがらせて、不ふ機き嫌げんそうな顔で錦織の素す振ぶりを見ていた。

「やってみる？」

　竹刀しないを輝夜に返そうとする。引っ手た繰くるような手つきで取られた。

「じゃあ、さっき、オレがしたように握ってみてよ」

「むう」

　輝夜は不満そうな顔をしながらも、錦織がした通りに竹刀を握ろうとする。が、なぜかやはり指を絡ませたゴルフ握りになってしまう。

「いや、だから、そうじゃなくて」

　もどかしくなったのか、錦織は思わず手を伸ばした。

「もっとシンプルに、こんな感じに」

　被かぶせるように輝夜の手を握って、竹刀を正しく持たせようとした時――、

「な、何をする！」

　突然、輝夜が竹刀を振りまわした。錦織は「うおっ」と頭を低くして避よける。

「おまっ、急に振るなよ。危ないだろ？」

「だってハラグロが不穏な行動に出ようとするから……。とっさに防衛行動をとってしまっただけだ」

　輝夜は唇くちびるを尖らせた。なぜか顔が真まっ赤かになっていた。

「不穏って。オレはさあ、ただ、竹刀の握り方を教えようとしていただけだって。そんなにイヤなら教えないけど」

「いや、うむむ」

　輝夜は少し考えるような仕草をした後、おずおずと竹刀を握った手を錦織の方に伸ばす。

（今日の閣かつ下か、珍しく素直だな）

　錦織はそんなことを思いながら輝夜の手に自分の手を被せ、竹刀を握り直させた。

「ほら、持ちやすくなっただろ？」

「大して変わらない」

　輝夜はボソリと言う。

「じゃあ，今度は振ってみて。さっきオレがやったみたいに」

「分かった」

　大人しく竹刀を振る。

「こうか？」

「もうちょっと、脇わきをしめてさ」

　錦にしき織おりは輝夜かぐやの腕うでを持って、脇を閉じさせようとする。

　何の気なしの動作だったが、輝夜の腕を結構強めに握ってしまった。プニュッという、女性的な柔やわらかい感触に錦織はドキリとする。

（筋肉質のムキムキかと思ったら、意外と――）

　すぐ側そばの長い髪からいい匂においが漂ってきた。思わず、鼻をクンクンと動かす。柑かん橘きつ系の甘酸っぱいシャンプーの香りだ。

「そろそろ離はなせ。腕が動かせないじゃないか」

　輝夜がイライラとした声で言った。錦織は慌あわてて腕を離す。

「う、うん。そんな姿勢のまま、振ってみな」

「うむ」

　輝夜は言われた通り、脇をしめて素す振ぶりをする。腕を振るたびに髪からシャンプーの香りが放出されて錦織の鼻び腔こうを擽くすぐった。

「なんとなく窮きゆう屈くつな感じなんだが」

「それでいいんだ。ぶれさせないことが目的だから」

「うーむ」

　輝夜は納なつ得とくできてない様子だったが、言われた通り素振りを続ける。

　錦織はそれを横からボーッと眺める。

　しばらく振りつづけていく内に、素振りのフォームが次し第だいにさまになってくる。もともと運動神経はいいので上じよう達たつのスピードは速い。

「うむ。なかなかよいな、この構えは」

　輝夜もしっくりくるようになったらしい。素振りをする顔に、ようやく満足げな笑みが浮かび始めていた。

「だから言っただろ。チャンバラと剣道は違うって」

「うむ。ハラグロは参さん謀ぼうとしては役立たずだが、剣術の指導だけはなかなかだ。よくやった。感動した」

「役立たずとか、そういう言葉は慎重に使ってくれって前から言ってるだろ」

　錦織は喉のどを押さえながら、軽くゼーハーゼーハーした。

「決めたぞ」

　輝夜は素振りを止めると、錦織の方を向いた。

「なんとなくイヤな予感。何を決めたんだ？」

「喜ぶがいい。ハラグロを私の剣術師し範はんに任命する」

「剣術師範？　なんだそれ？」

　満足そうな表情の輝夜かぐやとは対照的に、錦にしき織おりはなんとも不安そうな顔をしていた。

「要するに私に剣術を教える人間のことだ」

「オレに剣道を教えろって言ってる？」

　錦織は自分を指差す。

「そうだ。使えない参さん謀ぼうをどうやって活用しようかと苦慮していたところだ。よかったな意外な才能が見つかって。これで戦力外通告を出さなくて済む。輝夜再生工場と呼ぶがよかろう」

「うぐ、うぐぐぐ。使えない――、戦力外――、再生工場――」

　錦織は苦しげな声を出す。喉のどを掻かきむしりながらも、参謀よりそっちの方がいいな、と思っていた。

「とりあえず、私がハラグロから一本を取れるようになるまで指導しろ」

「いきなり目標が高いな。一応、オレ、全国大会レベルなんだぜ？」

「私は新世界の王になる人間なのだぞ。全国レベルくらいの剣術の技量がなければ、肩書きと釣り合わないじゃないか」

「そういうものか？」

　よく意味は分からなかったが、納なつ得とくすることにした。

「まあ分かった。でも指導を任せるなら、剣道についてはオレの言うことになんでも従うってんでいいんだよな？」

「む、むう？」

「剣術師し範はんなんだろ？」

　錦織は困った表情の輝夜に、ニヤニヤと笑った。

「う、うむ。分かった。よかろう。剣術の指導については、王と臣しん下かの関係を忘れる。ハラグロのことを師と思おう」

「だったら、呼び方もハラグロじゃなくて師匠って呼んでくれる？」

「むむ、むむむう」

　輝夜は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で唸うなり声ごえを上げていたが、その内、渋々といった感じで頷うなずいた。

「気乗りはしないが、仕方がない。指導中はハラグロのことを師匠と呼ぶ。だが、指導中でもハラグロは私のことを閣かつ下かと呼ぶのだぞ」

「おう」

「あと教える時は真剣に教えるのだ。参謀業のように手を抜くようになったら、すぐにクビだからな」

「分かってるって。任せろ。真面目まじめに教えるから」

　錦織はヘラヘラと笑う。輝夜から師匠と呼ばれる自分を想像してしまい、ちょっと浮かれてしまっていた。輝夜かぐやは胡う散さん臭くさそうな表情で錦にしき織おりを見る。

「なんか怪あやしいが、分かった。任せたぞ師匠」

　輝夜はもう一度コクリと頷うなずくと、口元に微笑ほほえみを浮かべた。

　小さく綻ほころばせた桃色の唇くちびるを間近で見てしまい、錦織は「うっ」と息を飲みこむ。「師匠」と呼ばれたこともあってか、輝夜がちょっと可愛かわいく見えたのだ。

「それで、指導はいつから？　どこでするんだ？」

　赤らめた顔を横に向けて、錦織は鼻の先を掻かいていた。

「基本は私が自主練習する。ハラグロは一週間に一回、放ほう課か後ごにこの場所で見てくれればいい」

「了解。部室に初心者用の本があったと思うから、次までにパクッておくよ」

「ああ、頼む」

「あと竹刀しないも、もうちょっと新しめのがあると思うから探しておくな。あと、それなりに上じよう達たつしたら外で稽けい古こつけないといけなくなるから目立たない場所を探しておくぜ」

　錦織は自分が不ふ思し議ぎな高こう揚よう感に包まれていることに気がつく。輝夜のために準備することができるのが、妙に嬉うれしい気がする。

「よし。では任せたぞ」

　言いながら、輝夜が素す振ぶりを始めた。ちゃんと錦織が教えた通りの綺き麗れいなフォームだ。

　錦織は席に戻ると、ボーッとそれを眺めていた。

「なあ、閣かつ下か。話は飛ぶんだけどさ――」

　なぜだか、急に輝夜に例の賭かけの話をしたくなった。

「なんだ？」

　輝夜は素振りを続けながら答えた。

「昨日の放課後さ。教室で閣下のことが話題に上っていた」

「なに？」

　目をキランと光らせる。

「まさか『新世界構こう築ちく』の重要性にようやく気がついた者たちが、意見交換をしていたのか？　だったらすぐに私を呼べばよいのだ。向かったのに」

「違う。全然違う」

「なんだ、違うのか」

「そんなマジで失望した顔すんなよ。そんなことあるわけないし」

「むう。じゃあなんだ？　私の何の話で盛り上がっていたのだ？」

　ほんの少し、いじけたような顔をしていた。

「驚おどろくなよ。あのな。閣下でも恋愛するかどうか、という話題で盛り上がっていたんだ。笑わせるだろ」

　輝夜かぐやはポカンと口を開ける。それから「ハッ」と笑った。

「なんだ、その『ハッ』は」

「いや、またどうでもいいことで盛りあがっていたのだな、と思っただけのことだ」

「まあ、閣かつ下かにとってはどうでもいいことかもしれないな」

「恋愛するに決まってるではないか」

　ボソリと呟つぶやく。

「えっ!?」

　錦にしき織おりは目を見開いた。自分の耳を疑うたがう。

「いや、でも、閣下は新世界構こう築ちくで忙しいので、恋愛どころじゃないって言ってなかったか？　漫まん画ががあればいいって」

「それはそうだが、だからと言って、絶対にしないわけではない。別に感情を押し殺しているわけじゃないからな」

「ああ、そういうことか」

　自分から相手を探したりはしないが、好きになることはあるということだ。

「そっか。閣下でもリアルの恋愛のスイッチがオフになっているんじゃないんだな」

　錦織は口の中で呟く。なぜだかほんの少し胸が高たか鳴なる。

「世よ継つぎのこともあるしな」

　輝夜がボソッと言った。

「ええっと、なんだって？」

「新世界構築後、私の覇は業ぎようを受け継ぐ後継者のことだ」

「魔ま王おう二世！」

「世せ襲しゆう制せいに拘こだわる気はないが、安定的に新世界を構築するためには少なくとも三代目までは世継ぎによる覇業の継けい承しようが重要だ」

「覇業の継承……」

「精神的充足は漫画で得られるが、漫画じゃ世継ぎは生まれないからな」

「要するに、後継者が欲しいから恋愛に興味あり、ってことか」

　錦織は呆あきれたような声を出した。

「そういうことだ。まあ恋愛がなくても世継ぎは生まれるが、新世界の王とはいえ、恋愛して世継ぎに恵まれた方が自然でよかろう」

　錦織は「そうだな」と答えながら、内心ため息をついていた。理由を聞いて高こう揚ようしかけていた気持ちがなんとなく冷める。結局、輝夜が大事なのは『新世界』なのかと思う。

「で、その話題が出た時、ハラグロはなにか言ったのか？」

「ん？」

「いや、私が恋愛に興味があると思うと言ったのか、それともないと思うと言ったのか」

「ああ、それね」

　錦にしき織おりは肩をすくめた。

「実はその話、その後、賭かけにまで発展してんだけどさ」

「ほう」

「オレは興味がある方に百円賭けた」

「よく分かっているじゃないか。さすが私の臣しん下か」

　輝夜かぐやは素す振ぶりの手を休めると、ニッコリと、錦織へ満足そうな笑顔を向けた。



　　　☆



「錦織くん。今、帰り？」

　賭けが始まって数日経たったある日、錦織が下げ駄た箱ばこで革かわ靴ぐつに履き替えていると、後ろから声をかけられた。振りかえると、杜若由紀かきつばたゆきが立っていた。

「うん、そうだけど……」

　内心「やべっ」と思っていた。今日は部活も秘密基地への集合もない日。できればさっさと帰って宿題や予習に時間を費やしたい。

「たまには一緒に帰らない？　帰る方向、一緒だよね？」

　杜若は上目づかいで錦織を見る。

「うん、いいよ」

　爽さわやかに頷うなずく。一緒に途中まで帰るくらいならそれほど時間のロスはない。杜若が「やった」と手を合わせていた。



「例の賭けだけどさあ」

　通学路を並んで歩いていると、杜若が声を潜めた。

「すごい人気で、もう三百口くらい集まったんだよ」

「三百口って三万円か？　結構、すごいな」

　一クラス約四十人なので、一人平均八百円くらいは賭けたことになる。

「オッズはどんな感じなの？」

「変わらず。20対１」

「意外と変わらないもんだな。人気ある方にかけても、ほとんど儲もうけ出ないのに」

「いいんじゃない？　みんな賭けというより、面白がって参加しているだけだから」

「まあ、そうか。そうだな」

　錦織は頭を掻かいた。

「勝ったら錦織くん、二千円だよ。結構、大きいよね」

「まあね」

「でも、負ける可能性の方が高いけど」

「それはどうかな。意外と大穴くるかもよ」

　錦にしき織おりがうそぶくと、杜若かきつばたは少し複ふく雑ざつな表情を浮かべていた。

「杜若さ」

「なに？」

　名前を呼ばれたからなのか、杜若はちょっと嬉うれしそうな顔をした。

「この前さ、最初に、魔ま王おうが恋するかどうかって話を始めたのって、杜若だったよな」

「うん」

「拘こだわっていたように見えたけど、なんか理由あるの？」

　賭かけの流れに誘導したのも杜若だ。

　杜若はギクリという表情を浮かべ、軽く唇くちびるを噛かんでいた。

「いや、話しづらいことなら言わなくていいんだけど」

「別にそういうわけじゃないんだけど……」

　杜若は下を向いて喋しやべる。

「一学期、錦織くんと魔王が付き合ってるって噂うわさが立ったじゃない」

「うん」

　心の中で「またかあ」とため息をつく。

「私、あの時、許せないって思ってたの」

「許せないって何が？」

「無む責せき任にんな噂を立てた人のこと」

「ああ」

　噂の出で所どころはまんざら適当でもなかったんだけどな、と思いながら、錦織は鼻の先を掻かく。

「私はあの時、魔王が錦織くんと付き合うはずがないって言いはってたの。だって、魔王、恋愛に興味あるはずないじゃん」

「確かに興味ありそうには見えないよな」

「その時は結局、すぐに噂は消えたけど、魔王ネタは面白いから、またこれからも出てくると思うのよ。それもまた錦織くんとカップリングで」

　杜若は唇を結んだ。

「そうかもね」

　そんな噂が立つことで、なにか杜若に不ふ都つ合ごうがあるのだろうかと思ってしまう。

「というわけで、今回、白黒ハッキリさせようと思って、あんなことを言い出したわけ。これで魔王は恋愛しない、ってことがはっきりすれば、もう二度とそんな噂、立たないし」

「なるほどなー。じゃあ、杜若はしないと思ってるんだ」

「主催者だから実際には賭かけないけどね」

　杜若かきつばたは肩をすくめる。

「でもさ。もし、魔ま王おうでも恋愛するってことが分かったら、どうする？」

「いや、そういうことはないから」

　杜若はムキになっているように、首をブンブンと振る。

「魔王が恋愛するなんて、そんなこと、ありえない」

「でもさあ……」

　そうとも限らないのでは、と言おうと思ったが途中で不毛なことに気がついて止やめる。

「ところで――」

　杜若は真剣な目で、錦にしき織おりを見た。

「錦織くんはどうして、魔王が恋をする方に賭けたの？」



　　　☆



「錦織くん、ねえねえ」

　朝、錦織が自席で一時間目の授業の準備をしていると、登校してきたばかりの六りく道どうがバンと机つくえを叩たたいた。それから真剣な表情で右手でＶサインを作ってみせる。

「なんだそのサインは。勝利宣言か？　おバカの選手権で優勝しそうなのか？」

「違います。これは二千円を表す『２』です」

　六道は真面目まじめな顔のまま頷うなずいた。

「はっ？　二千円？」

「六道、夏休みに遊びすぎたせいでお金がないのです」

「悪いが金だけは貸せないぞ。オレだってないんだから」

「錦織くんには期待してないよ。だから悪いことに手を染めることにしたのです」

「悪いこと？」

　錦織が訝いぶかしげな表情をすると、六道は周囲に目を配りながら耳元で囁ささやいた。

「例の賭けに手を出すことにしました」

「まじで!?」

「まじです」

「二千円ってことは二十口もか？」

「そうです。今月の小こ遣づかいの残りを全部注つぎこみました」

「いやはや……」

　錦織はやれやれと首を振った。

「でも六道、この前は賭けの存在に否定的な感じじゃなかったか」

「その気持ちに変わりはないんだけど、やむを得ない事情から、悪あく魔まに魂を売ることにしたのです。所しよ詮せん、血塗られた道か」

　六りく道どうはジッと自分の右手を見つめる。

「そのやむを得ない事情というのが貧乏か。でも小こ遣づかい全部って大丈夫なのか？　まだ結構、月末まで日数あんぞ？　貸せって言われてもオレは貸さないからな」

「大丈夫だよ。六道、必ず当たる方に賭かけたもん」

「必ず当たる方？」

　錦にしき織おりは胡う散さん臭くさそうな顔をする。

「うん。だって裏情報だと閣かつ下かは恋愛しないんでしょ？」

　六道は再び声を潜めた。

「ああ？　ああ、うん、そうだ。しない。きっと」

　錦織は頬ほおをピクピクとさせる。

　六道にそのことを話した後の輝夜かぐやとの会話で、必ずしも恋愛するつもりがない、わけでもないことが判明していた。

「もしお金ができたら閣下も含めてみんなに雪ゆき見みだいふく、奢おごってあげるから」

　六道は少し後ろめたそうに言う。

「お、おう」

　錦織はできるだけ六道の顔を見ないように答える。既すでに賭けた後なのだから、真実は伝えない方がよい、と思っていた。

（それにどうせ正解がどっちかだなんて、分かりっこない）

　そう、たかを括くくっていた。



　　　☆



「ふ――。今日は結構疲れた」

　夕刻――。図書室での自習から教室に戻った錦織は、すぐに席に突っ伏した。

　突っ伏したまま薄暗い窓の外に目をやる。今日は朝から雨だ。なんだか帰宅する気を萎なえさせる。

（秘密基地に行ったら、輝夜、いるかな？）

　集合日ではないが、基本的に放ほう課か後ごはいつでも秘密基地に篭こもっているような娘である。錦織は図書室を出た後に寄った剣道部の部室から拝借してきた剣道の基礎の本を鞄かばんから取り出す。今日、これから届けてもいいかな、と思っていた。

　輝夜の剣道の筋すじはよさそうだった。身長もあるし、本の通りにちゃんと練習すれば、六道といい勝負するくらいにはなるかもしれない。

（一応、メールして場所聞いてみっか）

　携帯電話のアドレス中から、“〝輝夜かぐや”〟の文字を探そうとした時、廊ろう下かから杜若かきつばたと相あい沢ざわのコンビが、取り巻きを数人引き連れて帰ってきた。杜若が教室に入るなり、明るい茶色の髪を揺らしながら黒板の前に走っていく。

「ニュース、ニュース」

　教卓に手をついて、クラスを見回す。

「この前の賭かけの結果が出たよ」

　大きな声で言う。でも、顔はあんまり機き嫌げんのよい感じではない。

「賭けって魔ま王おうの？」

「マジか？」

　教室に残っていた連中が、前へ集まって行く。

　錦にしき織おりは携帯電話を素早く隠し、眉まゆをひそめた。

（結果が出たって、どうやって調べたんだ？）

　輝夜本人に聞いたことは考えられるが、杜若たちにそんな勇気があるとは思えない。

「それでどっちなの？」

「いや、それよりも、調査方法はどうなってんだ？」

　杜若たちの周囲に集まったクラスメイトたちから質問が飛ぶ。

「それについては、相沢くんの方から説明するから」

　杜若は大おお袈げ裟さな仕草で両手を広げてみせた。

　皆の視線が相沢へ向く。

「では不ふ肖しょう、相沢が説明します」

　相沢はニマニマと笑いながらワザとらしく頭を下げた。

「魔王女おんなが恋愛に興味あるか。それを調べるために、我われ々われはある人物の名前を借りることにしました。その人物とは――」

　相沢は錦織を指差した。

「クラス委員の錦織貴たかし殿であります」

「はっ？」

　錦織は上体を起こした。そんなことは聞いていなかった。

「名前を使うってなにに？」

　錦織は首を傾かしげてみせる。

「真まことに勝手ながら、クラス委員の名前で魔王に手紙を書いた。十六時に裏山の樹きの下に来て欲しいって書いて。んでもって、靴箱に入れておいた」

「ちょっ」

　頬ほおが引ひき攣つった。

「魔ま王おうだって伝説の樹きの話くらいは知っているはずだ。もし、あそこに呼び出されてノコノコ行くようなら、恋愛に興味がある証拠だと判断することにした」

　相あい沢ざわは偉えらそうに胸を張った。

（いや、知ってるとは限らないだろう）

　相手はあの輝夜かぐやなのだ。

「その前に、勝手にそんなことに人の名前を使って――」

　錦にしき織おりの抗議は、他ほかの生徒たちの声で掻かき消される。

「それでどうなったんだ？」

「魔王は来たの？」

　全員、相沢に熱い視線を送っている。賭かけの結果よりも、錦織からそんな手紙をもらった魔王がどんな行動に出るのか、興味があるのだ。

「ふっふっふっふ」

　相沢はニヤニヤとイヤな笑みを浮かべる。

「二人で行って、確認して、今、帰ってきたところだ」

「これが証拠」

　携帯電話に写った写真をみんなに見せる。

「雨の中をドキドキしながら委員長を待つ魔王の図」

　輝夜が写っていた。

　光量の少ないせいで鮮明ではないが、小雨の中を灰色の傘を差してじっと立っている。その様子は胸を高たか鳴ならせて待っているというよりは、果たし状をもらって対戦を待つ剣士のような面つら構がまえに錦織には見えたが、他の生徒たちには、そうは見えなかったようだ。

「わ――、なんだか魔王が健けな気げだ！」

「雨に濡ぬれながら待つっていうのが可愛かわいい」

　女子たちの声が上がる。

「結構、魔王のイメージが変わったな」

「魔王も結局、年とし頃ごろの女の子だったってことか」

　男子たちも勝手なことを言って頷うなずきあっている。

「でも、これって錦織くんだったからだよ。相沢くんの名前だったら、来なかったかもしれないよね」

　杜若かきつばたが錦織に意味深な視線を飛ばしながら言う。

「やっぱ、魔王が錦織のことを好きだって噂うわさは本当だったか」

「一学期の選挙の時から関心を引こうとしてたもんな」

　錦織はイラッときた。

　それは違う。全然違う。

「魔ま王おうってまだ裏山にいるかな？　いるなら実物を見にいってみたい」

「いや、もう、さすがに帰ったんじゃね？」

　裏山の頂上までは、そこそこ時間がかかる。雨天だし、これから行くと着いた頃ころには真まっ暗くらになりそうなので、野や次じ馬うまたちも及び腰ごしだ。

「つーわけで、賭かけの答えは『魔王でも恋はする』、が正解でした。正解の方に賭けた人は、後ご日じつ、配当を配るから。外れた人からはお金を回収するから小こ銭ぜにを用意していてくれ」

「りょうかーい」

　集まっていた一年Ａ組の生徒たちは拍はく手しゆすると、みんな満足そうな顔で帰り支度を始める。賭けの勝ち負けよりも、輝夜かぐやの意外な一面が見られたことを喜んでいるようだった。

「クラス委員殿は、確か、恋をする方に賭けていたよな。直前のオッズでも結構な倍率がついていたから、いい金になるぜ」

　相あい沢ざわが錦にしき織おりの肩に手を乗せようとした。

　錦織は相沢の手を払いのけて立ち上がる。

　胸倉を掴つかんで殴りたい衝動に駆られる。その気持ちをグッと堪こらえながら、ただ冷たい目で睨にらみつけた。

「に、錦織？」

「錦織くん？」

　相沢と杜若かきつばたが動揺の表情を浮かべる。

「あのさ。二人とも、勝手に人の名前を使ってそんなことをして、いいと思ってるわけ？　いいと思ってるんなら、その感覚がオレには分からないんだけど」

　二人は青い顔になった。帰り仕度をしていた他ほかの生徒たちも、驚おどろいたように顔を見合わせている。

　全員、入学してから、錦織の怒った顔を見たことがない。錦織が滅めつ多たにクラスメイトの前で感情を表に出さないからだ。

「いや、ごめん。勝手に名前を出して、悪かった。でも、魔王の裏の顔を知るためには、人気者の錦織の名前を使うのが一番だと思ってさ」

「そうそう。お陰で正解が分かったんだよ」

「だから、そういう考え方についていけない」

「いや、その」

「……」

「そりゃ二人は賭けの親をしているから、正解が分かりさえすればいいだろうけどさ。人の名前でそんな手紙を書いたら、迷惑をかけるとは考えなかった？」

「……」

「……」

　相あい沢ざわと杜若かきつばたはバツの悪い顔でうつむく。

「その手紙がニセモノだったって、輝夜かぐやさんに誰だれが説明するつもりなわけ？　まさかオレじゃないよね？　二人がやってくれるんだよね？」

「いや」

「それは」

　二人は顔を引ひき攣つらせた。どっちも魔ま王おう本人にニセの手紙を送ったと説明する勇気はないらしい。ますます腹が立ってくる。

「おい、クラス委員が怒ってるぞ」

「どうすんだよ」

　他ほかの生徒たちも小声で囁ささやきあっていた。相沢や杜若と同じで、初めて怒った錦にしき織おりに驚おどろき、焦あせっているようだ。

　予想された反応だ。

　クラスでの人気者の地位を守るため、今まで感情を表に出したことは一度もない。だが、今回は、冷静に考えて誰が悪いかが明白な状況なのだ。キレたところで同情はされても支持を失うことはない。

　だが、そんな計算がなくとも、たぶん、同じことをしてたと錦織は思う。それくらい全身がカッカとしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　相あい沢ざわと杜若かきつばたが顔を見合わせている。

　謝あやまろうとしていて、そのタイミングを計りかねているようだった。だが、それに付き合うことはない。

　錦にしき織おりは顔を背そむけ、鞄かばんを持った。

　無言で二人の横を通り過ぎ、そのまま教室を出ていく。

　廊ろう下かに出た時、背中の後ろの方でザワザワと声がした。無視して廊下を進んでいく。

　階段まで来て誰だれもついてきてないことを確認すると、駆け足で下げ駄た箱ばこに向かった。



　一階の下駄箱で、革かわ靴ぐつと傘を持つ。非常用の裏口から校舎の外に出た。

　雨は小降りながら降り続いていた。

　錦織は傘を差すと、目の前の裏山に向かって走り出す。

「くそっ。魔ま王おうのヤツ、ぜってえ怒ってるだろうな」

　輝夜かぐやが指定された場所へ行ったのは、手紙の差出人が臣しん下かの錦織だったからだ。恋愛がどうとか関係ない。

　走りながら、傘を持っていない方の手で、携帯電話を持つ。着信履歴から輝夜にかけた。

　長い発信音の後に、電波の届かない場所にいるか電源が切られている、とのメッセージが返ってきた。

「くそっ！」

　裏山の山道に入る。クロカンや運動部の自主トレにも使われている、人一人が通れるだけのほとんど獣けもの道みち。うっそうとした木々の中を、曲がりくねりながら頂上まで続いている。

　遅い時刻に加え、雨。辺あたりは薄うす気き味み悪いくらいに暗い。雨露に濡ぬれた草木に触れて、制服のズボンが次し第だいに湿っていく。走りながら、冷えた脚あしがガタガタと震えていた。

　邪じや魔まだったので傘を閉じる。

　霧のような雨が、容赦なく髪や制服の上着を濡らす。錦織は気にせず、そのまま走り続ける。

　やがて山道が終わり、唐突に視界が開ける。

　頂上だ。あまり広くはないが平へい坦たんな場所。裏山の中でそこだけ、寂さびしくなった頭のてっぺんのように、木々が消えて背の低い雑草だけが生えている。聞いた話によると、昔あった、落雷が原因の山火事のせいで禿はげたらしい。

　中央に一本だけ、大たい樹じゆが残っている。

　火事から復活したために、『伝説の樹き』と呼ばれている樹。

　錦織は走るのを止やめ、伝説の樹へと近づいていく。

　輝夜の姿は見えない。

「やっぱ、帰った後かあ」

　晴れていれば、そろそろ夕空に漆しつ黒こくの帳とばりが降り始める時刻。手紙の指定の時間から、三時間近く経過しているのだ。帰っている方が自然だ。

　薄暗い中をトボトボと樹きの下までいく。

「魔ま王おうのヤツ、激怒してるだろうな」

　呼び出してすっぽかされたのだ。輝夜かぐやでなくても腹を立てる。

　錦にしき織おりは幹の近くから樹を見上げた。

　鉛色の空から、枝葉の隙すき間まを通ってポツポツと落ちてくる雨あま粒つぶを顔で受ける。

　輝夜がいたら、事情を話して謝あやまりたかった。まだいると、そこまで期待していたわけではない。だが、少しだけ残念だった。

　湿った制服のシャツの袖そでで顔を拭ぬぐう。

　その時――。



　ス――、ス――。



　シトシトという雨音の中に、微かすかな寝息のような音が聞こえた。

　錦織はもしやと思い、音のする大たい樹じゆの後ろに回る。

　目を見開く。

　輝夜だった。

　輝夜が樹の根元に腰こしを下ろして寝ていた。

　小雨のためか、樹の根元はほとんど濡ぬれていなかった。輝夜は制服のスカートから出ている長い脚あしをスッと伸ばし、練習に使っていた竹刀しないを抱きしめるように両手を胸で合わせていた。

　錦織はしばらく口を半開きにして、呆ぼう然ぜんと輝夜を眺めていた。

　と、急に輝夜の閉じられていた瞼まぶたがピクピクッと動き、ゆっくりと開いた。

「う――ん」

　輝夜は気持ちよさそうに小さくノビをした。眠そうな目を向けて、錦織の顔を確認する。

「なんだハラグロ。遅かったじゃないか」

　寝起きの顔で、小さく口を綻ほころばせた。

「遅かったって、おま――」

　錦織は呆あつ気けにとられたまま、輝夜を見下ろしていた。

「ずっとここで待っていたのか？」

「ああ。手紙に指定された時間からここにいたぞ」

「三時間近くも？」

「もうそんなになるのか」

　輝夜かぐやは寝ぼけた目で携帯電話の時刻を確認していた。

「主しゆ君くんをそんなに待たせるとは、なんて不届き者の臣しん下かだ」

　輝夜は大あくびをしながら立ち上がる。寝起きであまり頭が働いていないのか、あまり怒っているようには見えない。

「あのさ。寝起きにこんなことを言って、あれなんだけどさ」

「うん？」

「え――っと」

　錦にしき織おりは耳の後ろを掻かきながら、やや上目づかいで輝夜を見る。

「今日、閣かつ下かを呼び出した手紙、オレが書いたわけじゃない。それ、ニセだ」

「なに？」

　重かった輝夜の瞳ひとみがパッと開いた。スカートのポケットから手紙を出す。ニンジンを咥くわえたウサギのイラストが描かかれた可愛かわいい便びん箋せんに、四時に会いたい旨むねが簡かん潔けつに書かれてあった。

「しかし、これはどう見てもハラグロの文字じゃないか。どうやら、一流の贋がん作さく家がハラグロの筆跡に似せて書いたようだな」

「適当なことを言うな。全然違う」

「そうか？」

「オレのはこんな丸文字じゃねえって。全然、似せる気がなかったくらい違う。それに、オレはこんな可愛い便箋、使わねえって」

　杜若辺かきつばたあたりが書いたと思われた。鷹おう揚ような輝夜でなければ、ニセとすぐ気がつくだろう。

「うーむ。そうか？」

　輝夜は手紙を色んな方向から眺めながら、顎あごに手を当てていた。

　そんな輝夜を見ながら、錦織はやや緊張した表情になる。

「あのさ、閣下」

　小さく息を吸いこむと、胸を少し高たか鳴ならせながら言った。

「閣下はその手紙、オレからの手紙って信じてたんだよな。こんな所に急に呼び出されて、変に思わなかったのか？」

「いや、特に。不審には思わなかったが」

　輝夜は首を傾かしげる。

「わざわざ手紙で、それもこんなところだぜ。どう考えても変じゃないか？」

「私に手ほどきをするのかと思ったのだ」

「手ほどき？」

「お前、今度、人目につかないところで剣術の指し南なんをすると言っていたじゃないか」

「ああ――。それで竹刀しないか」

「そうだ。だからずっとお前が来るのを待っていた」

「そういうことか。いや、だったらいいんだ」

　パタパタと手を振る。

　もしや――、意外にも杜若かきつばたたちの言っていた通り、輝夜かぐやが『伝説の樹き』のことを知っていて、それで来たのかと軽く期待していた。

（まっ、こんなオチが順当だよな。輝夜にそんな乙おと女めチックなところがあるわけがない。ってか、なに、オレ、残念がってんだ？）

　そんな疑問を、とりあえず錦にしき織おりは無視する。

「それで、私の下げ駄た箱ばこにニセ手紙が放りこまれていた理由を聞こうか」

「予あらかじめ言っておくが、オレは知らなかったんだからな」

「そんなことはどうでもよい」

「いやさっ。前に言ったじゃん。クラスの連中が閣かつ下かでも恋愛するかどうか、賭かけてるって。それを証明するために、勝手にオレの名前を使って手紙を出したんだ。手紙の誘いに乗って閣下がここに来れば恋愛したいと思ってる。来なければ興味なし」

「ん？　どうしてそんなことになるのだ？」

　輝夜はキョトンとする。

「閣下は知らんだろうが、この樹にはちょっとした伝説があるんだ」

「むっ。私の情報網をバカにするな。この樹にまつわる伝説くらい、私でも知っているぞ」

　偉えらそうに腕うでを組んでいた。

「へっ？」

「この場所で好きな相手に告白すると恋が成じよう就じゆする、というものだろう？」

「なんだ、閣下、知ってたのか！」

　錦織はポカンと口を開けた。

「漫まん画がにはありがちなどうでもよい話だ。なるほど、そういうことか。だから恋愛の試し金きん石せきに使えるわけだな」

　輝夜は納なつ得とくしたように頷うなずいてから、フンと鼻を鳴らす。

「言っておくが私はこの手の他た力りき本ほん願がん的な伝説はまったく信じないからな。新世界の構こう築ちくも恋愛の類たぐいも、自分の力によってのみ成就できるのだ」

　握りこぶしを作ってみせた。

「でも、伝説を知ってはいたんだ」

「まあな。だが、その手紙を出した連中が考えるように、手紙を見てハラグロが私に告白するとは、これっぽっちも思わなかったからな。勘かん違ちがいするなよ」

「しねえって」

　肩をすくめながら、錦織はニヤける。

「なんだその笑いは」

　輝夜かぐやは不満げに頬ほおを膨ふくらませた。錦にしき織おりは「なんでもない、なんでもない」とパタパタ手を振った。

　それでも輝夜はしばらく眉まゆ根ねを寄せていたが、やがてフッと微笑ほほえんだ。釣られて錦織も、また小さく笑ってしまう。

「逆にハラグロに聞くが、どうしてお前はここに来たのだ？」

　輝夜は錦織をジッと見据える。

「いや、ええっと、なんでだろう」

　本当に錦織自身、よく分かっていなかった。気がついたら、裏山に向かって走り出していた。誰だれかに見られるリスクがあったにも拘かかわらず。

「閣かつ下かに手紙がニセだったって早く言いたかったし」

「うむ」

「もしかしたら、閣下がまだ待ってるような気がした。行かないと、いつまでもここにいそうな気がしたから、かな」

「自惚うぬぼれるなよ、と言いたいところだが――、実際のところ、待っていたかもしれない。どんなに遅刻しても、ハラグロはきっと来ると思っていたからな」

　そんなことを言って、輝夜は錦織を見据える。

　その瞬間、錦織は「うっ」と下を向いてしまう。そんな台詞せりふを吐く輝夜が可愛かわいくて仕方がなかったから。

「じゃ、じゃあさ。二人とも予想が当たったってことでよしとするか」

　錦織は、下を向いたまま口をボソボソと動かしていた。自分でもどうでもいいことを言ってるなと、思っていた。

「さてと。じゃあもう遅いから帰ろうぜ？」

「うん？」

「誤ご解かいも解けたし、もうこんなところにいても仕方ないしさ」

　これ以上、ここに輝夜と二人っきりでいるのはよくないような気がした。

「雨だし」

「雨ならもう上がっているぞ」

「えっ？」

　本当だった。つい数分前までシトシト降っていたのが止やんでいた。全然、気がつかなかった。

（一体、いつの間に？）

　錦織は真上を見上げた。

　枝葉の間から覗のぞく雲に覆われた漆しつ黒こくの空が、ボンヤリと明るくなっていた。雲が風に押し流され、急速に薄うすらぐ。

　瞬く間に頭の上に星空が広がった。

「……」

　錦にしき織おりは目を見開き、横で夜空を見上げている輝夜かぐやを見た。

　輝夜がまた木の根元に腰こしを下ろす。錦織もその横に座った。

「なかなか綺き麗れいじゃないか」

　燦さん々さんと輝く星の光を眼に映しながら輝夜は呟つぶやく。

「雨上がりは空気が綺麗だから、星も綺麗だよな」

「星はいつだって綺麗なものだ」

「へえ」

　錦織は意外そうな声を出した。

「なんか、閣かつ下かが、星が綺麗とか言っているのは不ふ思し議ぎな感じがする。星とかには関心ないのかと思っていた」

「じゃあ、なんに関心あるのなら不思議じゃないんだ？」

「戦車とか軍服とか」

「失敬な」

　輝夜は軽く唇くちびるを噛かんだ。

「星は好きなのだ。というのも、実は私はあそこから来たかもしれないのだからな」

　輝夜は夜空の一箇か所しよを指差す。大きな月が浮かんでいた。満月からほんの少し左側が欠けた月。

「ああ、輝夜なだけにか？」

「そうだ」

「そっか。閣下は魔ま王おうじゃなくて宇宙人だったんだな」

「そういうことだ」

　小さく笑い合う。

「……」

「……」

　しばらく無言のまま空を見上げる。

　生暖かい残暑の風が吹く。

　輝夜の髪が揺れ、錦織の肩にかかる。

　柑かん橘きつ系のシャンプーの香りがする。

　雨が止やんだことにようやく気がついた秋の虫たちが、一匹ずつ羽を鳴らし始める。

　錦織は頭を下げて横を見た。

　月の光に照らされた輝夜の顔が、真まっ白しろに輝いている。

　その姿は本当に幻想的で綺き麗れいだった。輝夜かぐやが本当に、月から来た巫み女こじゃないかと疑うたがってしまうくらいに。

　錦にしき織おりは輝夜の横顔をジッと見つめながら――。

　いつまでもこの時間が続けばいいのにと思う。

「なあ、閣かつ下か」

「なんだ？」

「剣道の基礎の本さ。今日、部室からパクッてきた」

「うむ、よくやった」

「なんだそれ。もうちょっと感激した風なリアクションはないのかよ」

「喜んではいるぞ。ハラグロがやっと役に立ち始めたことに。今まで参さん謀ぼうでありながら」

「わ――った、分かったから。それ以上言われると、また発ほつ作さが出るから止やめてくれ」

「うむ、よかろう」

　輝夜が偉えらそうに言う。その声さえも、今は心地よく聞こえる。

「なあ、閣下――」

「今度はなんだ。ハラグロ？」

　輝夜も顔を上げて、錦織へ向けた。錦織も輝夜を見ていたので丁度、見つめ合う形になった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ズシッズシッと、重そうな音を立てて胸が高たか鳴なっていた。

「閣かつ下か――」

　錦にしき織おりは続きの台詞せりふを考えずに輝夜かぐやの名前を呼んだ。口に任せて言葉を紡げば、いつもなら口にできないようなことでも言えるような気がしたから。

「オ、オレさ。初めて閣下を教室で見た時にさ――」

「あっ、そういえばっ」

　唐突に、輝夜がパンッと手を打った。言いかけた台詞を中断させられ、錦織はズコーと、前のめりにずっこけそうになる。

「いきなりなんだよ」

「いや、ハラグロの手紙で呼び出しって、以前、何かの時に私も利用したことがあったような気がするのだが？」

　輝夜は思い出すように眉まゆをひそめて顎あごへ手を当てる。

「はあ？　なんで突然そんなことを？」

「さっきハラグロから手紙の話を聞いてから、ずっとこの辺がモゾモゾとしていたのだ」

　言いながら輝夜は右みぎ頬ほおの、えくぼのできる辺あたりを指で押さえた。

「ってか、閣下はモゾつく場所からして個性的だな、おい。でもってさ、それってあれだろ。春頃ごろに六りく道どうを呼び出すのに、オレの手紙を使った」

「ああっ！　そっちか！」

「どっちだよ！」

　錦織は頭を掻かいた。

　寸前までドキドキしていた胸が、いつの間にか静まっている。だが、その方が安心して輝夜を見ることができた。

「でもあの時は、本当にオレの手紙を使ったんだぜ」

「そう言えばそうだったな。つまり私はあの時のサイクロンのように、まんまと騙だまされて呼び出されてしまったわけか」

「まあ、つまり、それくらいオレの名前には価値がある、ということさ。これがネームバリューだよ」

　錦織は胸を張ってみせた。

「むっ」

「これがもし、閣下の名前で呼び出したりしたら、誰だれも怖くて来たりはしないぜ。自分から火に飛びこんでくるヤツはいないからな」

「む、むむうううう」

　悔しそうに唇くちびるを噛かみしめるのを、錦織はニヤニヤと眺める。

「しかし、これは問題だな」

　輝夜かぐやが真剣な表情に戻る。

「問題って？」

「こうも簡単に私が呼び出されてしまったのだぞ。もし、こんなところで大部隊に待ち構えられていたら、私は敵の手に落ちることになるのだ」

「大部隊を持ってる割に、やり方が地味だな。その敵」

「いや、間違いなく脅きょう威いだ。だが、逆に利用することができたら、学校内では結構、効果的な手段なのかもしれないな」

　輝夜は鋭い目つきで、顎あごに手を当てる。

「閣かつ下か。その効果的手段って、オレの手紙を使って人を呼び寄せることじゃないよな」

「ハラグロに限らず、他ほかの人間に信頼された人間の名前を使えば、同じような効果が期待できるかもしれないわけか……。一度、誰だれかが試してみる必要があるな」

　何やら不穏な言葉をブツブツと呟つぶやいている。

「あのー、閣下、もしもし？」

「よしっ」

　急に輝夜が立ち上がった。呆ぼう然ぜんと見上げる錦にしき織おりの前に、両りよう腕うでを組んで仁王立ちになる。

「臣しん下かの名前を使い、新世界の王である私をこんなところに呼び出した者に、罰を与えなければいけない」

　糸のように細めた目で、錦織を見下ろした。

「お、おう。でも、できるだけ穏便に済ませろよ」

　錦織は怯ひるみながら、唾つばを飲みこんだ。輝夜が魔ま王おうと呼ばれている女の子であることを、久々に思い出していた。

「罰を与えるに当たり、今回、敵が使用した作戦を、試験的に使ってみようと思う」

「敵が使用した作戦って、その、まさか？」

　輝夜は答えず、フッフッフと笑っていた。

「いや、一応、オレにも立場ってものがあるんだが」

「もちろんハラグロは私に協力するのだろうな？　まさか私が敵に利用されたのはよしとしても、私には協力できないなどと言うわけがないよな？」

　ガッチリと肩を掴つかまれる。

　錦織は引ひき攣つった笑みを浮かべたまま、「う、うん」と頷うなずいた。

　どうせ輝夜の決定に逆らうことができないのは決まっているのだ。あと、錦織の名前を勝手に使って手紙を書いたクラスメイトに仕返しをしたい気持ちも、ほんの少しだがあったのだ。



　　　☆



　秋の虫の鳴き声に包まれた山道を、杜若由紀かきつばたゆきはウキウキしながら登っていた。紫し苑おん高こう校こうの裏山の頂上へ続く道。頭上にはどこまでも高い秋空が広がっている。

　杜若の手には一通の手紙が握られていた。

　送り主はクラスの男の子である錦にしき織おり。

　裏山の樹きで会おうと書いてあった。

　一週間ほど前、同じ文面の手紙を同じ送り主名で書いたばかりなので、少し不ふ思し議ぎに思った。おまけにあの事件以来、杜若は錦織を避さけている。ニセの手紙を書いたことでかなり怒っていたので近づき難がたかったのだ。

　でも、学級日誌に書かれた錦織の文字とこっそり比較したところ、筆跡がよく似ていたので信用したのだ。

（間違いなくこれは、あれよ。錦織くん、私に告白しようとしているんだ）

　一週間前のことは、許してくれたのだ。むしろあのことがきっかけになって、自分のことを好きになったのかもしれない。杜若はどちらかといえば、我が田でん引いん水すいな性格の娘だった。

（もし告白されても、すぐには答えちゃ駄だ目め。焦じらすのもテクニックなんだから）

　ブツブツ自分に言い聞かせた。

　頂上に到着する。

　ここに来るのも一週間ぶり。キョロキョロと周囲に注意しながら、伝説の樹と呼ばれる大たい樹じゆへ近づいていく。

　伝説の樹のすぐ近くまで来た時――、

　樹の陰から男子が現れた。

　杜若は錦織かと思ってドキリとする。

　だが、現れたのは頬ほおをワクワクテカテカさせた相あい沢ざわだった。

「えっ？」

「はっ？」

　二人はポカンと口を開けて、顔を見合わせた。

「どうしてお前がこんなところにいんだよ」

「そっちだって！」

「オレは手紙をもらったんだ。副クラス委員から」

「米よね倉くらさんから？」

「ああ」

　相沢はピンク色の便びん箋せんをポケットから出す。

「知らなかったかもしれないが、オレは米倉愛あいファンクラブ、通称“〝アイ・ラブ”〟の会員ナンバー五番なんだぜ」

「いや、そんなことは聞いてないんだけど」

「で、そっちはなんでここに？」

「実は私も、錦にしき織おりくんから手紙を……」

　杜若かきつばたは顔を赤らめながら言う。

「偶然か？」

「さあ」

　二人揃そろって首を傾かしげる。たまたま同じ時間に、それもクラス委員と副委員から呼び出されるなんて、そんな偶然があるだろうか？

　怪あやしい。これはヤバい気がする。

「なにかの間違いかもしれないから、オレ、帰るわ」

「ちょっと。じゃあ私も帰る」

「それはまだ早いんじゃないか？」

　風に乗って、低い声が聞こえた。

　ザッザッ――。草原を踏みつける軍ぐん靴かの音が聞こえたような気がした。

　杜若は振りかえる。ササーッと血の気けが引いた。

　どこから現れたのか、輝夜かぐや真ま央おが立っていた。腕うでを組み、顔には怖そうな笑みを浮かべていた。

　杜若は自分たちが騙だまされたことを確信した。

「どうして？　なんで魔ま王おうがこんなところに！」

　相あい沢ざわが頭を抱えていた。

「今、お前たちが持っている手紙は、ハラグロ、いやクラス委員と副クラス委員の筆跡を真ま似ねて、私が書いたものだ」

「まじかよ！　この文字がニセモノか？」

　相沢が持っている手紙を開いて見ていた。ファンクラブに属しているだけあって、米よね倉くらの筆跡判断には自信があるのかもしれない。

「どうして私がこんなことまでして、お前たち二人を呼び出したか、分かるか？」

　輝夜は低い声を出す。

「いや――」

「さっぱり――」

　杜若と相沢はパタパタと手を振った。

「調査したらすぐに分かった。一週間前、お前たちがニセの手紙を使って私を罠わなにはめたということは！」

　輝夜がクワッと鬼おに歯ばを剥むく。

「ひえ」

　二人は反転して、輝夜かぐやのいる方とは反対方向へ逃げようとした。

　走り出すより先に、二人の腕うでを輝夜が掴つかんでいた。

　相あい沢ざわがバスケで鍛えた強きよう肩けんを使って振りほどこうとするが、輝夜の手はガッチリと腕を掴んだまま離はなさない。まるですっぽんのようだ。

「嘘うそだろ!?」

「私は何ら不ふ利り益えきを被こうむっていないし、恋愛がどうだという話もどう判断されても、あまり関心はない。だがハラグロの、いや他人の名前を騙かたって私を騙だました行為を、看かん過かすることはできない。国家の防衛上、なんらかのけじめをつける必要がある」

「なに言ってるのか分かんね――って」

「つまり、二人には制せい裁さいを加える」

　輝夜の顔から笑みが消え、刃やいばのように冷酷な表情が浮かびあがった。

「いや、ちょっと、待て！　話せば分かる」

「そうそう。こっちの言い分も聞いてよ――」

「問もん答どう無む用よう!!」

　紫し苑おん高こう校こうの裏山に、悲しげな泣き声が二つ、響き渡った。



　以下後ご日じつ談だん――。





　相沢と杜若かきつばたの二人は、匿とく名めいの連絡を受けた生徒会メンバーに発見されるまで、約二時間、パンツ一丁シャツ一枚の格かつ好こうで『伝説の樹き』の枝にズボンとスカートでくくりつけられていた。

　この事件は、中学時代に輝夜が起こしたトラブルにちなみ、「第二次悲しきパンツ事件」、もしくは「悲しきパンツ事件・ツー」と呼ばれた。



『伝説の樹』として紫苑高校の生徒に愛されてきた樹は、相沢と杜若がパンツ一枚で吊つるされたせいで神秘性を失う。輝夜が樹を根ね城じろに使っているという怪情報もあり、告白に使われることも激減。いつの頃ころからか『悲しきパンツの樹』という不名誉な名前がついていた。

　ただ、パンツ姿で長時間過ごしたことがよかったのか、それとももともと馬が合っていただけなのか、杜若と相沢は事件後しばらくして付き合うようになった。そのことから考えると、『伝説の樹』のご利り益やくは、未いまだ健在なのかもしれない。



　あと、六りく道どうかなめが二千円をすった。



    

  
    
      


あとがき





　またまた三ヶ月ぶり。月つき見み草そう平へいです。

　今回はシリーズ初の短編集。いつものヒロインズに加え、本編では出番の少ない梢こずえを目立たせることができました。ファンの方、喜んでいただければ幸せです。

　さてさて。夏休みに友人と旭川の『旭あさひ山やま動物園』へ行ってきました。

　その時、友人曰いわく、月見は『カピバラ』に似ている、だそうです。『ホモ・サピエンス・サピエンス』たる自分が、どうしてあのような『げっ歯類』のごとき生物に似ていると言うのか、真意を尋たずねたところ、

「モッサリとしていて、ノロそうなところ」

「……」

　謝辞です。今回も絵師のみもりん先生、ありがとうございました。ハンバーグ、美お味いしかったですね。また何か食べましょう。担当のひろぽんさま、今回も色々とアドバイス、ありがとうございました。もっとハンバーグを食べて、栄養を摂とりましょう！

　そして最後、『かぐや魔ま王お式しき！』読者の方に感謝の想おもいを。次巻もよろしく。

月見　草平



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者
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　　５月10日生まれ。
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